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E 珠 一三 四 

得て掌上に取ぅ上げ見るに疑ふ方なきシャコ眞珠の食指頭大球形のものな6、幾 
年を經た6けん處々じ螢3へ現《れ、光澤も新しきの ^ 比して少しく消失せるな 

AVO 

主人は眞珠を熟視せる池田氏に ^ つて日く、「珍し$ものでしょノ池田氏答て日 
ふ、 「なる 程圓 S ものです な 7 (珍し $とは義理にも云へすこの答は漸く案出したる 
な 6 と 云 ふ)、 主人 悟らず 得意な 更に： n ふ 「君は 眞珠 商なる もこれ 程の 眞珠は 見た 
ことはわ6 ^ す 1 > い」、池田氏答て111く，澤山は显 ^ せ /1 が、年に十四五は扱ひ ^ す」と0 
これょ 6 この 眞珠の 性質を 說 いて所信を述ぶ。主人驚き且つ不快の色 6 6、これ 
i ぅ多くを語ら玄、池田仄携ふる處の「本ロ」を示して、これこそ貴重なる眞珠な6と 
說 明す、 主人 日く 「な る 程 この 方が 火 分 奇麗 だすな 丨」 、池 3氏早々に辭して歸る、其後 
如何にな 6 しや 知らす と ◊仄は 余に 語ぅて 日く、 あの 時は ど 滑稽に して 而も 挨拶 
^ 窮したることなしと" 


の ^: ^ o、 n ハ ^ 奇なる 物と して 賞 せらる、 のみ。 

曾て火阪の或新聞に京都の大眞珠と題して「某氏傳家の $ 寶として火眞珠を藏 
す、或時ホテル ^ 滯在する洋人これを見て日く、確に十莴圓の價袼 ?> る眞珠な久余 
は三莴圓なら.ば買求めんと某大に嬉び今更其の貴きは驚き、これを衆人に示3 /1 
爲め第五內傅に出品せんとす」と記せし事ゎ6き。余は乙の記事を讀んでこの稀 
々 の眞 珠を實 見した きものと 思 S しが、 暇な くして 果 S す、 後に 大阪の 眞珠商 池 田 
氏は會し、談 ^ の事に及ぶ。氏は流石商寶柄この眞珠の實見を切望し、去る人ょ6 
紹介狀 を 得て 漸くに して 某 持主と 會 見す るを 得た $ とて、 語られ •たる 當時の 模樣 
を聽 くに、 氏は 同家を 訪ふて 應接 室に 待 つ 乙 と 多 時、 主人 出で 云 ふ 君 « 實に 幸運 兒 
なる 哉、 今一:: :遲 かぅ せ ば、 彼の 至寶を 見る 機を 失 a しな. 0、 實 は 非常の 品な れば己 
U 如き もの、 私藏 すべきに 非ず と 思 ひし 故、 明：：！ 東京へ 發送 する 善な 6 きとの 胃 
頭を ® きて、 恭しく 榈の 箱、 紫の 帛紗 に叮嚀 ^ 藏められ犮る所謂御寶物を座に出せ 
久 蓋を 去れば 必然 燦然た る 光輝 •を 放 ^ んと 思 a の 外、 前に 云 ふ シヤコ 眞珠な 仆ば、 
池 }11 氏はー見して失項し |1 つ洋人の話に思ひ至6ー稱不思讅に感匕た6。許を 
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ょるか、或 « 偶然にか、又は他の源0 ^ ょぅてか、體外 ^ 吐き出3れ川底 ^ 沈み、後洪 
水の 爲 に遠く流3れ、又水勢 ^ 由ぅてー箇處に集るものならん、これ川ょ6遠く離 
れ左る 地 ^ て眞珠 を發 見す る 所以なる べし。 然 6 と 雖も又 案す る じ、 眞珠が 介の 
肉ょ 6離脫して水中 ^ 落つる時は、水の爲め ^ 犯3れて光澤を失ひ小石と區別し 
難くなる べし' 殊 k 洪水の 爲めに 遠く 運. ばる、 時は 磨滅して 原形を 保つ こと 能 tt 
次れば、 ァ 1ヵンサス州の如き場合《寧ろ甚だ奇と謂ふべし。前記の如く河流 1^ 
遠き土中 ^ 眞珠の發見せらる、ょ久ハミルトン(广11?11 6. 11;011) « 說を立て、、介肉を 
食す る禽獸 k ょ 4 て 眞珠が 分布 せらる となせ 6。即ちをの食し犮る肉中 1^ 眞珠 
あれば、 これの み 消化せられ すして 排出せ らる 、が 故に、 原野 山林 等 禽獸の 到る 處 
U 眞珠は 遺棄せ らる 、な 〇 と。 

御 挨拶に 困る 

シャコ ( Tl.i (一 acna ) の眞珠 « 甚だ多きもの 1 ^ 非次れど％、大なる介なるが故 ^ 從て 
大形の 眞 珠を產 す。 時 1C ® 量 ニ ^ 大 S 指頭 大の もの ぁぅ。 然れ ども 其の 色は 乳 
白色にして恰も陶器の塊の如く、裝飾品としては用に堪へす、價格も至て廉なるも 


上の 問題と な 久殊 k 湖水よ 6 五 里の 西に ぁる サーシ ー (884)市に於て « 、市長の 
主唱の下に會社反對の聲最大となうて、遂に市民 « マ丨ブヒィ湖 ^ 赴き、制札を無 
視 して 己 等の 權 利を 主張し、 此處 U 眞珠漁 を 開始せ ん とせう。 此 k 於て 杭 論辯駁 
遂 ^ 法廷に訴ふる 1^ 至6しが、其の結果サ丨シ丨市黨《他の近傍の湖水 ^ 於て眞 
珠漁を 行 ふこと、 なう、 會社は 勝訴を 得て、 武裝 せる 巡邏を 置きて 警戒し、 夜間は 茏 
斯を點 ヒて密漁者を防ぎ、盛 1^ 作業を遂行して遂 ^ 費用を償ひて猶幾分の利潤を 
見 ^ 6 と 云 ふ。 

又ホソィト川の測量隊が拾ひし眞珠は五千弗 1^ 上<>しと云ふ。マッキントツシユ 
( Mr . J . W . 琴1&08 5 « サィプレス 0 ^ 31|)河の邊 ^ 杭を建つる爲め穴を掘6し ^ 、地 
下一呎 半の 處 よう 數 個の 眞珠を 得た ろ、 然れ ども 介 殼 は 無 かう しと 云 ふ。 ウ^ 

力 丨湖 (walker Lake ) の 岸に 繋ぎし 小舟の 傍に て 或、 漁夫が 一箇 處にて 十二 箇 の眞珠 
を 拾 S たうと 云 ふ。 か、る奇現象 « 如何 1^ して起れるかと問ふ 1^ 、此等の地方 ^ 
ては介か.或季節 1^ その眞珠を吐き出すもの ^ 0と云へ~0〇斯くー女處 ^ 多數の 
眞珠の 集合せ るよ 6 推 すれば、 元來 介の 肉 中 R 生じた る 眞珠は 、介の 稲 類の 特質に 
眞琛雜 話 一三 一 


吿ぐるにはピは何の益にも立たぬもの只兒童の弄物たるのみと、靑年も貴重なる 
眞 珠の餘 0に綷易に得らる、が故に、少しく疑《しく思；3、見本として少量を：^ 
トル ィ市 及び メン フ^ <• 9 1 § 1 , 11 3 の寶石商 1 ^ 送附したるに、正しく眞珠な 6 との 
返答を得 .0: つ意外 ^ 多額の報酬を得た6ければ、直に殘6の眞珠を送附した6。 
この 箏實 阶：傅して各人の注意を惹起し、眞珠漁業者は漸時同湖に集爻るに至6 ^| 
ヰリヤ ムス (HP J . 卜ン <| £ ^* 38)なる人は— ^! 丨 :/ ! ;ト^7 ^! の眞珠商と共に現場に至4、1 
底の 泥中ょ 6 三 ：：：問に桃色の大眞珠純白の小眞珠等介せて四十個を發見し’中 ^ 
tt I 箇數 孖弗の怊格のもの ^ 61と云ふ。菇に於て同汉は湖水所在の地主と談 
b て、 五ケ 年間 叫 千 五 百 弗に て 借地の 契約を 爲 して 湖水の 使用権を 専有し 
ィス 市に 會社を 組織し、 湖 衅 に 家屋を 築造し、 制札を 建て、 他人の 漁業す るを 禁 k 、 
湖水の 泥土を 秩序 的に 篩に かけて 眞珠を 搜索 すると、 なせぅ。 乙の湖水は長3 
一里、 巾は 廣き處 にてニ町半、周園 « 樹木繁茂して風景顔る可な6、元來統獵及び漁 
業の好適地と稱せられ、湖畔には政府の所轄地と學校所屬地等 6 久且つ湖水は公 
水道の 1部たるが故 ^ 、一個人の所冇に歸せるを聽きて地方の物議を惹起し、法 # 


鷄 1^ 食はし、苒びこれを得て光澤を间復するの法を行へぅと云ふ。 乙れ 稀 一 薄なる 
酸を 用 ひて 處理 すると 同 理 It して、 光澤な き 表面の 眞珠 層を 脫 落して、 內 部の 美麗 
なる層を現は 5 しひるにあるなぅ。 

& 一 ^: 拾； 6 

凡を眞珠漁業と云へば、眞珠を生する活ける介を開§て、肉中に或は殼に附着せ 
る 眞珠を 搜索 する ものなる が、 兹 1 C 泥中に 眞珠を 拾 ふ 地方 わぅ、 即ち 米國 の ァ-カ 
Z -^I K ( Ar r nsas ) 州 乙れ ^ * - 0 。 

千 八 百 九十 七 年の 夏は、 乾天續 きて 諸 川の 減水 甚だしく 水底の 露出す る 處多か 
6 し、 其 時 七 ントル T . 市の 一 靑年 休暇を 得て ホヮィト 川 (white ^ ぎ1.)の支流 ^ 當れ 
る マ 丨ヒ丨 湖 (Mlhy 1き6)に遊漁 ^ 行刍しが、或日の事、湖衅の朽木に腰打ちかけ 
釣を垂れしに、偶々水底に輝ける物を見付け、これを採6上げし ^ 眞珠な6。案內 
に 傭 ひし 黑奴こ れを 見て、 かくの 如き 物は この 附近に 澤山 66 と吿 ぐ。 靑年 則ち 
彼に案內を命ヒて凡一里許ぅも森林中を過ぎ行く程に、果して黑奴の言の如く、此 
處彼處 にて同ヒ樣なるものを多く拾ひ得た6。案內者は靑年の嬉べる狀を晃て 
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化 も 亦信實 なぅ と唱 へしな 6。時間に懸念なき彼等支那人は只細き鐲鐵の針 
を 根氣 に鑽み通すな久曾て或本邦人の最も細心に試みたるものを見たるに、敢て 
彼等 ^ 劣ら次6き。 

眞珠を珠數繫ぎ 1^ せるもの、紐を布に鏠3付け、恰も眞珠を繡せる如くに用ゅ 
る もの ぁ 6、支那 1^ 行はれ又歐洲にも 6 6、眞珠を以て衣服を飾るに最名美麗を極 
ひるの 法な 6。 

會齋ど 皆 

眞珠 1^ は黃金色のものと銀色のものとぁ6、而して黃色のもの' « 興の價格銀色 
のものに遠く及ば卞、故に眞珠商は專ら銀色眞珠を得んと勉むるな6。玆に大阪 
の 眞珠商 某氏は 大 tc H 風を 凝して 金色 眞珠を 銀色 ^ 變せ しむる の 法を 考ふ、 其の 
1法として小形の金色眞珠を鰛飩#の塊 ^ 包みて巧に鷄に食はしめ、後この鷄を 
別の 箱に 飼 ひ 置き 數 日間 幾 便を 檢 して 眞珠を 索 む れども 遂に 見 當ら次 6 しと、 こ 
れ 試用の 眞珠 は 餘 6 k 小形な 6 し 故、 鷄の 消化 機 系統を 通す る 際、 酸の 爲めに 溶解 
して 遂に 消失せ しもの ならん" 印度に て tt 眞珠の 年を 經て 光澤を 失へ る ものを 


て殼を 開かし め 以て 眞珠を 索む るな 6。， 此故に 土人 所有の 眞珠は 毀損せ る もの 
多し と 云 ふ。 又 塚 作 6人種も眞珠に孔を通する ^ は、火カを用ひたるものにして、 
從て 其の 孔太 しと 云へ 6。 

現今 文明 國の 貴婦人' か 用 ゆる 眞珠の 頸輪 « 、 鑽 通眞珠 に 紐を 通した る ものな ¢0 
この 眞珠次 鑽通せ る孔 は 細 小なる を 尊び、 細き 紐を 以て 貫き、 恰も 眞珠 のみ 栩列べ 
るが 如き 觀ぁる を 貴ぶな 6、 而 して rJ の眞珠 1^ 孔を鑽通するの術に最も長ヒ々る 
者 a 支那 人な 6。 彼等は 獨特の 伎倆を 有し、 最も 精 功なる 孔を 穿つ こと、 他國 人の 
及ぶ 能は 次る 處な 6 1云ふ。支那人についてこれを質せば、眞面目に答て日く、眞 
珠を活 る 介ょ 6 取 6 m し ^ る！ 羽め a 軟柔 X る も のな 6。 これを直にロ中 ^ 入れ 
舌の上に置き、手に極めて細き針を持ちて徐々に孔を穿つな，0と、妄誕驚く可し。 

彼 プリ 一一 I も 亦 如 此考を 有せし ものな 6、 元來 V ビッ F ( Ovid ) の說 It 依れば、 珊朝 
は海中に在る間は柔軟なるも空中に晒せば暫くして堅固に變するものな4と云 
へぅ、これ硕き石灰質の軸を蔽へる柔軟なる動物組織の空氣中 ^ 在6て乾燥し、或 
は 離脫 する ょぅ 誤れる ものなら ん、 プリ ニ"^ はこの 力 ビッド の 珊瑚 變質說 は 眞珠 
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.ば 眞珠 貝の 殼を 用ゐて 事足る 可し、 要する に眞珠 の醫療 上の 價値は 、到底 其 裝飾用 
としての 價値に 比す 可く も 非るな 60 

眞珠を裝飾に用ゆる方法は、各人種一致せるもの、如し、即ち篏入細エにすると、 

眞珠 に 孔を鑽 通して 懸垂 裝飾に 用 ゆると ぁぅ。 帝室 博物館 奈良 朝歷史 部に 陳列 

せる經箱を見る ^ 、これを飾るに球形のァハビ眞珠を篏入せるぁ6。鑽通眞珠の 

裝飾 « 前述の如く三月堂不空羅索觀音像の冠 ^ 見るべく、且つ前出萬葉集卷十六 
C 

「眞珠 者、 緒 絕爲爾 伎 登、 聞 之 故爾、 興 緖復貫 吾 玉 爾將爲 。」 

「白玉 之、 緖絕者 信、 雖然 、其 緖又 貫、 人 持 去 家 有 J 

と 6 るを見ても、眞珠に紐を通して用ひたるを知るべし。獨帝の王冠に眞珠を 
列べて文字を現はせるは篏入細エな6。古く羅馬時代に耳輪或《頸輪にしたる 
は鑽通して紐を通ヒ穴るなぅ。 

亞米芾加印度人がドソ ^| (130 8き)に示したる眞珠に孔を鑽つ方法は、細き銅線の 
燒けたるものを以て鐵み通すものな6と云ふ、且土人は漁したる介を火中 1^ 投匕 


に 至らし ひとせ らる 。中 世紀の 頃歐洲 騎士が 速 信ょぅ して 眞珠を 戰場に 携帶し 
たる こ とは 旣 U 云へ るが、 此等も 亦 亞細亞 諸 國に傳 はれる 流說の 輸入せられ たる 
結果な らん か。 醫藥 として 眞珠を 用ぅる こと も歐羅 巴 諸國に 行は れた 6。 十七 
世紀の 1 羽 产ド ^^丨 ニ世 9 目101ら11卜)帝の侍 « た6しァン七グムス、ド、ボ1 > |11158 
cleBoot) ^ 、 眞珠を 酷 又は レモン 液汁 U 溶かし 砂糖. を 加へ たる 液に 數種 の果實 液を 
混和して製し龙る水藥 « 、熟病に特効あること、凡百の藥液中ょく其の右に出づる 
ものなしと云へるが、此眞珠を溶かす際に容器を密閉し置か次れは、眞珠の粹が逃 
散す る 虞 あ 6 となせ^ N 。 眞珠 の醫藥 として 効 ある ことは 當時啻 U 下級 人民の 間 
^ 信せられ穴るのみ ^ 非す、有名なる醫師が王侯貴人の治療は高價なる眞珠を投 
用し犮ること其例甚だ多し、英國の哲學者 フランシス、 ベ— 丄ン (FI Bacon) 亦大 
tt 眞珠 の醫藥 としての 價値を 賞揚した 6 き。 又 眞珠を レモン 液汁に 溶かした る 
ものは、洗面の料として他に比類なき良好のものなぅとせられしことあ6き。 

元 來眞珠 は 炭酸 石灰を 主成分と せる ものな れば 、治療に 用び て 其 効果 絕 無とは 
云 ふ 可から す。 S れど 、そは 必卞 しも 高價な る 眞珠を 潰し 用ゐず とも、 他の物 例へ 
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眞珠の 用途 

眞珠を 醫藥 として 用 ふること は、 極 古代ょ 6 行は れ來 6 しこと な 久殊 1 C 東洋 諸 
國 ^ 於て最も盛にして、神經心臟胃臑の諸症は勿論出血を丘め中毒を救ひ眼病を 
治す るに も 効 あ 4 とせられ、 我國 にても 往時 頗賞 用せられ たる ものな 6。多くは 
粉碎して服用するものなるが、大形美麗なるものを用に供するに非す、主として小 
形のものにして市場 ^ 女シダマと稱するもの、支那にて藥珠と呼 > ものを用ぅる 
なぅ。 本草 綱目に 書ける 處 に據れ.ば、殆萬病 ^ 効あ6とし、又常汰之を服用すれ.ば 
亞片毒 1^ 猊 » る、となしといふ。面白きは支那にては無疵の眞珠のみ此効あ6 
とし、 一度 鑽通 して 孔を 穿ちた る ものは、 毫も 其 効な しと S へ 6。 印度に ては 眞珠 
は色 1^ ょ6て其効用異なれ6とし、黃色なるものは富を招き、蜂蜜の色をなせるは 
理解力を 養 ；5、白き « 名譽を博せしめ、靑色なる « 幸運を齎らすとせらる、而して疵 
ある ものは 疵な きものに 反し、 庇の 大小 程度 U ょ久不 運不名 春に 陷 らしめ、 狂亂、 死 


產逾な ぅとず。 本邦に 於て 最も 多き シン ダ ユガ 匕の 殼 は比較的劣等 « 6と雖も、 
これょ 6 生ずる 眞珠は 光澤 頗る 美な 6。 又 貴重なる 殼と 大形の 眞 珠を產 する シ 
u テフ も、 多少 樓息 せる もの、 如く、 クけ テフの 產 額 a : 、 濫獲の 結果 減少した 6 と雖 
赶荥列島はこれが好適なる產地なぅ。若し夫れ適當なる蕃殖保護の途を講ヒ或 
« 養殖するに良法を以てせば£れ等介殼は本邦に於ける重要水產物たらんこと 
疑な し。 
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二三 


ビス中華に持來ると云ふ、夫を日本に載來る者と云ふ、云々多くなきも0な6貴 
し愛玩すべし、古人用て螺鈿とす、今の螺鈿は皆千里光を用ゅ、廣東新語の珠殼出 
大坭と 云 a 珠母 出滿刺 加と 云 ふ もの 是な 6。 

と云へるが、この厚介と稱するものは恐らくは本種シロテフガヒを指すならん。 

但し大坭の地何處なるか詳ならす、滿刺加ド出づと稱するは恐く同地方を經て舶 

來せしものならん。 

以上記载せる種類の他に、本邦 ^ は琉球列島殊に宮古島及び薩南大島の瀨戶に 
饒產 する I 、 ベ ( Flectromfsp .) ぁ久 こ の殼 は非常に大形なれども眞珠層の色美ならす、 
且つ 殼質 脆く 從て價 格廉な 6。 然れ ども これょ 6 生す る眞珠 は 時に 稀 有の 大形 
の もの ぁぅ、 乙 の 介 も 目今 濫獲の 結果 產額大 に 減少した ぅと 云 ふ。 

これを 通觀 する ^ 、 要用なる シンジ ユガ 匕科の種類は太平洋及び印度洋に多く 
して、太西洋に於てはロハ小形の種類の西印度附近 1^ 棲息するぁるのみ。而して緯 
度を以て云ば南化三十度の間、即ち熱帶及び溫帶地方に限られ、就中最も要用なる 
大形の 種類は、 熟 帶 地方に 產し殊 H 馬來 群島 及び 西部 ポプ ネシャ は 最も 豐饒な る 


もの 其の 殘の 一な 6 と 云 ふ" これにょ ぅて見れば極めて稀に琉球列島には產す 
るものなるガ如し。 

本 種の 介殼 は 介殼中 最も 要用なる ものにして、 市場に 最高 位を 占む る ものな 60 
濠洲 クキン スラン ド ( Queensland ) のみに て も 一箇年の 輸出 高 五 百 萬圓以 上 千 萬圓 1C 
及>ことぁ6。 殊に 木曜 島を 本據 地と せる ト ー レス 海亂 或は 西 濠洲、 及び フィ リツ 
ビン群島比於けるをの漁業は本邦人に深き關係を有するものな6。 

本 種を 市場に て «： 產地 U 從 CA rwcstcl.n Australia-r* pol.t e arwin: * co §^ 

SNCW Guinea : ^ Manila : ^ Macassar : の 七 種に 區別 せぅ、 各眞珠 層の 色彩に 多少の 變化 6 
6 從て價 格を 異 k せ 6。 槪 して s Q — slancr 即ち トレ I ス海峽 に 產する ものは 價 
最も貴く、時にょ6甚しき高低ぁれど先づ百ニ十斤の價十磅內外な6とす。 
目八諳或は本草細目啓蒙 ^ 厚介と稱するものを記載して。 

石壽 云、 眞珠 介の 屬に して 古 舶來の ものな 久大 S 五六 寸或は 七 八寸尺 H 至る、 
厚3七八分寸に至る、肌白灰色淡黑斑文にして粗く虫喰の如し、或《石決明の如 
き所もぁ6、裏石決明の如き光瑩な久和俗是を厚介と云ふ、中華 ^ 無く、南方のエ 
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の余に賵られしものな6。圖は左殼の內面を示す。其眞珠層は海水の爲め 1^ 浸 
蝕せられ穴る徵候を現はずを以て見れ.ば、この貝 «: 天命を全くして海中 ^ 斃れた 
る ものなる べし" 其の 殼嘴 .部の 殼の 厚き は 非常なる 老介な るを 示す、 而 して か、 
る標本は稀 1^ 見る處な6とす。 

この稲はシンジユガヒ科中最大のものはして高3ー尺を過ぐるものあ60眞 
珠層は 純白 銀色な う、 其の 周緣に 金色を 帶べる もの あ 6 こ れを 「キタ フ」 と稱せ 6。 

この稱の分布は濠洲東岸にあ6て « タゥンプ、ビ1グ ^ 0ミ118く £ 0)以北に西岸は南 
緯 二十 度 以北 あう。 又^ 一 J ギ- ャ の 沿岸、 一一 ユ J プリ 1 ァ ン V~T モ ン .， 群島ょうが 
ルック、， セ— レ T プ、、 ァ叫 1 (Am) 及び ボ ルネ オ « 017100)の諸島、北はフィリッじン群島に鑛 
が 6、 マラ ッ 丸 海峡を 出で、 a 馬來 半島の ®! メ ^ グィ島にあ0て印度洋本部には 
なし。 

從來本邦 ^ はこの秫類なしと思はれしが、先年薩南大島瀨戶に於て採集せられ 
たる もの あう。 其 數僮に 三 個に して、 一は 現 に鹿兒島物產陳列場に66、ー《長崎 
縣廳に 行きた うと 云 ふ、 而 して 第五 回 內國勸 業 博覽會 R 古寶辰 四郎氏 の 出品せ し 


群島 及び ス クロ丄 8\\ジ§ 5 島に多し。最近の報告にょればサンドヰッチ(8|1ミ 0* 1こ 
列島 ^ も亦棲息すと云ふ。 

本變種 はこの種類中最大のものにして、高3ー尺に及ぶもの |> 6。市場にては 
ご4を &: :。 0 2!1 ^ 气又はオ£クラン ]' > 11 & 1§(1)を經て輸出せらる、が故に。 > § £: 丨 
and Slu • 一一と も稱せ ら る。 

| J M.margaritllbra var. mazatlamca 

1 カリ ホ /^ ー 1 ャ » 及び。<ナ ^ , 灣に漁せらる、もの即ちこれな久市場 ^ は =1 ^琴 
ma い ： Shell T こ稱す る ^ CN 。 ’ 

I 1 1 シロ チ ブガ ヒ (Margal.itifera maxima, Jameson) 

此學 名 a せ 丨ム y i ン が 命名せ る ものな 4 a こ の 種 a ： 古くょぅ 知られ、 然も 市場 
に多き種類なるに、近年比至6て命名せられ犮6と « 不思議の觀ゎれど、從來はク 
&テフガと同種に見傲 3 れたるな6、 » れど前のク6テフガヒと « 明に區別せら 
る、 もの ^ 6。 

第ニ十四圖 1^ 示せるは濠溯11レス海峽の產にして木曜島に在留せし佐藤氏 
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眞珠 二八 
做 » る、な6。即ち 

七 一 Vi. mar cfq arltifcra var. zanzibarensis 

マダガスカル 9 ロ1^_{;11.)島 ^ 多く、又亜弗利加の東岸に多し、モーリチヤス 9 | 7- 
tius ) 及び 七 ィチエ __ UI ス， ? 1 1 ー ^ 群島にもゎ6、市場にては<<2§2 5-* 写：或は：^^^的98丨 
car ご Shell と 云 ふ。 

C ； In p rgarltilera v p r. "n o rslc p 

波斯灣 tc 饒產 する ものな ぅ、 印度 孟買 市を 經て 輸出せ らる 'か 故に、 龍 動 市場に 

て « **1301111} ^ こ811611と云ふ。 

九 M. marsntifi var. o 17 tllsn— 

紅海 ^ 產し南場に-总7^§:8 ^ 11と稱するものなぅ、其の 55 典產のものは前の 
波斯灣の變種は酷似せぅ。 

| o M. margarltifi van cumms 

東 ボリ ネシヤ (Eastern po 17§8 5* )を通^て之を產す、タヒ ^! 上 ^ 己 1 &: )島のみ ^ てー 
箇年 介殼六 百頓、 眞珠價 額 四千 乃至 五 千 磅を產 すと 云 ふ。。 へ ン リィ r ン ( Fenrhyn ) 


棲息し ノ r レス 海峽 よ* CV 1 ー ユ t ギー 一ャの 沿岸、 及び 其 附近 n ユ r プリ 一 ァ I ン (New 
If ) ソロモン ( 80101 |)等の諸群島、並び 1 ^ 西部太平洋の諸島じぁぅ" 北 tt 馬來 
群島を通ヒて支那南方に亘久マラ ^| |ヵ海峽を出で、は馬來半島の西"ァンダマン 
> |3目)群島にぁ6。錫蘭島並 ^ 印度の南次ぁるマグダィグ 9 *|)群島 ^. 多 
く、本邦 ^ 於て « 臺灣よ6琉球列島 1^ 分布し、就中八重山に漁業せらる、先年理學士 
宮島幹之助君が携へられたる標本によ6薩摩の南端 ^ もこれぁるを知る。其他 
伊豫 ^ も棲息すること確められ宄6"然れどもこれよ6以北には未だ棲息せる 
ものを 見す。 

本 種の 特徵は 殼の內 面眞珠 層の 周緣が 綠色を 帶べる 暗黑 色なる it ぁ 6"故じ 
これを 「ク 一一 テ フ」 と稱 す、 「クフ」 とは 蝶 介よ 6 出しな 6。 其の 形 蝶に 似た るが 故な 6、 
寵動市場 ^ て6|ニー1>"と稱するもの之な-0。又稀 ^ 黃金色を帶べるものぁ6、而 
して 周綠以 外の 眞珠 M tt 少しく 黑味を 帶べる 銀色 即ち 所謂 「鋼色」 にして、 これよ 6 
生す る 眞珠は 光澤 他 品 ^ 優越す。 

ク ローグフガヒは太平洋及び印度洋の各地 1^ 產す。然れども皆本種の變種と見 
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s West Indian Peai •一 01 cr " と稱 する ものな 6、 西 印度 諸島 及び 南米 ブラジル 及び 
d ネズ ラの 沿岸 ^ 產す。 

^ ops^piss- 

市場に s Sharks Bay Shell " と稱 する ものな 6 、稍-大形の M にして、 滚洲 西海岸 殊に 
シヤ クス 灣 (shrls Bay) tt 於て 漁 せらる、 主として 小形の 釦を 製造す る 原料な 6。 
これに酷似せるもの ^ ^-レ| ^| 海峡に饒產ずる 8 』11 〇 3. 11| ^ |0ぁぅ、然れども未だ 
商品とならす、從て漁業となら » るものな6。 

以上は比較的小形の稲類にして、從て其殼は裝飾用比供せらる、ことぁるも價 
格 低廉な 6。次ぎ 1^ 述ぶるニ種は最も要用なるものとす。 

六 クロ チ ブガ ヒ (Margaritifera margaritifera, L.) 

圖にせるもの《琉球產にして、第廿ニ圖は左殼の外面な6殼の外側斑紋を明に 
見る ことを 得べ し、 第 廿三圖 は 右 殼の內 面を 示す、 本 稲は 殊に 個々 の形狀 の 變化多 
し、 此 處 tt 圖 にせるものはその最も正形のものを撰ひ ^ ^^ 本種の分布は頗る廣 
濶な 6、即ち濠洲東岸にぁ6ては南緯ニ十七度以北 ^ 、西岸 « 南緯ニ十九度以化に 


i I 錫 蘭 シン 一、 ンユガ e (Mllrgaritifera vulgaris, Schumacher 

所謂 印度 眞 珠を產 する 介な 6、即ち錫 11 島と大陸の間なるマナ— ?: ,灣及び パ 丨ク 
海峽 に多く大陸南沿岸にも產す 31 : 他本種の分布は顔る廣く、波斯灣、紅海、亞弗利加 
東岸、 馬來 半島 二 ユ ーギーーァ沿岸ょぅト丨レろ海峽を經て濠洲沿岸に至る爻で皆 
乙れ を產 するな 6 。 この 殼 « 市場 ^ て：！* 5* 的011811011〇£ ^ 01. §- 111 〇 1111又樣洲產のも 
のは** > §£ ^* 111」 6- 的{;11%等と稱せらる。 

f I ムン ン は 本邦 產のシ ンダユ ガ b M . 1旨 5- § |: は本稱に屬するもの 1'<: して、只地 
方的變態なるべしと云へ6。 ^ 他サンドキッチ( ^ 11€1 3. §- )列島 ^ 產する ^ .ロ01> £- 088, 
o : m . ad •東南 太 年 洋 にあ る ビト女 I ン (1)ぎ ^. 3)島 ^ 產する ^ . ^. ^ £. 1 . 110 穿 18 又はフィ 
—ジ丨 島の M •一 § £ 9等も亦本種の地方的變態ならんかと云ふ。 

J ニ g PJ.gp 口 江 f o' H< p J CD p ^-. 0 3. p o g p w §< o 

龍 動 市場 ^ て ； White Bamla Shell こ と唱 ふるものな 久 ^ i f ス ( Celebes ) 及び モグッ 
力 (1\10111§)群島 ^ 漁せらる。 

四 Llargantifera , radiata , Leacli 
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つ 先年 志 州 英虞灣 の 介を 移植した る こと あ 6しも ^ の効果著しからず"現今此處 
^ 產するもの僅少 1^ して漁獲するに足らす、反て內海外なる淡路福良灣、或は日向 
浦尻海に饒產す。 

本稱 の形狀 は 印度に 產する M . vu 一 garis tc 酷似せ 久 其の 異なる 點を擧 ぐれ. ば、 殼 
外側の 色な 6、即ち印度產のものは樺色なる 1^ 反し本邦のものは黑し、然れども稀 
に 樺色の ものな きに 非す、 これに あぅて tt 印度 產の ものと 區 別し 難し、 又 棲息 狀態 
1 C 於て 甚だしき 相違を 見るな 6、彼にあ6ては比較的深處にあぅて且つ外海に棲 
息し、時 1^ 潮流の爲めに數哩押し流 5 る、こと ?> ，り、故に潮流は可恐害物なぅとす、 
然る汰本邦のものは總て澳灣內に 6 6て、七尋以上に棲息せるもの稀な6、從て潮 
流の影響少なく彼の如く押し流 5 る、'か如き憂なし。 

この 殼の 用途 a 、 本邦に 於て 安價な る 釦を 製造す る 原料に 用 ひらる、 輸岀せ らる 
る こ と ある も 少量な 6、 寵動 市場に てこれ を SJapan Lingah shell : と稱 す。 

本 M の 如き 總て 小形の 殼は 、市場に て 2 ?泪| =と稱すこれに屬するものには尙 


一 シン？ ■ ン ユガヒ (Margaritifera martensii, Dunker) 

第 十九 •廿 の兩圖 a 本邦に 產する シンジ ユ ガヒ一 .名 ァコ ャガヒ の 介殼な 6。 第 
十九圖は左殼の外面第廿圖は右殼の內面にして、右殼は左殼ょぅも稍深く、その中 
央部稍後方 ^ 偏して大なる腎臟形の肉柱痕ぁ6。此標本は凡三四年の齡に相當 
するものなるを以て、殼の厚3餘ろ.大ならざるも、更に高齡なる介にあ6ては蝶番 
及び 嘴 ( umb 0 ) の 部分 甚厚 きを 以て、 一目して その 老介な る 乙 とを 知る。 余の 曾て 
對州 淺茅灣 大船 越 附近に て 得た る ものは、 海中に ぁぅて 天命を 全ぅして 死し、 介殼 
のみ 橫 は れるを 發見 せし ものなる が、 其 命數を 察する It 、 恐らく 十五 年 以上を 經た 
る ものな. らん。 

この種は本邦に於ては琉球列島、鹿兒島縣下甑島、(此處には舊藩主が移植せられ 
たるな6と傳ふ)九州、四國、山陰、山陽.能州、若州、淡路、並に紀州ょぅ志州に至る沿岸に 
散在せる澳灣內、及び駿州淸水灣等 ^ 產するなぅ、即ち本土の日本海面に66て《 
北緯三十七度半、太平洋面にあぅては三十五度半、以南に於ける好適なる澳灣內 ^ 
は多少乙れを產するものな久但し瀨戶內海 ^ 於ては自然に捿息せるものあ久且 
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多く、今ー々之れを詳說する乙と容易なら^るを以て、兹には唯-經濟上ょ0して重 
要なる シンジ ユ、 ガ匕科 貝類の みを 列擧 して 其 性質を 記载 せんとす。 

シンジ ユガヒ 科 貝類の 分類は、 其介殼 の形狀 k 從ふ ものな れ ども、 この 介 殼の形 
狀 は、 其個體 の 接 息の狀 態に ょぅて， 甚だしく 變化 する ものな れ， ば、 同種 ^ 屬する も 
のにても、個々大なる差違を現はすものな6、且つ從來眞珠を產する種類にて、稍*大 
形の もの ^ け、 殆ど 皆 (Meleagrina margaritifera) と 命名せられ た 0 。 例へ ば カリフ 方 ル 
二 ァ灣 に產す る もの ^ も、 タヒチ島の もの ^ も、 この 名を 附せ られ 、又 濠洲 產のシ n 
テフに もこの 名を 呼ぶ もの あ 6 しな 6。 余は 先年 r c の 分類を 企圖 した 6 しも、 引 
用 書の缺 乏と 、標 品の 少なき の 故に、 其 不能なる を 諦らめ 居た ぅしが、 偶々 隳洲 k 行 
きたれば、 大に標 品を 聚集 せんとせ る 時、 恰も せ I ムン ンの 論文 出づ 、同氏 a ： 英國博 
物 館 所 藏の標 品と、 龍 動 市場 ^ 集まる 商品に 依 6、 豐富 なる 材料を 得て 査定した る 
が故に、其所說は稍*芷確にして從來の紛雜を一掃したるの感あ6。即ち玆に氏の 
分類 1^ 從ふ乙と、せぅ。 


眞珠の 母 貝 

眞球を；產す可き母貝の種類は旣 ^ 緖ー論に於て槪說したる處なるが、全世界 0 漁 
場 1^ 於て漁獲せられっ、 ?> る貝 « 、其目的 ^ 。依6て、分ってニ類とすることを得可 
し。即ちーは貝中 ^ 存する眞珠を目的として漁獲せらる、ものにして、他は介殼 
厚く 且つ 大 U して、 眞珠の 有無に 係らず、 介殼を 目的と して 漁獲せ らる 、ものな 


前者の 好例は 錫 蘭 及び グェネ ズ >1ラの眞珠貝 ^ して、波斯灣、日本、療太利亞のシンジ 
ュガヒも亦之れじ屬す。 

後者の 好例と しては ト I レス 海峽、 マレ I 群島の 眞珠 貝を 擧ぐ 可し。 而 して メ 


キシコ、 >\°| ナマ紅海島の貝は雨者の中間に位するもの 1^ して、介殼と眞珠とを併せ 
て 目的と せらる、 ものな 0 。 

眞珠貝 介殼の 用途は 種々 ぁれ ども、 其 最 主要なる ものは 釦の 製造に して、 介殼內 
面の 光澤 ぁる 眞珠 層を 利用す るな 6、 從つて 、介殼 としての 價 額の 犬なる ものは、 所 
謂 「本 ロ」 を產す 可き シンジ ユ ガヒ科 貝類な 6 とす、 眞 珠を產 する 母 貝の 種類 a 甚だ 
眞珠の 母 貝 一二 


眞珠 ニ 〇 
tc も 亦 先端を •割 6 たる 竹 箸を 以てす、 施術を 了うた る 貝 a : 、 深 ニ 尺 乃至 五 尺の 池 中 
に五六寸を隔て、配列し置き、爾來每月食餌として人 || を投與し、九月 ^ 至4て、貝 
を 取 6 出し、 小刀を 用 a て 介殼に 附着せ る 眞珠を 切 6 離す、 核 若し 珠 母の 球な れば 
其儘なれども、鈴若しくは土なるときはー面ょ6之れを削6去6て蠟を以て其腔 
を充塡 し、 更 R 珠 母の 小片を 以て、 其 傷口を 覆 ふなう。 此方 法 一度 歐洲じ 報告せ ら 
れ てょう、 之れ に 傚 ひて 眞珠の 人工 形成を 試みた る 者 決して 少から す、 例へ ば 千 七 
百 五十一 年よ 6 五十 四 年に 至る 間、 へ 1 アン 
一個 三百 弗の 眞珠を 作 6 得た 6 


ル グ (Frederick Hcdenberg ) は 瑞 典に 於て 
と 云 S 、 芬 蘭に ては、 白蠟を 以て 魚の 形を 作 6 たる 


物を貝中 1^ 柿入して、之れに眞珠層を被らしめた6といひ、ー千八百八十四年プラ 
ンドレ 1 ( Bouchon 13111 ^ )亦之に類する方法を案出した$といひ、其例實 ^ 牧擧に 
遑ぁらず。然れども如上の方法 1^ 依6て得らる可き眞珠は眞の眞珠にぁらすし 
て、到底天然に產する袋眞珠に及ぶべきものに非す。吾人は天然に產する袋眞珠 
の成因を明にし、品質に於て實際之れに匹敵すべき良眞珠を作らしむる方法を得 
るに 至つ て、 始めて 人工 眞珠 形成の 發明 を爲し 得た る ものと 謂 ふを 得 可き な 6。 


のを 取， o て 貝 中に 柿 入し、 爾後 百日 間 每 H 一 ® 宛、 人 參其他 植物の 根の 粉末を 蜂蜜 
を 以て 練 6て米粒大 ^ し穴るものを與ふるな6と$ふ。然れども實際か、る方 
法にて人エ眞珠形成を爲し得らる、もの ^ 非次れば、右に擧げたる方法の中には 
誤み 傳 へられた る 點多か るべき も、 當時 支那 人が 何等か 人工 眞珠を 作る に 有効な 
る 方法を 案出して、 實行 しつ、 あ 6 し 事は 疑な かる 可し。 

歐羅巴にて始めて人エ眞珠に就て世人の注意を惹きたるは先は述べ犮る^^ 
割 の發 明な うとす、 而 して ^ 方法 tt 介殼に 穴を 穿つ ものな 6 と傳 へら るれ ども、 此 
方法にては到底眞珠を作う得べきものにゎら次ること旣に云へるが如し。 

近頃 へ， ド マン の 調ぶ る 所に 據れ ば、 リン ネ の 秘法は 單に 介殼 に穴を穿つにあら 
すして、孔を通して內部に細き銀線の先端に石灰石の小球を附したるものを揷入 
し 置く ものな 6 しと $ ふ。 然るに 之れ と同樣 / X る 人工 眞珠 形成 法は 旣に數 世紀 
前ょう 支那 に於て行はれ居为6き、其方法は每年五六月の頃、湖水ょ6取6上げた 
る大な る蚌 k 珠母 又は 土を 以て 作 6 穴 る 球、 或は 鉛を 以て 作うた る佛 像の 如 さも 
のに、 樟腦の 油を 塗 6 て 入るな 6、貝を開くには竹篦を以てし、球又は怫像を入る、 
眞琛 0 人 H 形成 一〇 九 


眞琺の 人工 形成 • 

西曆 第三 世紀に 於て、 希臘の 文學者 フィ ロス ツラ I タス (1_0| 3 は、紅海の ® ^ 
比 亜人が 人工的に 眞珠を 形る 方法な 6 とて、 彼國 人の 間に 流布せ しものを 記載せ 
6。 其方 法 a 、 油を 海面に 注ぎて 波を 生せ ^ らしめ、 海底に 潜 6 入 6 て 貝を 開き、 或 
銳利な る 器械を 貝の 肉 中に 刺し 入れて、 液汁を 取久 之れ を 適當な る大 » 及び形に 
凝固せしむるな久之れ勿論取るに足らざる妄說なるが、古代には多少か、る方法 
を試みたる者無かろし ^ も非る可しぃ 

一千 七 百 三十 四 年 アン ト， n I レ (E. X. dc Entrecolles) が 北京ょ 〇 發し ye る書柬 
^ 依れば、當時支那 ^ ては旣に人エ眞珠形成法行はれ、若干の人民は此業に從ひた 
6 しと $ふ。而して彼等が用ひし方法とは.、先づー器 ^ 半分程水を盛6、之れに最 
も大なる貝を入れて、女子の近づく能《す、又雞大の聲をも聞か 3-' る所にして、自由 
^ 露滴を受くる樣なる或囁絕したる場合に持ち行き、豫め>シ玉を磨6碎きて粉 
末とし、終樹の液汁を以て練ぅて、騎豆大の九子となし、弱き日光にて乾かしたるも 


小計 

亞米 利加洲 
合衆國 河川 

ベネ ジュラ 

墨西哥 
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小計 

合計 


一 五、 七 五 〇 

八、 五 〇〇 
一、 九 〇〇 
r ニ 五 〇 
四 〇〇 
一、 〇〇〇 
ニニ、 〇 五 〇 
〇 七、 七 五 〇 


八 七 五、 〇〇〇 ニ、 五 0〇、〇〇〇 


六 五 〇、〇〇〇 
ニ 七 五、 〇〇〇 
ニー 〇、〇〇〇 
四 〇、〇〇〇 
七 五、 〇〇〇 
一、 ニ 五 〇、〇〇〇 


三 五 〇、〇〇〇 
一 〇、0〇〇 
ニ 〇〇、〇〇〇 
七 五、 〇〇〇 
ニ 五、 〇〇〇 
六 六 〇、〇〇〇 


八、 一四 〇、〇〇〇 三、 六 〇 八、 〇〇〇 


眞 珠の 性質 h 産額 


1 0 七 


眞 珠 

波斯灣 
錫 蘭 
印度 

紅海 亞典灣 等 
支那、 日本、 西 比利亞 
小計 

歐 羅巴洲 
英國 

歐洲 大陸 

小計 

大平洋 諸島 
南洋諸島 
濠 州 沿岸 
馬來 群島 


三五、〇〇 0; 
一八、 五 〇〇 
一、 ニ 五 〇 

三、 000 
ニ 〇、〇〇〇 
七 七、 七 五 〇 

ニ 〇〇 
一、 〇〇〇 
一、 ニ 〇〇 

四、 五 〇〇 
六、 ニ 五 〇 

五、 〇〇〇 


四、 〇〇〇、〇〇〇 
一、 ニ 〇〇、〇〇〇 

一 〇〇、〇〇〇 
ニ 〇〇、〇〇〇 
四 〇〇、〇〇〇 

五、 九 〇〇、〇〇〇 

一 五、 〇〇〇 
一 〇〇、〇〇〇 
一一 五、 〇〇〇 

ーニ五、〇〇〇 
四 五 〇、〇〇〇 
三 〇〇、〇〇〇 


1〇 六 

一一 〇、〇〇ら 
四 〇、〇〇〇 
九 五、 〇〇〇 
一 五 〇、〇〇〇 
五 〇、〇〇〇 
四 四 五、 〇〇〇 


三、 〇〇〇 
三、 000 

五 〇〇、〇〇〇 
一二 〇〇、〇0〇 
八 〇〇、〇〇〇 



於け る眞珠 漁業は 年々 使用せ る 人員を 記錄 しぁ々、 又驩賣 せられた る眞 珠の價 額 
ょ 6して、其市場 ^ 送らる、價額を椎定することを得べく、療洲べネダユラ等に於 
て も 亦 同樣な 6、 又波斯 ir カリフ オル 11 ^灣， 紅海、 及び 太平洋 中 諸島に 於て a 眞珠漁 
は地方民の定業なるを以て、之れにょつて生計を營める人ロは稍精確に調査する 
ことを 得 可し、 然れ ども 亞米利 加、 歐羅 巴、 亜 細 亞の河 湖 U 產する 眞珠 の價顏 及び 之 
れを漁獲する人民の員數に至つては、遂に之を精確に知る由なし。浞んや眞珠は 
老幼 男女の別な く 之れ を 獲る こと ぁ久 又偎 額は 眞珠が 此 等の 土民ょ 6 寶石 商の 
手に移ぅ若しくは商人ょぅ商人 ^ 轉する度毎に大なる變動を見るものなる ^ 於 
てをゃ、 5 れば、吾人は到底正確なる統計を擧ぐること能 « 次るも、左に 叫ンッ が 擧 
げ ye る 一千 尤百六 年度の 槪計を 紹介す 可し。 但し 左表に 揭 ぐる 人員 中には、 介殼 
を開き、眞珠を洗5、若しく《監視炊事其他の雜用に從事する济を合爻次るもの 
す。 



漁夫 員數 



眞珠 地方 價顏 介殼 地方 價顗 


眞珠 一 〇 四 
1 # ^- ^ 領東亞非利加地方の南部と、蘭領亞非利加の附近 ^ 存在せるもの稍盛な6。 

濠 侧の澳 1 ?は大抵眞珠を產すれども、漁業の最も盛なるは、其北海3宇、 ^ I ^ T ^ 
島 及び ガム ビ I 'フィ^¥ >|| 、。へンリ^^等南太平洋中の諸島なぅ。 

歐羅巴洲の海岸 1^ て、眞珠漁場と稱す可きものなく、歐洲產眞珠の大部分 « 河川 
tc 產する 淡水 眞珠な 6。 

南蓝米敢加溯に《べネ—ジユラの海岸に重要なる漁場.ぁ6、 n — 口 ンブス の 發 見し 
たる ものな A ノ、 其 他 眞珠 は ，パ HT 、 lr ^ ヮド 等 の 地方に も產 す。 

北 亞米积 加 溯に ては カリフ オ， 一 「ァ海 メキ ^^灣等に海產の眞珠を產すれども、 
最も著％なるは淡水眞珠にして、特に W スシツ ITT 河 の流域 ^ 於ける漁業なぅと 
す。 

右に述べたる各眞珠漁場： ^ 於て、每年使用する漁夫其他の人員と，漁獲3る、眞 
珠の價 額と tt ^ k 依ぅて 變動ぁ 6、 且つ 各 漁場の 組織 區々 U して 之れ が 統計を 知 
ること能 « ざるを以て、地球上に於て年々幾何の人 1 ,か眞珠漁業に從へるや、幾何 
の價 餒の ^ 珠が寶石市場 ^ 送らる、かを知るは颇る因難なる事な60錫蘭島、こ 


きものに非ればな6。從つて單に重量の多寡を以て眞珠の價額を打算すること 
難しピれ其の大小の差の外、光澤形狀色彩等個々特有の性質ー，として其價値 1^ 影 
響せ 次る もの ^ ければ な 6。 而 して 此 等の 性質の 或 ものは 眞珠を 產せし 母 貝の 
品質 ^ 從つて變化するものなれ.ば、世界各地の眞珠漁場ょぅ產出する眞珠皆各特 
殊の 趣を 存せ 6。 

眞 珠の產 地は 地球上 各地に 散在して 存し、 六 大洲皆 之れ を 有すれ ども、 尤も 好適 
なる 漁場と 目 せらる、 もの a 、 其 數甚だ 多から す、 古來眞 珠の產 地と して 最も 名高 
く、 且つ 現 時に 於ても 其產額 全世界 漁場 中の 第一位を 占む る ものは、 波 斯灣な 6、 之 
れと 並び 稱せ られて 、昔ょ 6有名なるは、印度錫蘭島即ちマナー灣なるが、此漁場は 
時に莫大なる眞珠を收獲することぁれども、其產額は年にょぅて大なる變動あ6。 

紅海の眞珠漁場は往時頗る盛況を呈せしが、今日に在ぅては著しく衰微せ<>。 
此外亞 細 亞洲中 に 於て 注意すべき 漁場 « 、 TTT 灣^% . ギ1群島支那日本朝鮮暹 
羅の 海岸 及び 支那 滿州西 比 利 亞の河 湖な 6。 

紅海 及 び ァデン W の漁場を除けば、亞非利加洲の漁場は孰れも其規模大ならす、 

眞珠の 性質と 産額 一 〇 三 


眞 珠 一〇 ニ 
如き光澤を有するに過ぎ次るな6。之れ ^ 反し、眞のシンジユガ匕科に屬する貝 
ょ6得らる、眞珠は、其先澤最も喜ふ可しとす。此關係は眞珠の色彩 1^ 關しても 
全く同樣なぅ、即ちィノヵヒの如く介殼の內面黑色紫色を帶ぶるものに在6て «: 、 
其中に生する眞珠も亦黑色紫色なるを常とし、ァハビの如く紫綠色なる介殼を有 
する 貝に ぁ 6 ては、 產 する 眞珠も 亦紫綠 色なる もの 多し。 此眞珠 の 色彩は 眞珠の 
價値 に大關係ぁるものにして、最も尊重せらる、色彩は碑磨し犮る鋼鐵若しくは 
新鮮なる 鉛の 斷 面の 如き ものな 6.どす、黃金色なるものは銀色なるもの 1^ 劣れ久 
云ふ迄もなく、眞珠の色彩は、之を利用する技巧にょぅて、著るしく引立ちて見ゆる 
もの ^ して、 眞珠 細工 人は 實 に其意匠 1^ 苦心するものなぅ。此點に於て《眞珠の 
形狀も 亦 又 甚だ 大切なる ものな^ 0。槪して眞珠は眞球形なるを最良とし、之 1^ 次 
では楕圆形、煎子形等、正形なるもの 1^ して不規則形なるは最も劣れるものな6、但 
し形狀の不全なるものも、特殊の利用法を講ヒて甚だ便なる場合なきにしも非す。 

眞珠の 價額は 、少しく 大 S を 增 す ^ 從つて 、甚だしく 高騰す る こ と 他の 寶石 k 同 
じ。 之れ 勿論 寶玉 は個々獨特のもの汰して、金銀の如く自由に融合し分割し得べ 


眞珠の 性質と 産額 

眞珠が炭酸石灰と有機質とょぅ成れる層置的物質なることは旣に云へるが如 
し、 而 して 此等ニ 秫の成分の割合《歐米の河湖に產する淡水眞珠 ^ ぁ6ても、藤洲 
印度の海中に生する眞珠にぁ6ても、殆同ーなるもの ^ して、瓦分中九了七ニの炭 
酸 石灰、 五 •九 四の 有機 質 及び 一 . 三 四の 水分ょ 6 成れぅ。 眞珠の 比重は 測定した る 
學 者に 依ぅて 少 許の 差 ぁれ ども、 通常 ニ 乃至 二 •七 五なる ものと す。 

眞珠の最も尊重せらる、特徵は、其一種絕妙なる光澤にぁ6。庇允澤や他の寶 
石の燜 として 輝ける もの とは 自ら 異 6、 眞 1 C 眞珠 k 特有なる ものな 而して 此 
光澤は表層の構造と眞珠を形づくれる物質の性質と 1^ 因るものなれば、表面の凹 
凸粗雜 なるもの、若しくは眞珠質に不純物を交ふるものは、此光澤を缺くと勿論な 
6"前にち云へる如く、眞珠を作れる物質は、介殼の內面を覆へる物質と同一なる 
を以て、一般に云へば、眞珠の光澤は其母貝の品質如何に依6て異れるな6。 アサ 
リ、 シヤコの 如く 介殼の 內面單 に純白なる貝.に 6 6てけ、之ょ6生する眞珠は陶器の 

一個の 貝ょ リ生す る 眞珠 の數 一 〇 一 




(倍 五十 七） 面 斷珠眞 然天圖 七十 第 


圖 六十 第 
るれ 秭を層 珠眞半 
塊 凝呎石 



(倍 十五 百） 部 心中 上 同 圖 八十 第 



眞 珠 1 〇〇 
-多數 の 石灰 凝塊 中には 往々 興の 半面 k 眞珠 層を 被れる 所謂 半 眞珠を 見る 乙と 
あう、 其 狀第 十六 圖に示 せる が 如し、 言 ふ 迄 もな く 半 眞珠は 眞珠 物質を 分泌す る 細 
胞層か 袋狀を 爲 3 すして 不完合 に凝塊を被包せる場合に生卞るもの ^ ^ らすし 
て、若し此細胞層進んで凝塊の全面を蓥ふに至らば、即ち全き眞珠を生するな60 
從つてかくの如く 1^ して生ヒたる眞珠は、ぞの核として石灰凝塊を有す可し、而し 
て實際 かくの 如き 眞珠 あう やと 云 ふに、 凝塊を 核と せる 眞珠 は日本 ^ 於ては決し 
て® から 次るな 6。 1 へ， ド マン が 錫 蘭 眞珠に 就て 硏究 した 結果に ょれば、 袋眞珠 
试縧蟲類の寄生 ^ 依6て生ずれども、筋肉眞珠の核は寄生蟲に非すして必す石灰 
凝塊な 6と$ へう。 本邦 產 の眞珠 1 C 於て 余が 從 來硏究 せる 所 にょる ^ 、凝塊を核 
とせる 眞珠は 比較的 多くして、 六 七 年 以上の 老介 にあうて a 之れ を 生す る こと 決 
して稀ならす、第十七圖は天然眞珠の斷面を七十五倍して見犮る顯微鏡寫眞にし 
て、 第 十八 圖は其 中央部の みを 百 五十 倍に 彍大 し ^ る ものなる が 此寫眞 は 石灰 凝 
塊を 核と せる ものな う。 


する乙とあ久或は何物もなくして所謂想像的凝集中心なることあ6、己の石灰凝 
塊を酸に處理すれ.ば、炭酸瓦斯を放ちて溶解し唯少量の有機物を殘す、即ちこの石 
灰凝塊玟眞珠と同じく有機物と炭酸石灰ょ6成るも、をの構造 ^ 差あ6て、眞珠《 
薄 層が 重 疊圍繚 して 造られ、 凝塊は 針狀の 結 品 石灰が 放射狀 k 凝集して 成れを 異 
れ 6 とす。 凝塊の 形 a ： 球形なる を 常と すれ ども 時に 數個相 合して 歪 形を なす も 
の あ 0、 その 大 S 大なる は 直徑ー ミリょ 6小なるは〇ニミリあ6。石灰凝塊は眞 
珠介のみ產するものに非ず、鮮にもィノヵヒにも又トコプシにも見らる、ことあ 
t t 丨ム ソン はァサリに甚だ多しと云へみ。元來凝塊は眞珠とは別物にして、員 
珠の如く眞珠袋即ち細胞層の袋を有せず、結組織中にゎ6て一圓の細胞の不規則 
なる集合中に生するものな6、而してこれを生する源因に就ては t 1 ム y ン は 寄 
生蟲 1C 關 係 * 0としノサリに於て « ジプ、トマ幼蟲が貝の結組織中に入6て蟲體 
が 分解し 穴る 結果 石灰 化して 凝塊を 作る と 記載せ 6。 然れど も 余の 見た る 本邦 
の眞珠 貝に あぅて は 寄生 蟲の 痕跡 だ も 無くして 多數の 凝塊の 存在す る こと あれ 
ば、 此等 a 到底 t 丨ム ソンの 云 ふか ^ く 寄生 蟲 に源因するものと爲す乙と能はず。 
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細き 銀 線の 先端に 石灰石の 小 球を 附 したる ものを 揷 入し 置く ものな 6 と 謂 ふ、 果 
して 然らば 揷 入した る 球が、 眞珠 層を 蒙ぅて 眞珠 とな 6 得 次る ^ 非る こと 上來述 
べ 7 ? 2 る處にょ 6 て明なるが、然し乍らか、る方法.にょぅて得可きもの « 單に他物 
に 珠 母の 薄 層を 附着せ しめたる に 止ま 久 到底 眞の 眞珠に 非る こと 論を 俟た す。 

明治 三十 年余が. 志 州 英虞灣 R 獲た る ー眞珠 貝は 七十 三 個の 眞珠を 有した ぅき、 
勿論其中 ^ は双子眞珠も尠から次6しが、奇異なることは眞珠は凡て貝の右側に 
のみ存し、左侧には一個も見當ら次^0き、多くの場合にかく多數の眞珠を生する時 
tt « 左右 雨 側に 存 する ものなる が、 この貝には只右側にのみ眞珠を生 ^ たぅき。 
然る 1^ 此貝に « 此七十三個の眞珠の外肉中に夥多の石灰凝塊ぁぅて、多くは筋中 
h 存せ しが、 肉を 加里に 處理 し、 組織を 溶解せ しめて 肉 中ょ 6 得た る 凝塊 a 總數實 
^ 五百個に上ぅた6き。第十五圖は此七十三個の眞珠の6ぅし位置を示すもの 

石灰 凝塊 (concrestion or ォ巴1111|1ま11)とは釺狀の炭酸石灰の放射狀に凝結したる 
ものにして、多くは透明無色表面粗にして滑かならす、中心或は有色の小凝點の存 


介殼 との 間に 入 6込 むと きは、 外套 膜は 蟹を 蓋 ひ 包む に 至ぅ、 恰も 眞珠が 介 殼眞珠 
に 變玄る と同樣なる運命 1^ 陷るな6。元來外套膜の外細胞は膜の形狀如何は拘 
ら卞、又外套膜と介殼の間 ^ 他物の有嚭に枸はらす、常に眞珠物質を分泌するもの 
なるが故に、蟹は眞珠層を以て被はれ始め眞珠層益分泌せられて殼厚くなるとき 
は、 遂 U 蟹を 埋沒し 了るな 6。 第 十一 圖 はかくの如くじして貝中に埋沒せられた 
る 魚類に して、 第 十二 圖は 同樣 U 埋沒せ られ たる 蟹を 有する 介殻を 其 層に 沿 ひて 
割 開きて 見た る ものな 6。 

斯くの如く、外套膜と介殼との間に陷入し犮る物體が、眞珠層 1?: 因6て介殼內面 
に膠着するに至る事 « 、旣 ^ 早くょ6人の知れる所にして、此理を應用して人エを 
以て 附着 眞珠 5: 作るとは、數世紀以前ょ6して諸國に於て試みられ左るものにし 
て、 支那 人は 球形 若しくは 佛 像の 形を なせる 物 體を揷 入して、 之れ に眞珠 層を 被 着 
せしむることぁ；リ、第十三圖及び第十四圖 « 其寫1(な久之と同樣なる方法は歐羅 
巴 諸國に 於ても 度々 試みられた る ものにして、 其例實 U 多し。 近 頃へル| 1 ^! ~ 7 ~ ンの 
爲せる 調赍 にょる に、 リンネ の 秘法 も單 U 介殼 1 C 孔を 穿つ に 非す して、 孔を 通して、 
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眞珠は 珠中に 埋沒せ ら る、 H 至 6、 遂に a ： 外部ょ 6認むること能はざるに至る乙 
と 第十圖 に示せるが如し。濠洲產の大蝶介殼は非常 1^ 厚きもの /£ るが、乙の殼中 
往 々貴き 眞珠 の埋沒 して 存する あ 6、 外部ょ- o « その 存在を 認め 得 ^ るが 爲 め、 介 
殼 細工 人 か 殼を切 6 て 其の 斷 面を 見て 給め て眞珠 の存せ し ^ とを 知る こと も少 
からす、若し未だ全然埋沒せすして殼面に少しく凸起を現はして居る時《をの部 
分を 注意して 碎 きて 眞珠を 取う 出すな 6、 かくの 如くして 得た る眞珠 1 C も、 時に 非 
常に 大形 美麗なる もの. あるが 故に、 凸面 ある シロ テフ ガ 匕 の殼は 埋沒せ る 眞珠を 
目當 てと して 賣買せ ら る、 乙 « 云 ふ 迄 もな く 投機的に して、 殼內 H は 如何なる 眞珠 
が存在するやを知らすして賣賈するものな6、時に又凸起の內に眞珠の無きこと 
わ 6 て、 或は 空虚なる こと あ， 9、 或は 一種の 蟹の 存する 乙と わうて、 殼を 買 a たる 者 
大なる 損害を 蒙るな 6。 

然らば 何故に 蟹が 介殼內 1 C 埋めら る、 かと $ ふに 、シロ 一 アフガ ヒの 外套 膣內に 
ft pinnthis 屬の 蟹と Alpheus avars 7 こ稱 する锻の寄居すること ^ ^: ら ^ 又時 ^ 
小魚 TT ^ rrr ^ N — ]! — (Filas! の 寄 居せ ると あう、 乙の 寄 居 蟹が 誤うて 貝の 外套瘼 と 


眞珠は 、外套 室內 R 向て 故障な く 成長す る ことを 得る も、 內臟 部に あ 6 ては 眞珠は 
肝臟生殖腺等の實質中 1^ 入6て成長するが故じ、或る度迄成長すれば眞珠袋は外 
套膜の 外 細胞 層と 融合して 介 殼眞珠 R 變す るな 6。又筋肉眞珠は筋肉中 ^ ゎる 
が故6元ょ6或限度を起へて成長することを得ず、遂には皆附着介殼眞珠となる 
な6。此故に少しく老年の介殼を見るに、內臟部に當る處に玟往々女シダマが殼 
1^ 附着して作れる小介殼眞珠を現はすことあ6。又肉柱痕に時に多數の介殼眞 
珠 ¢> 6 て 凹凸 甚だしき を認 むる こ と 多し。 

介殼眞珠並に外套膜の不平等なる眞珠物質の分泌にょぅて介殼面に凸凹を生 
ヒたるものが偶然種々の形狀を現 « すことあ6て、或は動物の形或は人の顏に似 
たる 7 P のを 生 ^ 、サビール、少ン ト の所藏せるものに ビス マ， ク の 顔に 酷似した る 
もの あ 6。又甞て神田の魚商人が珍藏せるものに鮑殼の內面 1^ 入山の釋迦と見 
らる 可き 形を 存 する もの あ ぅしが、此等皆偶然の結果 ^ 外なら次るな6" 

介殼眞珠は其始め附着したる當時にあ6ては、接着せる部分極めて小く、恰も盆 

上に眞珠の轉がれるが如きものなるが、漸々介殼が分泌せられて厚を增すに從て、 
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は 九 個の 眞珠が 偶然 十字架 狀 U 結合し、 更 R 介殼に 附着した ものに 過ぎす と 想は 
る、 5 ればこれを生匕たるシけ-グフガヒ « ー個にて九個の大眞珠を產したるなぅ 

第 八圖は 日 高 貴族院 議員が 所有 せらる、 珍眞珠 1 C して 十一 個の 眞珠の 結合し 
たる ものな ろ 0 元來數個の獨立したる眞珠が互に相接着して双子眞珠 ^ 1ロ1>3 5 
とな 6、 これが 又殼に 附着して 介 殼眞珠 となれば 即ち サウ ザ ン 、クロスの 如き 珍眞 
珠が 生す るな 久 第 八圖は 大蝶 介ょぅ 得た る もの it して 無數 の眞珠 互に 結合した 
る 眞珠の 一塊な 6。 

今如何なる理由如何なる場合に、双子眞珠若しくは介殼眞珠を生するかと云ふ 
U 、 元 來眞珠 は 第八圖 1 C 示せる が 如く 外套 膜の 結 組織 或は 筋肉 中の 結 組織 內に生 
するものなるが、今若し數個の眞珠が相隣クて生ヒ其の成長增大するに從て相接 
觸する 1^ 至れば、獨立したる數多の眞珠融合してー塊とな6、兹に双子眞珠を形成 
するな 6。 而 して 若し 眞珠が 一部 外套 膜の 外面 U 露出して 介殼 R 接着す るに 至 
れば、 眞珠は 遂 U 介殼 に附着して介殼眞珠を形る可し。介殼眞珠の多く生する《 
貝體 の內臟 部に 生す る 袋眞珠 及び 筋肉 眞珠孓 6。 をは 外套 膜の 邊綠 1 C 生す る 袋 


事多けれども、又唯一個の貝中に數個の立派なる眞珠相並びて存することぁ6。 
第五 圖に示 せる a 世界 ^ 有名なる サウ ザ ン 、ク n ス 1 命名せられ たる 眞珠 じして、 
一千八百七十四年 ^ 西療洲コサツクの沖にて漁獲せられしシローグフガヒ中に發 
見せられた る ものな 6、 こは 七 個の 眞珠 直線に 列び をの 兩側に 各 一個 附着し、 九 個 
の眞珠 集ぅて 十字架の 如き 形狀 を呈 せる 7^ のな 6。 この 眞珠は 介殼に 附着せ る 
所謂 附着 眞珠に して、 その 附着せ る 位置は 介殼の 殆ど 正中線 ^ ぁぅ、 縱の七 個 « 貝 
の脊腹 ^ 平行せぅ、此くの如き異狀なる眞珠の核に就ては種々の說ぁ6 て、 スチー 
ラーは西療洲の海 1^ 普通なる.ー種の海藻 |=; 0310匕3 0- ^1& ^: をの核を爲せ-0と云へ-0、 
蓋しこの海藻は多數の塊狀物珠數繫ぎを爲して、恰も乙の眞珠の縱の七個並べる 
U 似た るょ 6斯く想像したるものならん、此眞珠は價十萬圓と稱する高價のもの 
なれば 眞珠を 碎 きて 內 部を 見る こと 能は す、 果して 何物が 核を 爲せ るかを 證明す 
る こと 難し。 サビ ー グ 、少 ント (saville kl) a: Nj れ 1C 就て、 X 光線は 眞珠に 不透性 
なる が、 將來 XX 或は >< ¥ ^ 光線の發見せられて、眞珠を透すべき光線作られ犮らん 
1^ は、此核の實質を確め得るなら /1 と云へぅ。然れども、要するにサヶザン、ク&ス 
一® の 貝ょり 生す る眞珠 の數 九 三 


なる が、 當時乙 の事實 新聞紙 上に 誤報せられ て、 千 ユボァ は 貝に 人工を 以て 眞珠を 
作らしむる秘法を發見したるが如くに書き立て、紙面の大部分に寫眞杯を入れて 
吹聽 したる こと 6 ぅき。然れどもこの妙案も遂にをの目的を達せざるもの、如 
く、 今日 迄杳 として 何等の 消息を 聞かす、 千 八 百 九十 八 年 伊 國 1 C 於て 寄生 蟲說 者の 
一人なる コンパなる 人 ザ ユ 水 ァ と同樣 X る 事を 企畫せ る こ と あ 6 て、 これ も ^ 時 
の 新聞紙は TTT が 一方 法を 發 明し、 同人の 法を 以てすれば 一個の 貝に 數 個の 眞 
珠を生すと云ひ、數百莴圓の大會社を興 » /1 £す等記したること «> 4しが、此擧も 
亦遂に烟の如く 1^ 消へ去6たるもの、如し" 

然るに現今各國政府は年々奠大なる費用を投じ、或は特に硏究所を設置し、又多 
數の學者 « 錫蘭に南洋に濠、洲方面に將た墨國に眞珠の挤究に盡粹しつ、ぁるが 
故に、 吾人が 遂に 其の 目的を 達して 人工に 依ぅて 眞珠を 任意に 產 出せし め 得る に 
至るは必す近き將來にぁらん。 

抑 も眞珠 形成の 原因が 寄生 蟲な 6 とすれ. ば、 一個の 貝に 多數の 眞珠が 存在す る 
こと 敢て怪 む k 足らす、 實際 に於て多數の貝を開くも唯ーの眞珠をも見出 5 次る 


て 貝 ^ 眞珠を 作らし むる ことの 出來得 可き や 否や も 解決せ らる 、ものと 云 a： さ 
る 可から す。 セ丨ム夕ン « をの著書 1^ 記して日く、眞珠形成の源因はジストマの 
幼蟲 ^ 歸するものなれば、該ダストマを盛に繁殖せしめて可成多數の貝に寄生せ 
しめ穴らん 1^ « 勢ひ多數の眞珠が產出す可き理な6、假令貝を一個宛取6てー種 
の笮業 方法を 加へ て 眞珠を 作らし むる ことを得るとするも、人エにょぅて寄生蟲 
を貝 1^ 寄生せしひる方法に比すれば遙に拙劣なること明かなぅと、即ちでームソ 
Y の 發案は 例 ふれ. ば、 鼠を 蕃殖せ しめ。 へ スト 菌を 散布して。 へ スト 患者を 多數 1C 出 
» んとするが如きものにして、ジストマ病に罹6たる貝が眞珠を作るるものなる 
が 故に、 ジストマを 繁殖せ しめて 病 貝を 多數 R せょ と 云 ふ もの ^ ぅ。 然れ ども 今 
日 迄： 實際 これを 應 用して 眞珠を 多數 U 產出せ しめ 穴る を 聞かず。 

『ユ ボア 7 « 南怫 海岸の ィノ カヒ (Mytilus gallprovincialis) がー 種の ジストマの 寄 
生 1^ ょぅて眞珠を生するとを確めこのィノカヒの樓息せる場所に移殖するに、南 
tl i 一一 ^! 1 の ガベス 灣 の眞珠 貝を 以てせ 6。ィノカ匕に寄生せるジストマをして眞 
珠貝にも寄生せしめ、以て眞珠を作らしめんとてな6。これは千九百三年のこと 
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は 眞珠 多く、 何處 tt a : 少しと か 或は 無し 钚稱 す。 錫 蘭の 貝と 本邦の 貝とは 甚 •た 酷 
似し、同種ならんとの說を持する學者ぁる程なる 1^ 、前述の如くに眞珠を生する割 
合 ^ 大差あ6。蛛 ^ ぁ6てもィノカ匕 ^ ぁ6ても同樣にして"怫國のビソヤー港 
附近の 海岸は 到る 處ィノ 力 ヒ‘ か捿 息せ る も、 特 に多く眞珠を生するものは港內に 
捿める貝に限らる、と云へう。かく捿息する場處に依6て眞珠を生する割合に 
相違ぁるは何故なるかと云ふヒこは眞珠形成の源因に關係するものと認む可し。 

先き U 述べ 左る 眞珠 tt 寄生 蟲 •か 源 因と なろ、 こ れが 核と なうて 形成す ると 云 ふ 
說 It して 果して 眞な 6 とすれば、 場所に ょうて 貝の 眞珠を 生す る 割合の 異る とも 
容易に說明せられ得可し、即ち寄生蟲病の流行地じぁる眞珠貝は多數の眞珠を生 
すみ 理な う。 近頃 流行の 眞珠貝 養殖 事業が 進步 して 如何に 多數の 貝を 養殖し 得 
ると する も、 寄生 蟲を 繁殖せ しめ 次れば 多くの 眞珠を 得る こと 難 かる 可し。 又 甲 
地に於て如何に多數の眞珠を產出し犮6とするも、其割合は乙地に行はる、もの 
1^ 非す、何となれ.ば、眞珠の多少 «: 貝の多少に關係なく'核となるべき寄生蟲の多少 
U 闊係 する を 以てな う、 而し て旣に 眞珠 形成の 源 因が 明 U なうた る 以上、 人工を 以 


外套膜の邊緣に生匕たるー個の袋眞珠に及ばざるものなう" 

經驗あるシンジユガヒ養殖者の說に據れば、本邦產眞珠貝一萬個よ6は平均三 
十圓の 眞珠を 得る と 云 ふ。 然る に錫蘭に於ける眞珠貝(ドさ贫§18) の價を 見る 
に、 過去 百年 間の 記錄じ よれば、 千 個の 貝 二十 圓 乃至 五十 圓 U て競賣 せられた 6、 特 
に千九百五年の錫蘭眞珠漁は未曾有の大漁‘ ^ して、漁獲せられ龙る貝の數實に八 
千 百 八十 七 萬 個、 貝 一千 個の 最高 價 格 a 百 二十 四 , 丨ビ rl tc 上う、 政府の 收入 のみ 
れ て も 百 六十 七 萬 三千 八百圓 に達せ6。之れに依6て見れば錫蘭の貝は日本に 
It して 眞珠を 生す る 割合 も 多大 1^ 、袋眞珠も甚だ夥多 ^ 生するも0、如し(錫蘭の 
眞珠漁は眞珠のみを目的とし介殼と肉に價格なし)。反之、眞珠を生ずる割合極め 
て 勘き シンジ ユガ匕 は 地中海 ^ TTTT の 海岸 R ある ものに して、 此處 の眞珠 貝は 
元 來ス尤 ズ 運河 の 開通の 結果 紅海よう 移住した る ものなる が、 一個の 眞珠を 得る 
Ic tt 千 二百 個 乃至 千 五 百 個の 貝を 開く を 要すと 記載 せらる。 

同種の 貝 ^ あうても をの 捿 息す る場處 U ようて 眞珠を 生す る 割. 合に 大差 あ 6、 
本邦の シンジ. ユガ匕 捿息 地に 於ても、 漁夫は 狹き 局處々 々を 區 別して、 何 處の貝 R 
一個の 貝よ リ生す5眞珠の數 八 九 


澤共 tc 不良な 6 き。 

S て 筋肉 眞珠 (Mile pearl ) 袋眞珠 (cyst ?0君1)とはへルドマンが貝體中 1 ^ 眞珠の 
存在す る 位置に 依 6 て區 別せ る 名稱な 6。 筋肉 纖緯が 介殼 に附着せる部分に生 
ヒ犮る眞珠を筋肉眞珠と稱す、肉柱即ち閉殼筋、足筋肉、及び外套膜の介殼に附着せ 
る 筋肉 等に 生す る 眞珠是 なぅ。 而 して 他の 外套 膜の 紐 織 中 k 生す る 眞珠は 即袋 
眞 珠と稱 する ものなる が、 此 袋眞珠 tt a 正 形に して 光澤 も 亦 立派なる もの 多し、 特 
に外套膜の邊緣に生する袋眞珠《大形にして上乘なるもの多くして、世上のー個 
幾 十圆幾 百圓に 價する 眞珠は 皆 乙れ に屬 す" 本邦 所謂 フクミ ダマ . orieulpearl ) 
即ち 之な 6。內臟部の外套膜に生ずる袋眞珠は正形なるも小なるを常とし、高價 
なる もの 勘く、 皆 ケシダ マ (fd peal . l ) lc 屬する ものな 6 とす。 次に 左右 殼の 蝶番 
の處に當る外套膜に生中る袋眞珠は光澤良好にして大形なるものゎるも歪形な 
るを 常と す。 ミ、 ダマ (winge pearl ) 即ち これな 6。 筋 囱眞珠 It 至 ぅては常に小 
形なる が 上に 極めて 不正 形 且つ 粗 面に して 光澤 不良、 裝飾 R 用ゐら る、 ょ 6 も藥 
用 ^ 使はる、劣等の眞珠乙れ 1^ 屬す。故に筋肉眞珠幾百千個ぁるもをの價格は 


四涸の眞珠なニ、 
有 L r : る もの ニ 

七 個の 眞珠か こ、 
有した る もの ニ 

十1 © の眞珠 4- こ、 
有し ?: るも 0 ニ 


五涸の眞珠な、 
有 1たるも 0 1 

九 個の 眞珠 4 一、 
有し |: るもの一 

十三 個の 眞珠な こ、 
有し |: るも 0 ニ 


六 個の a 珠をこ 、 
有し ?: るものニ 

十 個の 眞珠を こ、 
有 L ?: る もの ニ 

廿 一個の a 珠 4 1 、 
有しれるもの 一 


即ち 二百 個の 內眞珠 を 有せる もの 五十 四 個に して、 眞珠 の總數 は 百 八十 八 個な 
6き。然る 1^ 其重量を計るに全量漸く九厘 1^ して、眞珠商の評價 ^ 從へば漸く一 
圓 に過ぎ次6き。何故 ^ かく輕く且低廉な6しかと云ふに、百八十八個の眞珠は 
大部分 筋肉 眞珠に して 袋眞珠 は僅 1^ 十九個、然かも內臟部の袋眞珠十五個小形の 
ミ、 ダマ 三 個、 唯一 個 外套 膜の 邊綠 U 存し允 6しも不幸歪形にして色彩光澤共に 
不良の ものな 6 しが 故な 6。 

一個の 貝よ ぅして 更 tt 多數の 眞珠を 生せ しは 大阪池 田 又九郞 氏の 所藏 R 係る 
土佐產 貝の 一例な 6、 佘は池 田 氏の 好意 U よ 6之れを調查することを得穴る 1^ 總 
計 五 百 八 個の 眞珠を 算し穴 ぅ。 勿論 此中に は ニ 個 以上の 眞珠の 癒着せ る 双子 眞 
珠 あみ、 又 介 殼の內 面 U 附着せ る もの も少 から 次 6 しを 以て 貝は 實 に 約 六 百個以 
上の 眞珠を 產し犮 6 しな 6。 » れども此場合にも眞珠 « 總て歪形にして色彩光 

一涸の 貝より 生す る 眞珠 の歡 八 七 



珠を 生ずる こと a ： 貝の 老幼 H 無關 係な 6 とす。 然れど も槪 して 比較的 大形の 眞 
貝は 老貝 ^ あ6て幼貝 ^ « 見られ次るを常とす。元來眞珠も介殼も同質のもの 
じして、只介殼は平坦にして眞珠は球形なるの差ぁるのみ、而して眞珠も亦介殼物 
質を分泌する細胞 ^ ょ6て分泌形成せられたるものなるを以て"一般に論すれ »: 
眞珠の半徑はをの眞珠を生ヒたる介殼の厚 5 を超過すること能はす。假令ば稚 
貝が 介殼を 分泌し 始む ると 同時 H 、 貝體內 に眞珠を生ヒた6とするも、介殼が五分 
の厚 5 となれば眞珠の半徑も亦五分な6。右はー般の通則な6と思はる、が、余 
が 從來 蒐集し 穴 枋料 ^ てはこの除外例ぁ6、即ち介殼の厚 5 ょ6もをの貝ょ6生 
じたる眞珠の半徑の方大なる場合なきにしも非ず。然れどもこは介殼の成長ょ 
6 も 眞珠の 分泌が 多き 場合 じして 寧 ^ 稀 有の 乙 となる 可し。 故 ^ 大形の 眞珠 は 
貝の厚き貝即ち老貝に見出 » る、理な6。今本邦產眞珠貝(1\1.11101. ^ 1 2. ごの眞珠 
を 生す る 割合は 如何 と云ふ ^ 、余は志州英虞灣產 0 眞珠貝ニ百個を檢して、次の如 

き 結果を 得た 6、但し所用の貝は七年以上九年位 0 比較的老貝なみき。 

一 ® の眞珠 4 二ト £、 1 一個の 義 も ^ 、 一 1 S の 眞珠办 4 T 
有し ?: るも 0 ニ寸 3 有 し ?: 石も 0 / 有 L r: る もの^^ 


茲にマ ツキ ン 


ッシュの結果を表示すれば次の如し。 

大貝 


一個の 眞珠を 有し ^ る もの 百 三十 六、 
ニ 個の 眞珠を 有した る もの 六十 七、 
三 個の 眞珠を 有した る もの 三十 一、 
四 個の 眞珠を 有した る もの 十五、 
五 個の 眞珠を 有した る もの 【七、 
六 個の 眞珠を 有した る もの 十 ® 
七 個の 眞珠を 有した る もの 三、 
八 個 以上の 眞珠を 有した る もの 七、 
合 計 


/]> 貝 
十二、 
〇、 
五、 
〇、 

r 

0 、 

〇、 

ニ、 

二十、 


二百 八十 ニ、 

この結果 ^ ょれ.ば、幼貝 ^ は眞珠勘く、大貝に « 乙れを生する乙と多しと云ば次 
る可からす。この事實は啻にィノカィのみならす眞珠貝にても蚌にても總て老 
貝に « 眞珠多く幼きもの ^ は勘し、又右の表の示すが如く、一個の貝にて多數の眞 

一個の 貝ょ y 生す る眞 珠の數 八 3[ 


眞珠 八 四 

I 個の 貝より 垡ず る眞 珠の數 

眞珠の尊重せらる、所以は、その光澤、会の色彩の高潔淸淨なるに由るも、又その 
產出の極めて稀有なるに由らすんばぁらす、實に貝の眞珠を生する « 甚だ勘き ^ 
相違なし。乍然貝の種類比よ6て眞珠を生する割合比多少ぁ6、例へばサ、>ュ、ー1 
シの如きは眞珠を生する乙と極めて、勘く、反之、ィノヵヒ、眞珠貝蚌の如きは比較的 
眞珠を 生す ると 多し。 例へ ば 千 個の ァ ハ i よ 6 必す 一個の 價額 6 る 眞珠を 發見 
する 乙と 難く、 甞て 蘇國テ ー河に 於て 眞珠 漁の 盛： うし 時、 經驗ぁ る 漁夫の 說 に 百 
個の 貝よ 6 平均 一個の 美麗なる 眞珠を 得と 云へ う。 近時 マ| ッキ ン トッシュ SP 
? 811)が七百個のィノヵヒ 1^ 就て調查したる結果の報吿を見るに、七百個中六百ニ 
十 © は大貝汶して八十個は小貝即ち幼貝な6しが、大貝中ニ百八十個、小貝中ニ十 
個の 貝は 眞珠を 有し 居た 4 き。 即ち 眞珠の ぁう し 貝の 總數 は總計三百個にて、全 
貝數七百個 ^ 對して其割合四ニ人 ^ にしてヽ大貝のみの割合にては四五こ ^ な久 
換言すれば、大なるィノヵ匕ニ個を取れば何れかの貝 1^ は眞珠存す可き事となる 


tc 特設せ る 眞珠研 究苈 1 ^ あ 6 て硏究に從事せる— ^| 1 ラ 1 ト ^ |れ)は大黑蝶介 
0 眞珠は _ 蟲 頃の 一種 アク ロボス リウ ム ( t > — げ a ^ s - 日) の 幼蟲か 核を 爲す 乙 とを 
公化したるが、こ0縧蟲の成蟲はー種のユィの直腸に存すと云へ6。かくの免き 
勢なるを以て、今日 ^ 於ては眞珠は寄生蟲が原因とな6、これが核となぅて、形成せ 
らる、もの ^ ることに確定したるが如き觀あ6"最近の報吿にょれば北米合衆 
國の人 >>| 11 モン( 8010111 §)は錫蘭島 1 ^ 於て此寄生蟲 ^ ょる眞珠養殖業を始め ^ 6 
と 云 ふ。 


ニ W 達 



膜と介殼との間に侵入せる千ストマの幼蟲は無尾の七グ方リア形を以て外套膜 
の結組織中に止ま6、半ミ？メートダ大の黃色班點を呈す、而して最初幼蟲の周圍 
は 結 組織の 纖維 のみな れ ども、 漸 々玆 に上覆層細胞を生匕て、所謂眞珠袋が完成せ 
らる 。かくて セルカ リア 死亡す る 時 a： 其の 體 は 無 構造の 一塊と なる も、 堅き クチ 
クラ皮を以て圍まるるが故に、依然として原形を保ち、其中ー部に石灰化生の中心 
を生じて、炭酸石灰漸次に集積し、原幼蟲の全形は石灰凝塊を以て置換せらる、に 
至る、此塊の周圍 1^ 眞珠層分泌せられて被着する時は、兹に眞珠を見ると云ふな6。 
一千 九 百 三年へ グ ドマ ンとホ 丨ネグ (Hornell) a 錫 蘭 眞珠を 硏究 して 總蟲 K 蟲、 線蟲 
等が 眞珠 形成の 源 因と なること を 表し、 特 にテトラリンカプ、0 ^ § ^ §ー音)なる條 
蟲の幼蟲が外套膜の結組織中に入6て囊狀蟲とな6、これが核とな6て袋眞珠を 
生するなぅと云 S、 叫丨 ネル はマドガ匕 1^ 於て同樣なることを見た6と云ひ、更に 
は 此滌蟲 は 貝ょぅ 或 魚類に 移 6、 更に 此 魚類を 食と するユ ィの 一種に 至 6 て成蟲 
となること、並びに眞珠の形成 « 幼蟲の死後に至6て生ヒ始むるものなる乙とを 
云へ 6"千九百六年じ至久多年ガンビアー多島中のマンガレバ島ソキテァ島に 


マ (Distomum ;与1 0 - & 113)が眞珠形成の源因を爲すと云ひ、後> |^ パ} 1 2 . 10 ^ 028 なる 姐 
の 寄生 蟲をも 追加せ 6。 一千八百五十六年に メビウス、 一千 八 百 五十 七 年に FT 
ッ ヘン マイ ステ ル、 一 千八百五十九年 ^ ,グラ |! |^7及び>,ンバート、| 千 八 百 七十 | 
年ず— 丨ナ H tt 蚌、 眞珠 貝、 ィ ノ方ヒ等 1^ 就て硏究して皆寄生蟲說を賛せ6。輓近七 
八 年 英佛の 學者續 々眞珠 の硏究 を爲 し、 愈々 寄生 蟲說を 確實な らしめ たるが. 如し。 
即ち 一千 八 百 九十 七 年に « ギヤ-ド が 眞珠の 核と して ブラ キシリ イム (Billycoe 
1.1 ) なる 千 スト マを 發見 し" 3 7 9 &0 ^ « 一千 九 百 一年 ー稱の ザス トマ 

(Distoum 日9嗜1オ霞旦の幼蟲が眞珠を作る乙とを發見し、翌年 ^ a Yt - ムソン が 亦 
他の 種類の 午 スト マ (Disttomum ?materiae) の 幼蟲が イノ 力 匕 眞珠の 核と なること 
を記载 せ久此 最後の 千 スト マは 三度 宿主を 變ゆる ものにして、 第一 宿主 a ： 水鳥の 
1種にして、第一幼蟲期はアサソ又はトブガ匕に入6、第ニ幼蟲期はイノカヒ ^ 入 
- cs て 眞珠の 形成を 起す ^ cv と 云 ふ 。 t I ム y ン はキ I ル ( Kiel ) に 在る ブライト 
Y (；81. 05- 111;011)水族館に於て試驗し、イノカヒ ^ 中ストマを寄生せしめて、小なる眞珠 
を 作ぅ 得た ぅと 報告せ 6。 其眞珠 形成の 徑 路を說 .明せ る ものに 依れば、 先づ 外套 


眞 珠 八 〇 
へグドマン ( Herdmi ) の報吿 k 於て 錫 蘭眞珠 を硏究 したる 結果、 砂粒を 核と せる 
三 個の 眞珠を 見た 6 と 記載 せらる。 I ヘスリン ^! の著書にも石英砂粒が核を爲せ 
る 眞珠の 圖を窬 け 6、 余が 日本 眞珠の 多數に 就て 調査した る 間、 一度 も 核と して# 
粒を 認めた る 事な か 6 き。 若し 砂粒が 核と な 6 て 眞珠を 生せ しむる 乙と あ 6 と 
する も、 会は極めて稀有なることにして、先づ一般に論ずれば、此くの如き乙となし 
と云ふも可ならん。但し乙は眞の眞珠即ち其の體中 ^ 生する眞珠の場合にして 
或種の附着眞珠若しく《介殼眞珠、即ち介殼の內面に附着して生ずる不完全なる 
眞珠の中には外部ょ6他物が入6來6て眞珠層を蒙ぅたるもの甚だ多しとす。 

次に 貝に 寄生す る 或 動物が 核と なぅて 眞珠を 形成す ると 云 ふ 寄生 蟲說は 近時 
多數の學者が主張する所 ^ して今日に在6ては、眞珠形成の源因は乙れ ^ 確定し 
たるが如き觀あ6。然れども此說たる決して新しきものじ非す最1初 ^ 1千八百 
三十 年 フォンべ f ル (von Bear) が 鮮に 寄生す る 7 スビド ガス タ T を 發 見し、 これ 
が 核と な 6 て 石灰 質が 分泌せられ たる こと あ 〇 と唱 へた 6。 淇後 一千 八 百 五十 
ニ年 ^ 至6フィジツビ( 3 1 2* 3 は # 國 ^ 於て硏究して、鮮の體中 1^ 見たる千スト 


決して事實に非す。介殼が破損したる時は貝は直ちに之を修繕.するカあ6て、殼 
に 孔を穿 为れ穴る時も外套膜は乙、に眞珠質を分泌してその孔を塞ぐ、而して分 
泌せ られ たる 新 層 a ： 平 垣なる こ ともあれ ども 又往々 凹凸を 生す る 乙と あ 6 て' 爲 
め 12: 殼の內面は平滑とならす、稲々の形の膨れを生ず。然れどもこは決して眞珠 
に 非 t > v ^ yl ^l ( Jamin ) の 所謂 殼の 水膨れに 過ぎ ^ るな 6、 介殼 は孔を生ヒて、 
之ょ 〇 眞珠の 作らる る こと ^ ヒ て 無し。 

外部 源 因說の 一として 更 1 C 砂粒が 貝の 體內 1 C 入ぅて、 これ' か 核と なぅて 眞珠を 
生ずる とい ふ說あ 6。此說は何時頃ょ6何人の唱道したるものなるか明なら次 
るが汎く一般に行はる、誤說な6。此說にょれば、貝の體內に偶然#粒の入6來 
るものある時は、砂粒の表面平滑ならざるを以て、貝の組織を刺戟して痛を起 » し 
む 貝は 其 痛に 堪へす して 自ら 之れ を療 する 爲め 1 C 眞珠 層を泌 出し、 砂粒の 表面を 
滑らかなら しむ、 これ 即ち 眞珠な 6 とい ふな 6。 こ の說 « 一理 ある ^ 似 左れ ども 
實際 貝の 體內 U 斯樣な る 事 起る ことなく、 眞珠 を硏究 し ^ る學 者は 大抵 この 砂粒 
核說を 否認せ 6。眞珠の中心を檢するも、吾人は砂粒を認め次るを以てなぅ。唯 



を 認め 得ざる もの あ くの 如き 眞珠は 貝 體內部 の 病的 變 化に よ 6 て 生す る 
i 云 ふの 外な し、 即ち パ ゲン ステ ッへ， dltec r r ) の說に 從へば 、眞珠 は 貝の 內部 
k 於け る 病的 源 因に よ 6 て 生す ると 云 ふな 7 スリン ハ ノ ( Hcding )、 メービ ウ^ 
( M 61 bius )、 キユッ ヘン マィ スタ ダ ( Ktichcnmeistcr ) 等 a 、 或眞珠 は 此源 因 it 因 6て生 ^ 、 
又 他の 源 因に よぅて 生す る 眞珠も 有るな 6と爲せ6。近時の學者中 ^ ては， ^| 丨 ^| 
ヱ- ( Dirluot ) 亦 內部源 因說の 主唱 者な 6 。 

右に 述べた る 內部源 因說 と反釾 1C 眞珠 形成の 源 因は 外部に あぅ と爲 す說あ 6 o 
其 一に、眞珠 « 貝が介殼の破損を修繕する爲めに生中.るな6と云ふ說 6 6。此說 
は主として十八傲紀の諸大家に依6て唱へられたるものにして、有名なる博物學 
者ブン ポ «1千七巨六十一年人エ眞珠形成法を發明して、國王に奏上し、人エを以 
て 眞珠を 作る ことを 企 書した る rJ と あ 6。但し其方法は秘密にして果して如何 
なる ものな 〇 し い、何人も知るものなし。 ^| ム11ッッ{1 ^ 111 2. £ べックマン(1^1111) 
等の 云ふ處 k 依れば リンネ の秘密法は介殼に孔を穿つにあ6といふ。果して然 
らば 介殼 1 C 孔を 生じ 左る 時、 之れ' か 源 因と な 6 眞珠を 生す ると 云 ふ說な るが、 乙は 


ハ ^ ものにして千六百七十三年クリストファー、サンジゥス 0 11ユ81;0 ^ 自&11 & §) «; 
那 威の シン ダ ユヵ匕 にて 卵子の 若干が 母體 tt 密着して 遂に 眞珠 となる ものな 6 
と 記载せ 6。 後一 千 八 百 二十 六 年 エドフ r ド、 ホ T ム (g t =/ 自 — ^ K 。 日。) も 亦眞珠 
a 流產 せられた る 卵に 源 因す ると 述べ 穴ぅ。 

以上の 諸 說に尋 で 起れ る « 、眞珠は貝の病的現象の結果な6となすものにして 
ー千五百五十四年ロンデレット 9 05101 §. )の云ひ33だせし說な6。即此說 « 眞 
珠 形成の 源 因を 內部 It 求め たるものなるが、之と相似たる說を主張したる學者は 
頗 多し。 凡一千六百年の頃ァンセ,んス、ド、ボ1( > 装11目8(10 ^ 00け)は眞珠と介殼 
內 面との 類似に 注意して、 具が 體內に 過剰の 液を 作ぅた る 際、 興の 元氣 盛なら すし 
て 液を 體 外に 排出し 能は 次る 時は 眞珠を 作る と 云へ 6。 之ょ 6約百年の後 1^| ^ 
ミ ュ I ル ( 自 1こは右 0 類似を斷面に依つて確め、ま刺戟の爲めに介殼を作る 
可き 液が 過量に 分泌せられ て 貝の 體內 にて 凝結した る もの 即ち 眞珠な 6 とせし 
が、其如何にして體內 1^ て凝結するかに就ては毫も述>る所なかぅき。今眞珠を 
薄片 にしてその構造を檢するに、其中心ょ6外部に至る迄總て介殼質にして他物 
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七 六 


眞珠の 成因 


眞珠 生成の 源 因は 古來 博物 學者 をして 腦漿を 絞らし めた る 問題なる が觀 察よ 
ぅも傳說を重ん中る太古人民の問には頗る奇怪なる流說の信せられたるものゎ 
，りて或は珠者蚌之陰精也といひ、或は電光の爲めに生玄るとし、或は露滴の介中に 
入 6 て 凝結した る もの 即ち 眞珠 となるとい へ 6。 詩人に a 眞珠を 以て 天使 又は 
泉の 神の 涙に 基づける ものと して 歌へ る もの 多し。 而 して 露滴 變 b て眞珠 とな 
るとの說は古代に在ぅてはー般に信奉せられたるものにして プリ 一一 I の唱 ふる 
所に よれば、 空 晴れて 日光 輝ける 朝、 貝が 水面に 浮びて 殼を 開く 際、 偶爻 露滴 其 中に 
落ちて 眞 珠を爲 すなぅ。 而して貝が新鮮なる空氣と溫暖なる日光を受くること 
の 多少に よぅ、 眞珠の 色彩 光澤に 差を 生す ると 云 ふ ^ 6。 亞典 地方の 亞刺 比亞人 
の間じ « 今日尙此說行はれ、紅海產眞珠の產額多からざる年は、彼等は之れ前年の 
氣候が 良好なら ざ 6 しに 由る と爲 すと $ ふ。 

十五 世紀よ 6 十七 世紀に 百 て最 盛な 6 し說は 、卵が 眞珠 形成の 源 因を なすと 


、ガ 匕の類)を以て太鼓を裝飾*す。布桂土人は ^ § £ 118(ヲゥムガ匕)の殼を磨きて眞 
珠光彩を露したる斷片を連ねて頭飾 ^ 用ゆ。 i ユ ， ジ 1 ランド (名| 2 ealand ) 土人 
a Haliotis ? ハビの 類) の 殼を彫 刻 物 ^ 嵌入す。 又 0 7|§3, ^ < 31 ふ ^ (コマノッメの類) 
Ovulum , Dlalius , ( ッノガ 匕の 類)、 01 ive】la (ホ タル ガ 

丨ギ 一一 ャ等 土人の 通貨と して 使用せ らる、 a : 有名なる 事實 7 X 6。 ® くの 如く 未 
開の土人が介殼を用ゆるには、その殼の斑紋の美麗なるが爲めは然るもの多しと 
雖 、ヲ ヶム、 ガ 匕の 如き、 テ ヶガ 匕0 如き、 ァハビ の 如き、 或 a カヲ スガ 匕 科の 諸 M の 如 
き、皆その眞珠光彩を放つが故にこれを裝飾として使用するも 0 な久文明國に於 
てもこれ等眞珠的介殼を以て卽を作久樹を製し、其他種々の裝餘細エ ^ 招ゆ。 3 
れば其巧拙 0 度を異にす1雖裝飾 1^ 使用する點に至ぅて « 彼等未開土人と嗜好 
を 同く せる ものな 6。 已 1 C 眞珠 光彩の 介殼を 愛する ものと せ ば 眞珠 光彩の 介殼 
以上の 美麗なる} 物 即ち 眞珠を 裝籂 として 貴重す 可き こ と 固ょ 6 % $。 唯今 日 
彼等の 用 ゆる こと 甚だ 多から ざる 感ぁる は眞珠が稀有にして小形、且永久的のも 
のに非すして、年を經れば腐敗し破壤せられ易く變化するが故ならん0 
亞来利加 0 眞珠 七 五 


眞 珠 七 四 
2 §)河に « カラスガヒ科に屬する 117 .及.び 0 ロ ^ 01 ぎのニ屬の虽ゎ〇て、この大 
河の 支流 沿岸に 太古の 土人が 殘せ し此等 介殼の 堆積せ る ぁぅ。 但し 當國の 土人 
は 乙の 殼を 用 a て 諸種の 裝飾 ^ 使用し龙6しな6。 

抑も野蠻未開と稱せらる、人種の間にも尙多少の裝飾品を有せざるはなし。 
乙れが材料としては木片、羽毛、齒牙等種々ぁれども、就中介殼は最廣く用5らるる 
ものな ぅ、 例へ ば フキ' ジー ( ^ ご土人 «: 1\11.1〕0(サヽエの類)、 0 1 | ^ フネガ匕の類)、 801 〒 
rium * クル マガ 匕の 類)、 ^ — げ3(タ少ノコ、ガ匕の類)等の殼を胸の输に用ひ、又 0 71;〕— ^ 
(タカラ、 ガ匕の 類)、 Margaritifi (テフ ガ匕 ) « 菌長伸間の徽章 1 ^ 用ひら る、 ソ 一一モ ン 
(solo 日 011 )群；島の土人 « 循或は船首を錄るに 0 ^ >|ロを以てし、 |^ |ぎ 11 § 1 を耳輪 
に し、 §さ 03 ロ1ニ艮|を頭飾にし、又 0 7て|ロを以て頸餘を製す。 一 「 ri I ギ 11 I (New 丨 
Gllii ) の 土人は Na — (ムシ ti ガヒの 類) を 並列して 頭の 周圍に 繞 し、 01 iva (マ クラ ガ 
ヒの 類 }、 Natica (ツメ タガヒ の 類)、 Margaritifera 等 ^ て 頸 飾を 作- 0 、 Molo の斷 面を 胸邊 
U 着け 、 Conus (ィモ ガヒの 類)、 Turbo を 切 6 て 腕輪を 作 6、 鼻を 飽るに Cassis (チトセ 
ガヒの類を用ひ、耳 ^ 8づ§ ^ 111义サクラガヒの類)を垂れ"又 0 )ゴ_ 0 く111目1(其にタ方ラ 


敗し 全く 光澤を 失 a 、 容易に 碎か る、 樣 tc な 6 居れ 6。之に依て見れば、當時の人 
種は 現今の 土人の 如く 淡水 產の 介を 常食と し、 これょぅ 生す る 眞珠は 勉めて 採集 
し 居た- 〇 し こ とを 知るべし 又スク ジィヤ ( Dr . E . p squier ) の硏究 tt ょれば、 オハィオ 
地方の 塚 中の 眞珠は 淡水 眞珠 のみ ^ らず 、海 產眞珠 も 混せ る ものな ぅと 云 ふ。 彼 
tt これを 以て 當時 この 地方の 住民は 遠く 墨 西哥灣 沿岸 地方と 交通せ し證據 とな 
す も、 クンツ ( Dl \ p Kunz ) tt これを 否定せ <>。然れ共如何にして此の如き多量の 
眞珠が聚集せられたるかはーの疑問 1^ して、實に一塚中ょ$發見せらる、眞珠 « 、 
現今 數箇 年間 に產する米國の淡水眞珠の全量に比敵する程 ^ 6と云ふ。南亞米 
利 加の 內地 土人に 就て は、 化 亞米利 加 に 於け るが 如く 眞珠を 使用せ る證 跡を 認め 
ずと雖、彼等も亦常にカラスガ匕科に屬する淡水介殼を用ひて裝飾 1^ 供せるな$。 

パラ グユィ (？| 0^ §7)の土人は、カラスガヒ科の介殼斷片を繫ぎて頸飾に用ひ、又 
懸垂裝飾 ^ 介殼の卵形塊を用ゆ -|| ,1>02) ^ 於ても亦介殼を圓形に切6或は茄 
子 形に 作 6て、頭髮、胸等の裝飾に供す。又小斷片に孔を鐵し、これに細糸を通して 
布に鏠ひ付け、屋狀其他種々の模樣を像るの風ぁ6。ブ1フダルのァマグン > 11? 
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眞 珠 七 ニ 

人の 墓を 流せし 時、 大形の 眞珠を 數多發 見した うと 5 ，ふ。 

歷史以前暗黑時代に於けるミスシッビ丨—地方住民、即ち塚作6の人種にも猶眞 
珠を 貴重し 穴る 證 跡 ?) う、 をは 彼等の 殘せし 塚、 殊に ( Ohio ) 州に 於け る も 
のに就て見ることを得るな$。 

ダ 丨ビ— ズ (Dn Edwin IL I)avis) は 曾て オハィオ 州の 一塚 中よ 6 多數の 珠形 或は 歪 
形にして鑽通せる眞珠を發見し、大なるものは徑四分の三吋*小なるものは四分の 
ー时ぁ 6 しと 云 ふ。 又 同 州 リッッ わ ミア ミの 溪谷 (Little g iami vallcy) lc 於け る 塚 
中よ プ |ツ トナ ム (prof. F. w. rlltml l a: 有孔 及び 無 孔の眞 珠六萬 個を 發見せ 6。 

ム —y—II: へ： 「叫 (w. w Moorel _ l ) の發 掘せ し 塚 眞珠は 、現に シハ T 人類 學館に 陳列せ 
るが、 其の 量 一^ TTT 餘 1 C して 徑三分 の ニ 吋 k 及ぶ もの ぁ 多く « 歪 形に して 
直徑ー 乃至 三 •三 ミ、 メ 、大 の鑽通 セる 孔を 有す。 同氏は 一塚 中よ 6 十 萬 個 以上の 眞 
珠を發 見した る こ と ぁ 6。 又眞 珠を篏 入した る 熊の 齒 四十 個を 發見せ 久 凡を 塚 
中の人類骨格の傍 ^ は常に銅片、雲母黑曜石、介殼等と其に多數の眞珠を認ひるな 
面して 此等塚 中の 眞珠 tt 元よう 幾年 間 土中に 埋沒 した 6 しが 爲めに 、總て 腐 


られニ兵卒にて眞珠六斤を得たるものぁ，りしと云ふ。又ァツ。へラへ > で1)0 ^ §- 0)ょ 
北方 三十 哩 に進軍せし時、其地の酋長ょ6賵6し物品中には貴重なる大眞珠の 
頸輪 ぁぅ しと 云 ふ。 而 して 此の 地の 社殿に 驚くべき 裝飾ぁ 6 、長3百歩幅四十步 
0 建造物にして、屋根は五六枚の編物もて蓋はれ£れには眞珠光彩を放てる介殼 
を遊列し、其間には大眞珠の紐を以て飾6犮れば、日光直射の際に《是等は相反照 
して 光彩を 放ち、 燦爛 として 眩き ばか 6 な 6 とい ふ。 又を の室內 はぁぅては眞珠 
の 紐は 縱橫 R 懸垂せられ、 四 壁 には 眞珠を 以て 飾れる 木像と 循 とを 立つ。 乙れ 實 
M をして 新世界 中 最も 驚くべき 壯麗の ものと 思惟せ しめたる ものな 



千 五 百六ト A 年、 リオ ？' ミナ I (so deMinas) ょ 6ブレトン岬 0 ^ )0 & . 2 - §) ^ 出でたる 
ダビ ツドィ ングラ ム (David Ingram) の 記载 にも、 こ の 地方の 眞珠の 過多なる 乙 とを 
述べ、土人の各小屋には必す多少の眞珠を見犮6£云へぅ。 

以上の記載 ^ ょぅても、眞珠は南方亞米利加印度人の普通の裝飾品にして、其好 
良なるもの « @ 長等の使用品とな6、又 @ 長、勇士等の墳墓には屍體と共 ^ 多量の 
眞 珠を藏 め ^ る ものなる を 知るべし、 甞てオ コネ ー(08!18)川犯濫して多くの土 
2£ 来 利 加の 眞珠 七 一 
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馘少せしめたるとにょ久眞珠熱は單に一時的流行として除々 1^ 消滅するものに 
して、從つて眞珠漁はー盛ー衰各地 ^ 轉々し、今：3に 6 6ては、1:^1^(1>| ^ 山脈 
以東の 諸 州の 水流は 殆ど 採 漁し 盡 S れ 、或は 採 漁せられ つ、 ぁる ものな， 9、 これ 米 
國に於ける白人の淡水眞珠漁業の槪況なり、然れ共、此地の先領者所謂亟米利加印 
度人、 « 歐人の發見前遠く太古ょ$これを漁し、裝飾の目的に使用し为るものな6。 

千 五 百 三十 九 年の K ジ ト I (Hericl Dc Soto) の、 フ & リダ ( 3 01 ふ呈ょ<>ミスシッ 
ビ r (Mippi) lc 至れる 大 遠征の 記事 中 眞珠に 關する もの 多く、 或は 社殿の 屋极 
に安置せる木彫の鳥の眼に眞珠の篏入したるを見、或は酋長等が長 5 五尺餘の眞 
珠 の 紐 を 頸 に 掛 く る を 目 擊 し、又 一 行 が ィ ( ma ) に 於 て 親 し く 土 人 を 集 
めて介の採漁法及び眞珠を採集する方法等を視察せし乙とぁぅ。又彼《處々に 
墳墓を發掘し或は社殿を破壤して、內に藏せる金銀眞珠等を掠奪し、其戰利品をニ 
分してー半を西班牙王に賵呈し、殘餘《分揃者 ^ 與へ左6と云ふ。蓋しこの遠征 
にょ 6 て 得た る眞珠 は 其 戦利品 中の 貴重なる ものな ろしな 6。 其 中 叫 「ノ ヒ 久 
Ar o utifachiqui ) に 於て 發 掘した る 墳墓 中ょ 6は 三百 五十 斤の 眞珠を 得た 6 と傳へ 


も、 其 後 も 時々 起る 僥倖 者の 話、 例へ ば 遊 漁に 行きて 圖らす も眞 珠を發 見し、 莫大の 
金を 得た る 農夫の 話、 或は ゥヰス コン シン (wilsiu) 州の ニ 漁夫が 小川に て ニ 個 
の眞 珠を發 .見し 一個 二百 弗に て賣 6 し 話、 或は ァーヵ ンサプ 、 (Aril) 州に 於て 一 
農夫が釣餌に用ひんとてー介を開きしが、圖らす桃色の眞珠を得ニ十五弗を得た 
るが、 後 この 眞珠 セントルィス (St. 1,011 55* )にてニ百弗 ^ て賣れた6との事などの傳 
說 は、處々じ眞珠熟を發生せしめ、各人皆河流に馳せて、遂に勞働者の缺乏を來し、地 
主《其の收獲物の始末に困難し、諸會社は傭人の無きに苦しみ、恰も濠洲 ^ ヰ ク ト 
丨リヤ (Victoria) 州に て 金塊の 發見せ られ たる 當 時の 如き 有 樣を呈 したる 地方 も 
ぁぅ しな ぅ。 ァ- カン サズ 州よ' Cs 產せし 眞珠を 送れる 小包 物に よ 
ィスの寶石商の店頭 ^ 山を爲せし事ぁ6しは、漸く七年前の事な6。蓋し一攫千 
金賭博的 0 この眞珠獵なれば、無數の漁業者悉く僥倖を得る能《す、殊に眞珠の如 
何なる もの かを 知ら s ' る 彼等 tt 、 總て 介よ 6出でしもの « 、皆寶石商に送付するな 
6、3れば中 12: « 物品の價格は送遞料をだも償は次るものぁ0しといふ。斯くの 
如くじして實利が多數發見人を失望せしめたると、又濫獲の結果忽ちにして介を 
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眞 珠 六 八 
又 大陸 內地 1C 產 する 淡水 眞珠に 關 して a 、 合 衆國ミ K シ ツビ t ( Mississippi ) 河流 
域に於ける眞珠に就て記载せるも 0 甚だ多し。元來延長幾千哩に亘れるその本 
支流の底に « カラスガ匕科の0§ ^ 昏>3長(梦283 ^ 导 ^ 1| 1. ^ 

屬 に 屬する 貝類 捿 息し、 其 殼 《光澤美麗にして裝飾細エに適す。今よ6十數年前 
始めてこの介殼を用て釦を製造する業開始せられ、爾來非常なる發達をなし、千八 
百九十八年に於て忒所用の殼七千噸、これよ6得犮る釦は實にニ百ニ十五莴 q 
づ 市價 五十 萬 弗な うしと 云 ふ。 又 rJ れ等 カラス ガヒ 科よう 生す る 淡水 眞珠 漁業 
は現時盛に行はる、も、曾て白人の移住後久しく顧みるものなく、その米人によ6 
て開始せられたるは漸く四十餘年前の事 3: 6。千八百五十七年 
- (New Jersy ) 州。 へ 丨タ - > l A ( pation ) 市 近傍の 一 小川よ- 0 、 重量 九十 三 グレ ーン 
の眞珠を得たるもの 6 0て、チツファ1ー1商會( ^ 穿1 ^ ^ 0 ?) « 乙れをニ千五百弗の 
價格を以て佛國の皇后に寶6た6。此報一度傳は6てよ6眞珠熟勃興漫延し、同 
州各地に多數の眞珠採集者を生じ、乙の一箇年間に於て紐育市場に送られたるも 
の實に 一 萬 五 千 弗に 及び 允う。 是 よう 千 入 百 七十 年の 頃 迄 a ： 漸時 衰退した うし 


墨國に於ては眞珠は非常汰豐富にして、古代ょ6これを裝飾に用；3た6"其の 
國主モ Z トズー tMMIIa ) を 祭れる 廟をば 眞 珠と寶 石を鐫 めた る 金銀を 以て 
裝飾し、市街に立てる多數の大偶像にも皆眞珠と寶石とを篏めたぅ、千六百ニ十六 
年 ト丨マ ( Tci ? 4 °1 が墨國を探險したる時の記載 ^ ょれば、此の地方に 
在 6ては眞珠は普通の裝飾品にして、勞働者の如きも帽子 ^ 眞珠の紐を繞らし、黑 
人の腕及び頸 1^ は純白の眞珠を着けたるを見、上流社會に至6ては眞珠を鐫めた 
る金帶を着用するの風あぅしと云ふり 

米國 k 於け る シンジ ユ 、 ガ匕 科 it 就て 今 R 知られた る ものは ® 印度 諸島 及び ブ 
ラジ ル 並 ^ グエ 4| ^| エラの沿岸に於ては印度のシンジユ、ガヒに似たる芩0 & — 
を 產 し、 大平 洋侧な る。 <ナ マ 灣 (Bay of 5 1 § 111 艺及びヵリ ^| ダ11ャ灣 (Gulf of Calif 丨 
ornia ) tc a : ク & 1ァフガ匕の變種なる ^ .301 ^ 8^ &: &3<111\1!1さ55 & 1目 ^* さを饒產す。又 
コ n ン ビァ 0 0111日1直の沿岸にも現に眞珠漁業行はると云ふ。かくの如き有樣な 
るが故 ^ 此等ょ6生する眞珠も亦此等の地方の住民にょ6て古くょ4採集せら 
れ 、使用せられ たる 乙と 勿論な 6。 
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a 珠 六 六 
介 1^ 入るべく、この >\° 丨9 ^! の海岸程眞珠の生するに都合ょき處 « ^ かるべしと 
思惟せ しが 故な 6。彼 « 如何なる介ょ6如何なる眞珠を生するやを知ら次，〇き0 
於此 n V ンプス ‘ は 部下を 督 して 大 It 眞珠を 搜索せ しめた 6 しに、 意外に も マング 
ロ1ブの根に附着せる多數のヵキ 1^ «: 眞珠を見出すこ， <1 1> く、且つ假令乙れある 
も甚 劣等の ものなる を 見て 大 U 奂望せ しが、 種々 探究の 結果 眞實の 眞珠は 深海に 
ある 介ょ CN 生す る ものなる を 確め ^ 0。 

起え て 同月 十五 日コ p ンプス は 遂 R 所望の 眞珠 場を 眞珠島 (Margarita Mand ) 及 
び キユ バ丨グ ァ ( cubagua ) R 於て 發見 セぅ。 但し ^ 處は旣 k 土人の 漁場と なれる 
所にして、一團の土人の旣に採漁 1^ 從事するを見穴るな ぅ、 =»| 口 ンプス の乘船 を 寄 
せて 之を 實 見した る 時、 j 人の 水夫 tt 彩色した る _ 器 皿を 打破して 其 破片を 土人 
のー婦 に贈6たる ^ 返禮として婦《頸 ^ 繞へる眞珠の紐を與へた4。 n pl ンブ 
叫これを聽きて页に土人に皿及び鈴を與へしめたる ^ 、暫時にして三封度の眞珠 
を 持ち 來れ 6。 ロン ブス は其中最大のものを撰んでこれを西班牙朝に送ぅし 
と 云 ふ。 
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南北 亞米利 加の n ロンブ K はょ6て發見せられたると同時 ^ 、東印度地方の眞 
珠の豐富なる乙とも並せて歐浏に紹介せられた6。然れども新大陸の土人所謂 


亞米利 加 印度人は 眞珠の 用途を 歐人に 學びし 1^ 非す、コロンブス等の到着せし以 
前古く よ 6 專ら これを 裝飾 1 C 用 s ye 6 しな 6。 


千 四百 九十 八 年 八月 七日 コ ロン ブスは。 リャ灣 Q ulf of づ£ ^ の海岸に土人 
を 會し为 る 時、 土人の 腕に 眞珠の 紐を 掛けた るを 見、 且その 海の 西海岸に 於て 採集 
せられ 穴る ものなる を聽 き、 甞て 「至寶 の 天然 產 物は 赤道 近傍 ^ 饒產 す」 と說 きし 寶 


玉商フ H 1 レ ル ( Ferrer ) な る 者の 言を 想 ひ 起し、 こ の 地の 眞珠 U 豐富な るべき を 推 
察した 6。 彼 興 後 自ら 海濱 1 C 至うて 實 際を 見た るに、 マング 一一— ブ樹 繁茂し、 其 水 
中 1^ 蟠蜒せる极には無數のカキの附着せるを視て、彼は大なる希望を抱きぬ。そ 


は彼はプ？11丨の唱へし「眞珠 « 介中汰落ちたる露 ^ ょ6て形成するものな6」と 
の說を確信せしを以て、上 ^ 枝葉茂6てこれょぅ落つる露は直は其根に附着せる 
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圓に上 6 しと 云 ふ。 愛蘭の タィ ン (Tyrone) 河、 スラ V I (81§ ^ )河 1 ^ も產しフィ 
ンラン K の 諸 湖ょ-り も 出づ、 此等皆 蘇 國眞珠 (scotch pearls) として 知られた る もの 
な 6。 斯く 著名な 6 し 蘇 國眞珠 《 近年 ^ 至ぅて 其產額 昔時の 如くなら ず、 少量の 
眞珠は猶市場に出づるも眞珠漁業としては存在せすと云ふ"歐洲大陸に6ぅて 
は Jc.ll , ベ (Elbe) 河の 流域なる ザクセン (Sachsen) 及び r I ブ •(Danule) の 上流 
丈 ルン (Boycm) fi 稍々 著しき 產地 な久佛 國露國 の 諸 川 亦 之を 產 す。 

然れ ども 歐洲に 於て 使用した る 多くの 眞珠の 供給は 此等 淡水 産に 仰ぎし に 非 
すして、 印度、 波 斯、 紅海 等 東洋 產の ものな 6 しな 6。昔時 ^ 6ぅて《印度產の物は 
陸路' ハク ト—ラ j ( Baktm ) を 經て裏 海を潢 ぎ 6、 黑 海の 沿岸なる -フ ophasis ) に 出 
でて 希臘に 入久波 斯灣ょ $は亞剌比亞を橫ぎ6て希臘に齎ら ^ れたるものな6。 
又羅 馬の 眞珠 は 戰 勝の 結果 戰利 品と して 得た る もの、 或 « 交易の 中心なる アレ キ 
サン广リーヤ府を經て、遠く波斯及び印度ょ6輸入したるものにして、これょ6して 
遂に歐洲全般 ^ 傳はるに至れるな纟。故に歐溯眞珠の大部は亞米利加發見前迄 
は 東洋 眞珠を 以て 供給せられ たる ものな 6 とす〕 


しむる處、遂 ^ 輓近五六年間に眞珠の價は倍加以上に騰貴したるなぅ。 

元 來歐洲 u a 海產な る シンジ ユガヒ 科の 棲息せ る ものな か 6 しが、 叫 ヱ 圳 吞|) 
水道の 開通の 結果、 動物の 分布に 變 動を 來し 、紅海 所 產のシ ンジ ユガヒ ( M . vulgaris 
は、スヱズ水道を通ヒて地中海のー部に鑛嗳久例へばチ刻ーープ、 ^ 目芨のが^—^1^ 
»! 〇 {11}08 ^ ^ )、或は埃及のァレキサンドリャ > 164目(11 ^ 等に蕃殖する ^ 至れヶ" 
又 近年 伊太利 人 ^ T o omba) なる 人 四十 年來 眞珠に 就て 硏究 せし 結果、 人 爲的眞 
珠形成法を案出し、饼太利半島の南端が 7 |! ^!| 火( 9 11さ3)の某所にシンダユ、ガ匕の 
移殖を 企圖せ る會 社を 起せし と 云 ふ。 

斯くの如く歐洲には海產眞珠を產せすと雖も、大陸を縱橫せる諸川、及北方フキ 
ンラン ド ( Finlaml ) の 諸 湖水は 皆 ヵラス、 ガヒ科 貝類を 產 し、 從 つ て 淡水 眞珠の 漁業 
は 諸 處 に 行は る、 な 6。 古昔に 於て 有名な 6 しものは英國產眞珠にして、殊に ^| 
I (Tay) コンゥ H 1 (Conway) 力 ムパ ーランド 0 1131>01.11151)等の諸 ;11 ょ- 0 產するもの 
は 美麗なる を 以て 顯著な 6 。此等は前述の如く羅馬隆盛時代に於て旣に交易品 
たぅし な 6 。 千 七 百 六十 年の 頃三箇 年間に 1 K r 川ょぅ 偸敦に 出せし 眞珠は 十 萬 
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ば 乙の 時に 於け る 帝は 恰も 眞珠の 雪を 被 6 たらん が 如く、 今 □を 晴 1 着飾ぅて 列 
席せる諸帝王の大使の燦爛たる服裝も爲めに顔色なかみしと云ふ。 

印度 波斯の 王族は 古昔ょ 6 多數 の高價 なる 眞珠を 所有して、 身 邊には 數千の 眞 
珠を附け穴6き。曾て或印度王子が着けたる裝飾は其眞珠のー個ー個が歐溯商 
人にょ6て數百萬弗と評價せられた6。此等の眞珠は其產源を錫蘭島と波斯灣 
に仰げるものなぅ。 ー千七百九十六年英國が錫蘭島を領有する ^ 至立し、同島の 
眞珠業《大 ^ 改良を加へられ犮るが、多年取6荒ら » れたる海底の事なれ.ば、容易 
1^ 其効を收むること能は次6き。十九世紀に入ぅて《南洋諸島、墨西哥、辕洲諸島 
の眞珠產地續々發見せられ、市場に出づる眞珠も年々其の額を增大し來4 * 6と 
雖も、文明の開發するに從つて奢侈的裝飾品の需要は愈增進するものな6、殊 1^ 十 
九 世紀の 末ょ 6今世紀に至6ては新漁場の發見せらる、もの 1> くして、眞珠流行 
愈 急な 6 、從 つて 需用 益增加 し價袼 日を 逐 ふて 騰貴す。 S れば 現今の 眞 珠の價 袼 
はこれを五十年前は比すれば約四倍な6と云ふ。歐溯の市場にょぅて支配せら 
る、此の裝飾品の價《、本邦にも影響したるのみならす、本邦に於ける流行の然ら 


斯 くの 如く 歐洲に あうて a 古代ょう 眞珠を 貴重し、 帝室 貴 顯の裝 飾. 品た るの み 
なら 卞 、之を 愛用す る こと 上下 一般の 風俗な うき。 從 て眞珠 は 頗る 高價な 6 しが 
n lcrl ンパス ， 0 。ぎ$|の亞米利加發見#、十六世紀 ^ 至うて新發見地ょ6多量に 
眞珠を輸入し、ー時に百六十萬圓の眞珠を齎せることあ6〇此供給過多に伴ふに 
價額低廉なる摸造眞珠の案出せらるもの 6 久又金剛石 0 面を切毽して正形とな 
す こと 發明 せられ、 更に 三十 年 戰爭の 疲弊を 受けて、 眞珠 の聲價 は 十七 世紀の 後半 
1 C 於て 大 に滅 殺せられ 穴う しが、 十八 世紀に 入うて 錫 蘭 紅海の 眞珠產 額 著しく 減 
少した る爲 め、 眞珠は 再び 其 聲價を 回復せ 6。 一千 七 百 •二十 七 年 プラザ ル 國に金 
剛石の產地發見せられて、年々十四莴カラツトの金剛石市場 1^ 出づるに至6しも、 
當時 貴族 令孃の 金剛石を 喜ぶ こと、 到底 眞珠を 求む るの 急なる に 及ば 次う き。 

千 八 百 五十六 年 露帝 アレ キサ ンダ 丨ニ低 > 10_5 ?: 1.1 - )が、戴冠式當日に於て着 
周したる衣服は實に非常なるものな63。布は濃厚なる紫色の天鵞絨なる‘が、乙 
れに金 線 もて 眞珠を 刺繡 し， 殆ど 其 全面を 蓋 ひて ^ 地は 見え 次る 程な 6、 彼の 眞珠 
裝飾は其の衣服 0 みならす、穿てる長靴も同ヒく眞珠もて全面を蓋；5た6。 5 れ 
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圖四第 

サレ テ •アリマる たけ 着を 珠眞 




十九年にして、其後ー千三百九年、ー千三：百三十四年、ー千三百四十年、ー千三百六十 
年、 一千 四百 九十 七 年、 一千 五 百 六十 ニ 年、 一千 五 百 九十 九 年、 一千 六 百 〇 九 年の 數 度、 
或は 法を 易へ、 或は 規定を 變 ヒて，百方之れが實施 1^ 腐心し、牧阏僧侶はロを酸くし 
て 奢侈を 戒めた 6 しと 雖も、 滔々 たる 眞珠愛 •賞の 怒濤には、 遂 1 C 何物 もょ く 杭し 得 
次 6 しど 是非 もな き。 

眞珠は又諸帝王の王冠に其の光彩を放てるもの多し、獨逸帝國の王冠は九 1& 紀 
1 丨ルス ほ£ .5: 大帝ょぅ傅承せるものにして、金線もて繫げる多數の眞珠ぁ6、又 
眞珠を 並列して CHUONKADUS DEI G 1 UTIA ISMANOKU IMFI®ATOK AUG の 字を 現せ 

第二 圖 に示せるは澳國の王冠にして多くの美麗なる寶石と眞珠を以て裝飾せ 
A-o ル 1ドグフニ 1{£ (3 ^ 民110の王冠に « 重3 1 ニ十カーフットの茹子形眞珠を有 
す と云ふ。怫帝の冠には三個の眞珠ぁぅ$、球形 ^ して重量ニ十七丄-六分の五カ 
ラ タトの もの ••及び 一 對の茹 子 形の 眞珠 重量 五十 七 •十六 分の 十一 カラ- ソト 、此 等の 
價格 三百 二十 萬 フランクな 6 と 云 ふ。 又英王 チ— ヤ ス ニ低 0 £2 ^ しの王冠は『 
ムウ r o OI_ay) 河 產の淡 水 眞珠を 以て 飾^ 〇 しと 云 ふ、 第三 圖 は 現 英國の 王冠な^ OG 


若し 彼の 女王 クレオ。 へ トラと 饗應の 競爭を な したる アン トー 一アス をして、 か、 る 
一皿を 有せし め ば 必ずや 勝利を 得 ^ 0しならん。 丁抹國 1 C 於て クソス チ アン 四 ® 
0 1ふ吾目1 <1 .)時代の勳章た6し四十五個の胸飾には各三個の眞珠を掛けた6き。 

3て眞珠の愛熠は決して北歐のみ ^ 限られたる 1^ 非す、十三世紀の劈頭ビザろ 
叫ン 帝國 s ysnzille Empire) の 瓦解す る や、 其 財 寶 « 移つ て南歐 # 太 利に 入久更 U 東 
亞ょぅ齎ら 5 れたる眞珠と驻に、べーープ、市に集積せぅ0 t ノア、 ビ f 、^m ^ l も 
亦 多くの 寶玉を 輸入 ^ 得犮6き。 へ ル キユ丨 ル デス ーア (Hercule cT Este) が 興 子息の 
妻 ^ ル クレ チア ボル ザ ヤ (Luizia Borgia) を 娶らん としたる 時、 ボル* ザ ヤの父 ボ ー •フ 
キサ ンダ II 四低 ^ 嚅>11 ^ 1.1 < )は眞珠を盛れる箱中 ^ 双手を掃入して、「此 
等 凡へ て皆汝 の 物た る 可し、 余は 汝が全 伊太利に 於いて、 最 美しき 最多 數の 眞珠を 
有する 貴女た らんと を 希 ふ」 と 云 S しと ぞ。 由來 ベー ースは 美術の 重ん せらる、 地 
なる に、 東亞ょ 〇 する 寶玉の 集中し 易き 位置な れば、 荔豐富なぅしと論を俟たす。 
從つ て" 當時 官憲が 奢侈の 風潮を 防壓せ ん とし ^ る 苦心 も 亦 遙 tc ffe の歐洲 諸國の 
例に 起へ たぅ。 眞珠 佩用を 禁 企する法の初て此地に布かれたる忒實.に千ニ百九 
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斯くの如きにも拘はらす、諸帝室に 6 .0ては乙の奢侈の裝飾品は決して廢る、 
こと ^ くして、或、は其の宴會卓上 ^ 眞珠と寶石を_めたる大盃を用ふるぁぅ、或は 
眞珠を飾れるー着ニ十萬圓の衣服を招ふる * 7リ、佛の — ヘン ソ t 四 ® (HI^J <1 .) の 
皇后が 王子の 洗 禮式上 1C 用 a たる 衣服は 三千の 燦爛たる 金剛石と 三 萬 ニ 千 個の 
輝ける 眞珠を ^ し ^ るものな6し1し1 マキシ ミリ ヤン (Maximilian) が フニ ル 千 ナ 

ン F 二世 (Ferdinand II. )の女 ^ 蹭4しは各千グル1アンを價ずる眞珠三百個を連たる 
紐な 6 き。 千 五 百 七十 九 年 パ ナ 「 ( Panama ) ょぅ 一個の 大眞珠 を 西班牙の 朝 ^ 齎 
せる もの ぁ久 其形狀 大 S 共に 媽 卵の 如し、 重量 三十 三 五 カラット 價格ー 萬 四千 四 
百 デ 力、 ソトと 云 S 、 後 王室 寶石 鑑定 官を して rJ れを視 て 三 萬、 五 ^ 遂 1 C 十 萬 デ カタ 
トと 叫. ばし め ^ る ものな 6 。 C の 稀 有の 大眞珠 a ^ Figrina : と 命名せられ、 千 六 
百 五 年 フィリップ 三世の 妃にょ 4 て， (Madrid) の 大 舞踏 場 裡を輝 かせ 
ぅ 「、千 六百ス 十 年 フィ ソップ 二世ょ^ 〇 皇后 エリザべ ス (穿 §ぎ ? ) に赠 .◊し 高價な 
る サラ M 料理 0 名) ぁ 6しが、所用の菜葉 « 大形エメラルドを以て形ど<>、これにル 
ビーの 酷と、 黃色ト パ -ッの油を用ひ、これ ^ 加味する鹽 « 實に眞珠な6しと云ふ0 


風甚しきものぁるに及んで、これを防壓せ /1 が爲めに法律を布くの要ぁるに至れ 
6 、 千 三百 年佛帝 フィ リツ T (Fhilirp IV.) は 一般 市民の 金と 寶 石を 装飾に 用 ゆるを 
禁じ、 其 後代々 の 帝 皆 同樣な る 禁止を 勵行せ 6。 千 三百 四十 五 年 FFT ( ulm ) に 
於て規定せられたるものは、未婚の女は衣服 12: 眞珠を用ふ可からすとなし、千四百 
十一 年ツ I リヒ 及111. 0 1)に會議し規定し穴る質素法に據れば、婦人は唯ー個の眞珠 
頭飾を所持することを許 ^ る、も、重 » 十ニオンスを超過すべからすと ^: せ6 
然る U かくの 如き 規定 a 却つ て 貴族の 虛飾 心を 刺激し、 眞珠裝 飾を 用 ひ 次る こと、 
これを所持するものは全然他人の目 ^ 觸れ次る樣に用ふべきことの申合を決議 
せし むる に 至れ 6、 一千 四百 七十 九 年 フランク 國法は 騎士に 陪 して 武技 k 列す る 
ー般貴族は帽子に附したる紐を徐くの外眞珠を佩用することを禁止し、ゥ 3 J , 
ス (wcmls 1 495 )、 アウス ブルダ (Allsblu'g 1 498 ) フラ ィ ブル ^! (Freiburg 1 530 )、サキ > ー一了 
(saxony 1 612 ) の議會 相次で 同樣 な る 法律を 出せ- 0 、 又 ハン プル グ (Hamburg) tt 於て a 、 
千六百五十年令して婦人は金鎖を用ゆることを得るも、眞珠或《金剛石を以て飾 
る こ とを 禁せ ぅ。 
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め、 個人の 裝飾 tc 用 ふる 眞珠の 嗜好 益 盛と な 6、 貴公子 a ： 其 所有を 誇らん が爲 のみ 
U 非す、 其 魔力を 信す るの 結果 戦場 k 迄 をを携ふるに至れ6。3れば冠婚の儀式 
に、撰擧凱旋の行列 ^ 、盛に眞珠が競ひ用ひられたること別れ警するを要せ次るべ 
し。 金剛石の發見せられ为るは八低紀の頃なれども、其面を正しく切漦する方法 
の案出せられたるは十五低紀の中葉なれ，ば、當時眞珠の寶石中の雄とせられたる 
乙 とも 推して 知らる 可し 

十四世紀以後化於ける眞珠愛玩者の名は玆に牧擧するに遑あらす、チャ|丨|ル^ 

禿侯 ? 1 8 〇1§168|;0〇£1433丨77)がー千四百七十三年五千人の綺羅を飾れる騎士 
を 從 へて トレべ ス ち豸ゑの議會に臨み左る時碧け左る金衣は镡額ニ十萬フロラ 
ンの 眞珠を 以て 飾られ 穴 6 しと 云 ひ、 一千 四百 七十 五 年 富 人 「ョ ニ f go ) が。 ホ 
1 ランドの， シ •ミ-ル 三世 ( pvsimil * 11厂) の 女へ ド ヰヒ ( 110 ( 1 \ |» )と結婚し 7 ^ る際 ^ « 
眞珠の 海を 見る が 如き もの あ 6しと云ふ。當時の王侯貴人 0 背像の今日に殘れ 
るものを見る 1^ 、男女の別なく帽子衣服に大なる眞珠の群が6附着せるものを見 
るな 6。 かくして 眞珠 流行の 高貴の 間の みならす 廣く 一般 庶人に 傳播 し、 奢侈の 


げて パァヨ T (Noyon) 市の 監督 牧師と 爲 し ^ I ント H 。 7 (St Eloi) の 名を 與 へた 
れば 、牧師の 獎勵の 下に、 國內の 寺院は 眞珠其 他の 珠玉を 彫め ^ る 殿堂、 禮服、 書籍、 器 
具を 備ふる に 至 6、以後數世紀の間寺院は常に顆多の寶玉を藏すること、なう穴 
6。 シヤ M レ マン 大帝 (Charlemagne) の沒 後、 帝國は 四分五裂して 今日の 歐溯 諸國の 基 
をなし、九世紀には ノレ マン 人 ^ 。|呈侵略し來6て諸地の寺院を破壤し、其財寶 
を 掠め 去う、 十 世紀、 十一 世紀は 歐洲 U 於け る 美術の 暗黒時代を なせし が、 しかも 東 
歐の 寺院 a 信徒が 天國の 慰安を 購 はん が爲 め it 喜捨す る寶 玉を 得て、 盛に 其 聖壇 
を 飾 4 得 ^ 4 しな 6。 此 時 ^ 當 6 偶 ^ 淡水 眞珠 の英怫 等の 河流ょ 6 產岀 する も 
の ぁ 6、 光澤 色彩 東洋ょ 6する海產のもの ^ 劣れる ^ も拘 « らす、彼 ^ 比して大に 
得 易 かう しが 爲め tt 、 廣 く歐洲 人民の 注目す る處 とな 久 從つて 眞珠裝 飾は 歐洲上 
下 一般の 風俗と ^: 6 異 ん ぬ。 加 之、 羅馬以 來單 は裝飾の用にのみ充てられし眞珠 
は、他の寶玉の如く、否彼等 ^ も增して、醫療魔法等の用 ^ 僎せらる、 ^ 至6犮るを 
以て、 眞珠 it 劈す る 需要 頓 1 C 暴騰せ う、 而し てこ a 主として 亞剌比 亜の 風習の 輸入 
せられ龙る 1^ 起因せ6。更に十ニ世紀十三世紀は及びては、騎士制度の生せし爲 
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地 ^ 集積せ次るを得次6しがためな6。羅馬衰ふるに至6ては、眞珠集積の中心 
は 移うて 一に 此地に 歸し、 コン K タン チノ 1プル过實に美術裝飾流行の焦點とな 
れ 6、 ラ V ンナ (一 Ravla ) にある サンピ タレ (8目 5. ^ 1〇) 0' 禮拜堂に見らる、有名なる ^| 
ザィック ^ はユスチァ^^帝(，1§ ^ 111483丨565)が寶玉に被 « れ犮る王冠を戴き、皇后 
が 三 列の 眞珠に て 取 回した る 王冠を 戴き、 冠ょ 6 « 胸のぁた6まで垂れたる眞珠 
の 紐の 下れる ことを 示せう、 當時 帝王の 用 a し 飾う a 實 に 羅 馬の 最も 豪奢を 極め 
たる 主權 者の それに も 勝る こと 實に數 等 ^ るを 常と し ^ ， 9 しな 6。 

眞珠の重んせられしは啻 ^ ’^^^丨ゾ^パ彳丨—^^のみ 
たる ゴ I ト 〇 〇 01 )人忒眞珠の嗜好を化方 ^ 齎らし、遂 ^ 之れを全歐に傳播せしめ 
た 6 。 而し てゴ ート 人の 掠奪し 得た る羅 馬の 貴 品 重寶忒 又もや， rrlryl ^ l A ? . p 丨 
一一 1 の爲に耗盡せられぬ、 § れ ば 叫 ラン ノノ 人が 六 七 世紀に 於て 歐洲國 民の 最上 位 
に昇ると共ヒ其の都市の宮殿寺院は饒多なる寶玉を以て飾らる、 ^ 至6ぬ、就中 
ダ ゴバ r ト王 B agol — G 23 丨 638 )は 印度 波 期の 王と 豪奢を 競； 5 たるを 以て、 益々 此 
等の風潮を盛 ^ らしめた4とす ^ つ王は寶玉師1ソギゥス(1っ1 ^: §588|659)を擧 


て長く胸の上部に懸くるな6、如斯く三紐を用ふるを ^ &目111と稱し、ニ本のもの 

を 1311 5* 11日'單ーの時 « 1\101 £: 0と稱す。 

帝王時代 ^ 於ては、耳に大眞珠を懸ること流行した6しが、其風下流 1^ 及ぶに至 
6て、上流の貴婦人は專ら茄子形の眞珠を用ふる汰至れ久之の眞珠を1^11|11(尊 
重 眞珠の 意 1稱す、又時 1^ 眞珠とユメラ, 1''' を幷用す、乙れ色と充彩の對照美なる 
のみならす，頭の運動につれてー種の妙音を發するが爲な久この飾を 9 .| 5* と稱 
す、 小 鈴の 意 ^ る Crot alum ょ 6 岀 ^ るな- 0 。 

耳の みならす 指に も 亦眞珠 の裝飾 を 用 ゆる あう、 甚しき は 脚部の 裝飾じ も ■用 ふ 
る ^ 6、 斯 くの 如く 奢侈 甚し 41/時 ^ 當，リて之を攻擊するもの亦勘なからす、ーー百年 
の頃 ^ 於てテグッリァン(1 2 111 5 目)の <1 れを諷したる語ぁ6、「一本の紐 ^ 百萬セ 
丨スタス！頸に、耳 1^ 、指に總て尉寶なきはなし、實 ^ 婦人は己の所有せる財產を擧 
げて 己の 體 k 運べる ものな 6、 虛飾 も玆に 至うて 極まれう と 謂 ふべ し」 と。 

羅 馬の 盛なる 頃、 更 k 東方に 寶玉貴 品の 集中 地 あ 6 き、 をは コン スタ ーチ ノープ 
, 府な 6、 蓋し 此地 は 歐 55 貿易の咽喉を約せる地にして、東方ょう來る眞珠は勢此 
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彫め たる ミュ ー ズ 女神の 寺院が 作られた る ことを 記せ 此外當 時の 有名なる 
英雄貴人は皆絕美なる眞珠を得んことを望みたるもの、如 く、 ジュリアス、 女 1 ザ 
I (JurilLS casar) a: 殊に 眞珠の 嗜好 者と して 有名なる ものな うき。 彼の ブ， 丨タ 
ス (Bmtps) の 母 サービ ソヤ (servilia) に 與へ たる 眞珠 は 實に 四百 萬圓を 投 b て購 
a たる ものな うと 云 ふ。 ス丨 トー ーア叫 (sulias) の說 It ょれ. げ 、彼の 不 列顗大 遠征 
は 眞珠を 得ん と 欲する こと 蓋し 女 丨ザ ー 帝の 眞 意の 一部な 6 しと、 果して 帝の 凱 
旋するや、蘇國眞珠を以つて餘れる手循を齋し歸6て、之れを$?ネトリツクス女神 
{VIS Genetrix) の 神殿に 捧げし と 謂 ふ、 蓋し 當時旣 に 英國產 の 眞珠 、殊 It 蘇 國眞珠 は 
著名なる ものにして、 英 國と羅 馬との 交易 品の 一な 6 しな 6、 又 女王 n ジヤ 

( Lollia づ|)の頭髮に、耳 ^ 、頸に、指に總て眞珠の彩れるを見る、興の價格四百萬 
セス ター K (約 二十 萬 圓と算 せらる、 而 して/ 0れ等は實に諸外國ょうの戰利品な6 
しと 云 ふ。 

當時羅 馬の 風俗、 貴婦人の 頸 飾に tt 三本の 紐 ぁう、 i Ji 頸の 周圍を 繞らす に眞珠 
の紐を用ひ、他のニ本は靑色或は綠色の寶石と眞珠を混したる紐にして、頸を繞う 


美術を 好みし 希臘 人が 眞珠を 愛用し ^ るは ホ r マ-の ィリァ ツド 、ォデ ツセ ィ 
ニ 編に 「三重の 漏」 と 名 づけて 呼べる に 徵する ことを 得べ し。 古代の 希臘 人が 眞珠 
を 辱 ^ る hi ； 主として フィ 一一 キ 7^| の商人の手 1^ ょ6て東亞ょ6したるものなるべ 
し/ アジ スト 丨 ト\ の 門人 テ オフ— ラー ス — VI ( The 61 > hl.ast 372 丨 287 R P ) は、 眞珠は タヒラ 
ギ に 似て 稍 小なる 貝ょ 6產するものにして、高價なる頸輪を作るに用ひらる、も 
のな 6 と 記せぅ、 蓋し 紀元前 五 世紀の 波 斯戰爭 は 大 1 C 希臘 人の 眞珠 1 C 關 する 智識 
を 鑛めた 6 しなる 可し。 

希臘 の眞珠 R 對する 嗜好は 移ぅて 羅 馬 ^ 擴が 6、マルガリテの名は普く人ロ 1^ 
上る に 至 6 ぬ。 » れど羅馬人は良き眞珠をユーーォと呼び"惡しき眞珠をマ产ガリ 
1 K と 呼ぶ を 常と せ 6。 羅馬に 眞珠 の饒多 と な 6 し « 紀元前 七 八十 年頃 ミトラ ダ 
Tq 征討と ボン。 へ ウス 丨 の 雄飛せ し 頃ょ 6後の事に て、プリ'| *| は紀 元前六十ー年に 
行は れ穴 るポム。へイ の 凱旋に 際して 眞珠の 冠 三十 三 個、 多くの 眞珠 飾、 及び 眞珠を 
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要なる 貿易品た 6。 又波斯 王のタ ベル 一一 1 ルょ 6 購ひし 眞珠は 實に百 八十 萬圓 
な 6 しと 云 ふ、 甞て 王の 怫國 世界 博 覽會に 出品した る 眞珠の 紐は 各々 豌豆 大な 6 
しと 云 ふ。 

波斯國に眞珠の行 « る、に至6しは甚だ古き事 1^ して、史籍に徵すれば、實に西 
曆 紀元前 七 世紀の 頃旣 に普く人ロに嚐炙した6しもの、如し。 今日^! TT 宮 
の波斯部に陳列せらる、1 頸飾6は近頃モグガン氏が波斯王の冬宮の在6し地 
なる ^| サ(8|) ^ て掘出 5 れたる王子の棺中 1^ 見出し为るものなるが、少くとも 
西曆紀元前四百年の時代に造られたるものにして、今日迄に發見せられ犮る最古 
の 眞珠を 用 a たる 頸 飾な 6 とど。 

亞剌 比亞人 の 眞珠を 貴びた る ことは¥1^の中特に其樂園を叙するに之れを 
引けるにょ6て知らる、例へば「散ぅ布ける石 « 眞珠と風信子石にして、木の杲 « .眞 
珠と綠玉な，リ、天國の怡樂を許 » れたる人々は眞珠と風信子石と綠玉との帳を垂 
れ、類な§光澤 6 る眞珠の冠を戴き、潜める眞珠 1^ 似たる美しき女に侍づかる」と云 
ふが 如し。 


と唱ふ、 » れば一盃の酒價 « 將に六十萬圓な6しな6、驚くべき高價ならすや。 » 
れど按するに、主として炭酸石灰ょ6成れる眞珠が酸類 ^ 遭へば有機物を殘して 
他は溶解するものなれども、今重量一厘の眞珠を取6稀薄なる酸類を以て溶解せ 
しむる 1^ « 十時間以上を要す、女王の持ちしと云ふ大眞珠を飮料に供する酸類を 
以て 卓上に これを 溶解せ しめん こと 決して 爲し 得る こ と ^ 非次るなぅ、 » ればこ 
の 傳說の 如き 事實を 誇大した るに 過ぎ 次らん。 

埃 及眞珠 U 關 して « 印度ょぅ 輸入し 穴る ものな 6 との 說われ ど、 元來埃 及の 沿 
岸紅海は著名なる眞珠の產地な夂此處に « 印度と同じく小形の ^ 0^11. &: £|含 ^ 1士 
あ 6 、 又ク n 〗ア フの變 種 M . margaritifem vai\ 2 7 th 1_1.を產す。をの漁業の中心 « 
FTT (Jicl (一 a) にぁ 6、又紅海の北部埃及沿岸にも大漁場ぁぅ。 是を以て考ふるは 
埃及眞珠は自國紅海の產ならん。波斯灣忒眞珠漁業地 1^ して、五千の漁船專ら眞 
珠漁 に 従事す と云ふ 、漁場は シ 卩 (sharja) ょぅ d nl ; "!l y(Bidul ^ ^ 

及び ボーレ I ン (Bohrein) 島 附近 等 其の 主要なる ものな 6 。 此處に も 亦 M. vulgaris . 
及び クロ テフ ガ h の變種 M. sargaritifeTa var. persica を 饒產 す。 從 て眞珠 « 埃 及の 重 
印度 希 伯來埃 及の 眞珠 四 九 


ものは 誠は 眞珠な るべ し」、 彼 答へ て 「余は 眞珠 に對 する 稅を拂 は ん」、 是に 於て、 收稅 
吏 a ； 遂 1 C アブラハム が税を拂ふことを拒む可き物を云ひ當て得次るを知うて、 
「卿 a ； をの 箱を 開きて 何物の 入れる かを 一見せ しめ 次る 可から ? と、 かくて 箱は 
開かれ たれば 四方 遽 1 C サラ： ァ— の 美の 光に 照う 輝けう (意 譯 )。 

是等の 記载 ^ ょ6て當時眞珠の如何 ^ 貴きもの龙6しかを推することを得る 
なう。 

埃 及 人は 男女 共に 特有の 背 憑を 用； 5 ピれを 装飾す るに 亦 眞珠を 使用す。 埃 及 
眞珠は就ては女王 クレオ。 ハトラ に 關 して 有名なる 傳說ぁ 艷麗ク レオ。 ハトラ 
女王 最眞珠 を 愛す、 就中 左右の 耳に 懸れ る眞珠 « 歷史 ぁうて 以來 最大の ものな 6 
と傳へらる、ー日女王 « ァント11 — 0饗應の競爭に勝利を得んが爲一方の耳ょ6 
眞珠を 取う 外し、 之を 酷を 盛れる 器 中に 投 b て 溶解せ しめて 饗した るが、 女王 再び 
他方 0 耳ょ6眞珠を取らんとし为る 時、 ル シヤス 、プラン カス 出で、 女王の 手を 押 
へ 勝利は 判然せ 6 と 宣言し 漸く 止む rJ とを 得た 6。 而 して 此殘れ る 眞珠は 二分 
して 神 1 の 女神の 耳輪に 用 a たうと 云 ふ、 後世 此眞珠 を評價 する 者 一個 六十 萬圓 


また天國は好眞珠を求んとする商人の如し、ーの値たかき眞珠を見出 5 ばその 
所有を 盡く寶 て 之を 買な 6。 

同 第 七 章 第 六 節に 日く。 

犬 H 聖 物を 與 ふる 勿、 また 豕の前 H 爾曹の 眞珠を 投與 する 勿れ ^ 々。 
約翰默示錄第ニ十一章第ニ十一節に日く。 

十ニの門 « 十ニの眞珠な6、云々。 

又希伯來人が如何に眞珠を貴重したるかは次の物語を以ても知る乙とを得べ 

し。 

埃及に近づくやァブラハム( ^> 1^11目1)はサラァ(8|11)を箱の中 ^ 潜ましめて、 
異國 人が 其 美を 見る こと 勿ら しめ ^ 6。 かくて 關稅を 拂ふべ き 所に 至 6 ける 
に、收税吏は云ふ「卿は關税を拂ふべし」、彼答へて「余は税を拂ふべし」、彼等日く「卿は 
布を 携へ ぅ」、彼日ふ「余は布化對する税を拂はん」、彼等次で日ふ「卿は金を有て6/彼 
答ふ「余は金に對する税を狒ふべし」、彼等又日ふ「卿 « 必ずや最美しき絹を有てる 
ならん」と、彼答へて「余は最美しき絹に對する税を拂ふべし」、彼等日ふ「卿が携ふる 
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出 » し'其の元價のニ倍を以て買上ぐるな久如此きが故に マ ーパ I 王の 所有 
せる 眞 珠の數 は 實 tt 無量に して 算すべ から 次るな 6。 

希 伯來人 もまた 古 來眞珠 の 愛玩 者な 6、前 ^ 述べたる如く希伯來語にて眞珠《 
1)|11と云ふ、而して其の古き眞珠の記載 « 聖書に見るを得べし、即ち約百記 9 ド, 
Book of ^ 5 第ニ十八章第十八節に日く 

珊潮も 水晶 も 論に / a ら す、智慧を得るは眞珠を得るに勝る。 

箴言 (Flrb of 801§§)第三章第十五節に日く 

智慧は眞珠ょぅも貴し.汝の凡ての財寰も之と比ぶるに足らす0 
同 第二 十 章 第 十五 節に 日く 

金 も ぁぅ、 眞珠も 多く ぁれ ど 貴き 器は 知識の くちびるな 60 
同 第三 十一 章 第 十 節に 日く 

誰か賢き女を見出すことを得 /1 、をの價 « 眞珠ょ<>も貴し。 

基督 « 人 ^ 敎ゆる際 ^ 實きもの、比喻として能く眞珠を用ひ为6。 

馬太傳 十三 章 第 四十 五節 第 四十 六 節に 日く 


とを 以て 飾ぅ、 其の 周圍は 眞珠の 紐を 繞 らし、 天銮の 頂上に 一羽の 雀 孔ぁ么 體は金 
製に して 其の 鑛張 せる 尾は 靑 色の サフ ァィヤ 丨と種々.の色彩寶石を鐫め、胸には大 
形の ルビ ーぁ 6、 此處に 又 茄子 形の 大眞 珠を懸 く 其の 大 S 五十 カラット 稱せら る。 
而し てこの 天蓥は 十二 本の 柱の 上に 安置せられ 、この 柱 a ： 皆 球形の 六 乃至 十 カラ 
ット眞珠を以て圍繞せられたぅ-且 0 天蓥の左右に高 § 七八尺の凉傘ぁぅ、赤天鵞 
誠に眞珠を繡し犮るものを以て張ぅ、柄は金剛石、グビー及び眞珠を彫めたぅと云 
ふ、慮ふに印度は世界の寶石遊に眞珠の寶藏な6、甘；(の帝王の威を以て王冠を作る 
かくの如かぅしもの敢て怪む |^ 足ら次らん。 

マルコ ポロの 印度の 眞珠に 關する 記載に マ ー パ I ( g aabar ) のこと を 記せぅ 
マ 丨パー £ « 印度大隆のマナ丨海 0 1氏 2, 客111_1.)沿岸地方を云ふ ^ ぅ、其の記述 

U 日く 

マ ーパ 1王は百四個の眞珠とルビーの紐を頸 ^ 懸け居れ6、この國にては半 
サギ 方 (89叫叹0とは一方ンスの六分のーを云ふ)以上の眞珠は總て國外に出すを 
許3す、且つ年じ數回令を出して大眞珠或 « 寶石を有するものは悉く王の許に 
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眞珠 四 四 

又 講堂 精舍 宮殿 樓觀皆 七 寶莊嚴 自然 化成 復以 眞珠 明月 摩 尼 衆寶以 爲交 露覆鉴 

其 上 云々。 

無量 寶綱彌 覆 佛土皆 其 金 縷眞珠 百 千雜寶 奇妙 珍 異莊嚴 交 飾 布 四面 云々。 

この 經 は 釋迦 0 作に して 天竺 康僧藏 鎧の 譯せる ものな 又佛敎 に 所謂 七寶 
なる もの ぁ久內 に鉢摩羅伽と稱するものぁ6、翻譯名義集に日く 

鉢 摩羅 ft 、 梵語 鉢 摩羅 伽、 華言 赤眞珠 、佛地 論 云、 赤蟲 所， 出、 大智度 論 云、 此寶 出 # i 腹中； 

其 色 明瑩、 最爲 ，殊勝； 故名爲 ，寶。 

女ッぺ ン (Koeppon) の寶 石の 記述 (Natural Hktoi 7 
を梵語 ^ て ^ 01 5.* | 5: 1と云ふとぁ〇、梵語 ^ て眞珠は；！\1111を1と云ふこと前 ^ 述べ 
穴る が 如し。 

十七 世紀の 中頃に 航行した る タべル 二 丨ル 9 ミ— ゑの 記載に ょれば、 當時印 
度の 風俗、 上下を 通 b て 皆 眞珠を 以て 耳を 飾 6しと云ふ。又結婚の儀式には必す 
眞珠を用¥、これ其の女の淸淨無垢なる乙とを表明するな6と云ふ。印度1^ ^| 
叫帝の王冠の記載を見るに贅澤實に驚くべきものぁ6、天蓥は全部金剛石と眞珠 


印度 希 伯來壤 及の 眞珠 

印度にぁ6て « 、流石世界に有名なる眞珠の產地とて、其の1れを貴重し犮るは 
古く歷史以前にぁ久漁場は印度半島と^^^ 0 % §)島の間マナー灣(9氏 2, 
窆2|1.)な久貝の種類 « 小形スして學名を ^ 盖写藍|31 0? 0,1 5* と稱し'本邦のシンジ 
ユ ガ匕に 酷似し、 或は 同種に 非す やと も 思考 せらる、 な 6。 

暗黑 時代に 於け る傳說 H 、 クリス テ ( Krishna ) と稱 する 神、 海中ょ 6 眞珠を 獲て 乙 
れを 印度に 傳來 し、 其の 女。 ハン ダィア ( pandaia ) を 飾ぅた 6 と 云 ふ。 ミトラ (Mithra 
太陽の 神) の 神 像に a 眞珠の 紐 ( 眞珠を 貫きて 珠數 繋ぎ U せる ものを 云 ふ 以下 同 b )、 
並に眞珠の耳輪の裝飾 6 久又眞珠或は金剛石は種々の神像の眼に揷入せるもの 
多し と 云 ふ。 

怫敎經 文中に も眞珠 の記载 多し 妙法 蓮華 經普門 品 第二 十五に 日く 
若 有 百 千 萬 億 衆生 爲澴 金銀 瑠璃 磾 磲碼瑙 珊瑚 琥珀、 眞珠 等寶云 々。 

怫說無 量 壽經に 日く 
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介を指せるものにて、庶物類纂に記せるが如く「鮮一名珠母」な夂又珠母は介の肉を 
稱 する とも あ 6 即ち 庶物 類纂 ^ 日く 

取，小蚌肉食，之、常曝乾、謂“之珠毋客桂人率如晡、燒，之以 11 \酒肉有 10 珠；云々。 
何れにしても 眞珠 を產む もの、 義に して. 英語の 01 2- 〗§ 2, ^ |1とは指すものを 
異にせぅ と雖 も、 眞珠の 母と 云 ふ 意 ある こと 東西 相 通せる は 一 奇と謂 ふべ し。 


玆に 廉洲と 云 a 、 或は 合浦縣 又は 威 寧 縣と云 ふはい づれも 皆廣東 省の 地名な ぅと 

いふ。 

リッテル ( Ritter ) 亞細亞 地誌 (Erdkunde ¥§ > 81目)に福建海峽の支那沿岸にも眞珠 
漁 行 a ると 記載せ 6 と 聞く。 我琉球 及び 臺灣に クローグ フガ ヒを產 する ことよ 〇 
視れば、福建省の適當なる部位にも亦これ有るべしと雖も、果して此處に眞珠漁業 
行は る、 や 否や a 詳かな らす。 

支那は中古印度と交易するに至ぅて海產眞珠を盛に輸入 し、 マ， n ポ—叫 は フユ 
( Euju ) は 其の 交易の 中心な 6 と 記載せ^ 0。其他 ^| ィリ ソビン 群島よ 6 來るも ぁ 
ぅ、 又 近世に 至 6 ては 南洋諸島よ 6 も 輸入せ 6、かくの如きを以て普通には蚌珠と 
は 唱へ次 る もの か、 ロブ スチャ ィ， ド 氏 著英華 字典 ^ は 珍珠と ぁ- 0て蛛珠とは見 
へす。 

眞珠 光彩を 有せる 介殼、 (例へ. ば ーァ フガヒ の 介殼) を 英語 H て Motherofp —一 獨語 R て 
Ferlmutter 1 謂ふ。又支那にも珠母なる語ぁ 6 、本草圖經に「生，於珠牡；俗謂，之珠母，」又本 
草 衍義に 「珠 母與 n 廉洲珠 母〗 不 ，一 相 類 こなど云へ久即ち玆に云ふ珠母とは眞珠を生ずる 
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又 海產眞 珠に關 する 記載 ぁ 6、 白 虎 通に 日く ^海出明珠」と、即ち特に海にも眞珠ぁ 
4 と 云 ふな 6、s れど 支那には 太古に a 淡水 眞珠ぁ 6 て、 海 產眞珠 の 知られた る a 
比較的後世に屬するが如し、本草綱目に日く 

熊 太古 冀越集 云、 禹貢 言淮夷 _ 珠、 後世 乃出嶺 南。 

嶺 南とは 廣東 省の 謂な 6 。 元來 支那 廣東省 東京 海は ク n 1 ァ フガヒ (Margaritif— 
3|肖藍§.)の產地にして、漁場 « 廉洲半島の南、蓬萊島並に雷洲半島にぁ6、其の產 
額 一千 八 百 七十 五 年に 約 四 萬圓と 云 ふ (M. Weber : Pearls aud Pearl-Fisheries • にょる)。 
この地方の眞珠に關する記載亦 1> からす、本草圖經に日く 
今 出廉洲 、北海 亦 有 之、 生，， 於珠 牡； 俗 謂 = 之珠 母； 云々。 

庶物 類纂 ^ 日く 

廉洲志 云、 合浦縣 海中、 有 n 梅 靑嬰三 池； 蟹 人每以 _,長繩，繋腰、_籃入，水、拾，鮮入，籃即振，繩 
分 舟人 。急 取， 之。 

又 日く 

威寧縣 、有 。穿洲(其上多，珠。 


眞珠の產すること « ソッテル 9 ま 5 の 12 細亜地誌 9 1 パ ?? 11510 511> ^. §)及びァミオッ 
ト ( Amy ot ) の Transaction of Royal Asiatic Soociety 11.等 1 ^ 記載せるあ6と云ふも、今この 

書 手許 it なき 故 詳細を 知ぅ 難し。 

太古に於ける眞珠の記事 « いづれも淡水眞珠に，關し左るものな夂周の應賓(紀 
元 前 一千 年の 頃と 稱 す) の 著なる 爾雅に 日く 
以，金者謂，，之銑；以，蜃奢謂乏姚；以，玉者謂，之珪； 

註 日、 金 蚌玉飾 U 弓 雨 頭； 云々。 

說文云、唇屬郭云即唇也、謂„老產，珠者，也、一名蛛、ー名合漿、周禮 1^ 之貍物； 
即ち周の低旣に蚌を以て裝飾に供せしな60更 ^ 古きを書經とす、その禹貢の篇 
に 日く 

厥 貢、 惟 土 五色、 羽— 映 夏- 翟 、曝-陽 孤-桐、 泗-濱 浮-崎 淮-夷 罐-珠 、曁 魚。 

淮 夷とは 今の 江 蘇 省淮 水の 上流 地方の 稱な 6、 而 して蠛 は 蚌の 別名な 久 則ち 知る 
支那に あぅて は 五 千年の 昔、 淡水 眞珠を 貢物 it 徵 したる. 乙と を。 而し てこの 書經 
中の記載は世界に於ける眞珠 ^ 關する最も古き記载の一なぅ。 


眞 珠 三 八 
中の 蚌珠 に關するものは其のー例なぅ、 

又庶物類纂 ^ 

本草 衍義 日、 眞珠 小兒驚 熟藥中 多用、 河 丨北 塘丨灤 中、 亦 有菌 及， 寸 者； 色 多微紅 、云て 
河北とは河南省の北にして黃河の北方を云ふな久且つ色多微紅と云ふこれ明 
に 淡水 眞珠な 6。 

本草 綱目に 日く 

蜀 中、 西 路女瓜 出 者、 是蚌 蛤產 也。 

蜀中とは今の四川省の地なぅ、故にこれ亦淡水眞珠を云ふなぅ。 マルコ、 ポけ も 
亦 支那 淡水 眞珠に 關 して 記載せ る こと ぁぅ、 其の (psvince of caindu ) 一節に 日く 
此處に は 一大 湖水 ぁ 6 て眞珠 を饒產 すと 雖も 、人民の 自由に 漁獲す る ことを 許 
3 す、 蓋し これを 放任す る 時 «： 眞珠の 供給 多き に 過ぎ その 價の 減せ ん ことを 慮 
ればな 6、この湖水 ^ て眞珠を漁する《只快樂の爲め皇帝の欲する處に從ひて 
な 3 しひ、若し自己の爲めこれを漁する者あらば直に死刑 ^ 處せらる、なぅ。 
(|き)とは今の四川省の南方並 1^ 雲南省の地を指すな久なほこの地方 ^ 淡水 



高數 丈、 復墜、 意 無 如 之 何。 

戰國策云、川蚌出曝、而鹬喙>1其肉一蚌合而 » 其喙 ^ 謂 ^ 日、今日チ雨明日 ^ 雨、即有3死 
鮮； 蚌謂 II ET 今日 不 fe、 明日 不 茁、 即 有へ 死鹬ー 考& 諸說 (則 蛤 海中 者、 鮮河湖 中 者、 必焉。 

按 if 齡之大 者 也、 江 州 琵琶湖 多 有 ^ ' 云々 本艸 所謂、 眞珠 乃蚌珠 也。 

是れ R ょぅて 之れ を 視れ. ば、 蚌とは 長 形の 辨鰓 類の 總稱 1 C 用ら る、 も、 元 來鮮な 
る ものは カラ K カヒ科 (一 1 2. § &: 90)の種類を謂ふもの ^ して、大倭本草又は本草啓蒙 
U 記載せ るが 如く、 我 邦の カラプ、 力ヒ 又は ド ブガ ヒ U 當る ものな 6、 前記せ る 本草 
正 僞摘錄 に$ふァコヤ貝是蚌な6とは非な6〇 

按す る It 、 支那 K tt 大河 湖沼 多くして 鮮 、馬 刀の 如き 力 ラス ガヒ 科の 介を 產 する 
こと夥しく£の介殼を粉にし蚌粉と稱し'墻壁を塗るに用ひ犮ること本草綱目等 
R 記載せ 6。之れに反して海に產するシンジユガ匕科。或はァムビ科は之を產す 
る こと 多から す、 從つて 眞珠は カラ スガ ヒ 科の 蚌ょ 6 生ずる もの 最も 普通な 6 し 
^ らん、故に眞珠の乙とを一に鮮珠と唱へしなるべし。 

支那に a 淡水 眞珠 即ち カラ スガ 匕眞珠 1^ 關する記載頗多し，前 ^ 記せる洞庭湖 
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3て、この蚌とは如何なるもの謂ふか。本草綱目比據れば 
鮮 、蚌與 ，蛤 同類、 而 異形、 長者 通 目鮮、圓者通 0 給、皆形象也、後世 ^ 稱蛤鮮1者非也" 
雀入矢水；爲 ^ 篸即蚌也、生 £1 漢渠漬間1、老蚌合 ^ 、殼 « 爲叙。 

又 日く 

蚌類甚繁、今處々江湖中 ? 之、惟洞庭漢沔獨多、大者長七寸、狀如 «: 蠣輩(小者長三四 
寸 、狀如 n 石 決 明 (云々。 

庶物 類纂 H 日く 

邵武府 志 日、 蚌生， 溪澗 池澤中 ； 殼薄 形圓、 而者大 者、 幾 如_ 、本草 謂、 蚌全 無毒、 云々 
又 日く 

宋范致 明 岳 陽 風土記 日、 洞 庭 湖 中舊 有 ^ 、 其大如 =半席(深夜側：-立ー殼( ^ 風往=來煙波 
間； 中 吐， 珠與 ，月相 射、 漁 者 百 端 取 >) 莫％ん梦近、久不見。 

和漢 三才 圖會に 日く 

五雜殂云、吳陣湖傍*有 £ 潭；中產 ^ 鮮；其大 # 離、一日張ら、灘畔有お衣婦；以爲沉船也、 
蹴， 之、 鮮 P Q 而沒 、婦爲 驚仆、 甞齊寵 、來取 ^ 珠；蛛與鬪三晝夜、風、濤大作、寵爪 # 於>-空中ハ 



で次るな$。目今の如§眞珠の價格最も騰貴せる時に於て猶且つ此くの如し。 
これを本邦の他の重要水產物に比すれば誠に些々たるものにして、彼の濠洲1丨 
FT (Torres) 海峽 、西 濠洲の 沿岸、 印度の— マ！ 七 111 灣 Q 111 f of Manaar ) 波 期 灣 '墨 西哥の 
カリ ホ, 一一 ャ灣 (911f of 0 巴 ^ | £ 等に比すれば誠に雲泥の差ぁるな6。 然れ とも 
幸 ^ 本邦の眞珠は世界に有名なるものなれば、若し其產額を饒多にして乙れを歐 
米に 輸出し な ば 顧客を 得ん こと甚だ易々たるべし。而して前述の如く、本邦に於 
ける シンジ ユ ガヒの 分布 fi 廣大な 6。 若し その 蕃殖 保護の 方法 宜しき を 得 ば、 彼 
の印度或は波斯灣と拮抗せんこと敢て難事に非次るべし。 


著名なる 所以は 恐らくは 十三 世紀 中葉 H 出で たる マ ダ コ ポロ (Marco polo) の 記事 
1^ 原因せるなら /1 ，をのチ >\ 〇 ング島 ^ ^ 181目(1 2, 0 1 £- 〕目 ^ 1)の記述 (The Book of Sir 
Marco 1\>10)中 ^ 日く 

この 島國 u a 薔薇色の 美麗なる 大 球形の 眞珠饒 産し、 死人を 火葬 にする時 ^ は 

この眞珠一個ををのロ中 ^ 鈉むるの風習ぁ么 

チ パン グ 島とは 我が 日の 本 瑞穗の 國を云 ふな 6。 當時 支那に 於け る^ T の 本 
邦觀 は 實 It 一種 極樂 土な 6 しもの、 如く、 1 以後 女 ンプ工 ル タ—ぺ H 
一一 ール ( Tavernier ) ッンべ ル グ (Thun r rg ) 等 本邦の 眞珠を 記載せ る もの ^ 皆 其の 
豐富な る ことを 唱せ ぅ。 

抑 も 本邦に 於け る シンジ ユガヒ 科 ( pteridae ) の 分布は 頗廣 く一府 十六 縣の 沿岸 
k 亘れ 6。 其內最 著名なる 產 地を 擧ぐれ ば、 沖繩 諸島を 始め、 薩南大 島の 瀨芦 、肥 前 
の大衬 灣 、對 州の 淺茅灣 、土 佐の 高岡灣 、志 摩の 英虞灣 、能 登の 七 尾灣 等な 6。 而して 
此 等の 諸 産地ょ 6出づる眞珠の產額を見るに、元ょ6正確なる銃計を缺くが故に 
明に知る ^ ょしなしと雖も、大約總計一女年本邦を通ヒてニ萬圓万至三萬圓を出 
日： 本の 眞珠 三 三 


たらんには再び訪ね來たらん ^ 、其時は乙れ1換へ給へとて、一升許の小石の如き 
ものを 賃 U して 出立し 往く處 を 知らす、 後 幾年を 經るも 便な かう ければ、 主人 a： 其 
小石の白色にして盆石に用て妙なればとて誰、彼と近隣のものに配ち與へた6と 
のこと な 6、この談を聽きし石井氏はを忒面白きこと哉、其小石の如きもの是非に 
一見した しとの 請 ^ 、 宿の 主人 a 彼此と 奔走 探索して、 漸く 芦 棚の 引出しょ 6 ニ 握 
6 許 6 を 得て 氏に 與へた 6 と、 余は 石 井 氏の 厚意に ょう 其の 少 許を 得て これを 檢 
するに、確に眞珠にして歪球形のもの多く、小豆位のものを最大とし大 5 不揃なう。 
ヵキの眞珠.に非 5'' れ.ば、ァサリか、或はゥパガヒの眞珠なるべく、佘程古きものと見 
え 光澤を 失へ 6。 假へ 何の 種類の 眞珠な うともー升許も集むる乙とは容易の業 
に 非れば、 旅人の 大切 U したる も 道理な う、 前記 三才 圖會 に 記す 處と合 せ 見. ば、 昔は 
か、る裝飾にも ^ らぬ眞珠を多く集めたるものと見ゆ。 

爾來本邦は眞珠の產地として其名外人間は嘖々左久 5 れば徙界の眞珠の乙と 
を 記載す る もの 必ず 本邦を 擧 ぐ。 先年 南米の 智利 政府は 我 シンジ ユ、 ガヒ の移殖 
を企て、農商務省水產講習所に交涉し犮ることあ6しと聞けるが、此の如く本邦の 


これ R 依うて 見れば ィ ガ 匕眞珠 a: 尾張眞 珠と稱 したる もの、 如し。 本草 綱目 啓 
蒙 K 日く 

尾 張眞珠 « 、色濁白にして光彩なし、或は黑色を帶るぁう、是蛤仔、文蛤、魁蛤等の珠 

1 C して 眞珠に 非す 

淡菜 ^ 稀 1^ 珠あ6、色微紅紫にして濁れ，0、藥舖尾張眞珠の中に雜ゆ 
乙れに依6てこれを視れ.ば、ァサリ、カキ、ィガヒ等の眞珠をはヒめ總て劣等の眞珠 
は これを 尾 張 眞珠と 名け たる もの、 如し。 

漢方 醫にょ 6て眞珠が藥用に珙せらる、に至6てょ6裝飾は堪へ次るァサリ 
眞珠の如きもの多少市場に出づるは至6しものならん。神奈川の紳士石井直方 
氏の奇談あ久氏先年信州极本に遊び居ること月餘、或る時旅宿の主人の語る巧昔 
時 一 旅人 ぁうて この 宿 H 投 b 、 偶々 病 it 罹うて 永く 滯在 す、 漸く 癒て 去る に 臨み、 旅 _ 
人に貯なく宿料を支拂ふこと能《 3'' 6しか.ば、白色の小石の如§もの一升許を袋 
^ 入れたるを出して主人 1^ 吿ぐる樣、これ « 自分が命ょ0もと大切 ^ せるものな 
れど 、永々 の 厄介 謝する に 法なければ こ れを殘 し 置くべし、 § れ ど 若し 後年 金を 得 
日本 0 眞珠 三 一 


匕を ィカ 匕と 謂し と 云 ふは 非な 6。 ィがヒ の 乙 とは 令義解 或は 延喜 式な ?:' にも 
見へたう、 5 れ.ば毕安朝以前ょ6この介の採集せられたるは明にして、旣に介の捕 
獲せられたる上はこれょ6生する眞珠も亦同時に採集せられしや疑なかるべし。 

以上 述べた るが 如く 本邦 古代に 於け る 眞珠の 種類に a シンジ ユガ ヒ眞珠 、アハ 
ビ眞珠ィガヒ眞珠並に淡水眞珠のあうしを知るべし。 然るに近代に至うて伊勢 
眞珠 、尾 張眞珠 の 名を 以て 區 別した る こと ぁ 6。 即ち 和漢 三才 圖會に 日く 

伊勢 眞珠 、喊 蟣珠、 勢 州 多 取， 之、 海面 大村亦 有、 其眞珠 小者 大如 „ 猪實 子： 中 者 如，， 麻 仁； 大 
者 如 n 黃豆 1 而重五 人 分者爲 上、 云々 

尾 張 眞珠、 淺 蜊貝珠 也、 尾 州 多 取， 之、 近年 藝州廣 島 亦 有、 其珠 大小 與_ ，伊勢 眞珠 t 不 ，異、 但 
無 n 光澤 (如 u 魚 眼 1 價亦不 ，價 

斯 くの 如く 尾 張眞珠 とは アサ？ の 眞珠な 6 と あ 6。然るに倭訓栗には 
貽貝 0 珠 は 尾 張 眞珠な うとい へ 6、 又黑 色の もの 多し とも S へ 6。 

目 八譜に 日く 

觀 文介譜 云、 淡 菜 肉中珠 ?> う 即ち 尾 張 眞珠是 なう 


貝盡 浦の 錦 it 云 ふ 

貽貝 、鮮 類是 tt イカ ヒ とも 云な 久 和歌に て 云 イカ ヒ と此圖 とは 大に 違へ 6 云々 
西行 0 歌 ^ ょめる時 « アコヤと云ふべから十\イカヒと云ふぺし、寶のぁと、云 
は中の眞珠を取しからと云意なるべし、 5 れども眞珠は石決明ょぅ出るものな 
ぅ貽 介ょ 6は出まヒ、此事ぅたがはし識者にた>すべし。 
然るに西行法師の詠せし歌の端書に日く 

T ラ コ へ 渡* ^た-^けるヒイカ匕と申給ヒ‘アコ：のむねと侍るな久其をとぅ犮 
るから を、 たかくつ みを きた ける を 見て 

とぁ6て、其場處を明指せ$。 而 して イラ n ， こは 三 州 伊 良 胡に して、 其の 附近は 
シンジ ユガ 匕即ア n ヤガヒ の捿 息す る處に ぁら 次れ 典 古 來イガ ヒ の鏡產 地た ぅ 0 
乙れ を 以て 視れば 法師の 歌の イガ 匕 a 、 今日 云 ふイガ 匕即 Mytils Isitesta にして 
シンジ ユガ 匕に « 非す、且イガヒ « 、比較的眞珠を多く產する介な久 西 行が アコ 
ヤと 云 a し 故イガ ヒを 7 コヤガ ヒな ぅと疑ひしものならんかゴれど前 ^ 述たる 
が 如く、 アコ ヤと « 眞珠と云ふ意味な6と見るべく、乙れに抗泥して古はアコヤガ 



述べたる萬葉集の阿波妣珠必しもア、>ビ眞珠を指すにあら次るが如く、其 1^ 只眞 
珠と云ふに同ヒ。 § れば萬 葉 集の 鳆珠を 六帖 に アコ ヤダマ と點 せる も、 何れも 眞 
珠と云ふことにして變6あることなし。廉持大人日く「品類を$はやかに辨るこ 
とをむねとする後世の心になすらへて古をはかるべきに非ざればな6」と。前出 
西 行 山家 集の 歌に て T ガ ヒの眞 珠も亦 源平 時代 以前 旣 1 C 採集せられ し 乙と も 判 
るべ し。 然るにこの和歌のィガ匕に就て疑を狹むものあ6、目八譜 ^ 日く 

白石和名抄の貽貝と云し註に、黑色の貝也と見へてー名黑貝とは見へず、或云し 
« ィ貝は アコ ヤ貝な 夫ょ CN 出し 珠をア コヤの 珠と云 ふな 〇 と 云へ 久後 ^ 西 
行法師の歌 ^ ィカヒのからをと、 » らば今アコヤのカヒと云ひて其珠の給ょ6 
は 長く して 黑き珠 を 產 したる は 蚌と 云し 者是な ◊とど 見た 6 と 云へ 6、 今 按 1 C 、 
世に ィカヒと云ふものは其形不典にしてアコヤ貝をも古はィカ匕と云しと見 
へたぅ。 

斯くの 如く 目八譜 にけ'、 眞珠介 一 U アコ ヤ 貝又貽 貝と 云 ふと あぅて、 西 行の T ガ 



はし 君を」 と 云へ るが 如く 親、 子 1 妻、 戀 人を も 友を も、 總て最 愛 類 ふるに 上な きを 眞珠 
K たと へた $、 「白玉の 吾子 ふる 日」 (萬 葉 集) 「世 になくきょらなる玉のをのこ御子3へ」 
(源氏物語 榈壺 之卷) の 如し。 かく 考ふれ ば アコ ヤと は最愛"貴重の意にして即ち眞 
珠と云 ふ 乙と な 6、 而 しそ a 特に アコ ヤガ匕 (シンジ ユガ匕 )の眞珠を指すに非す、西 
行法師.の歌 ^ 「アコヤとるィガ匕」と詠せるにてィガ匕の眞珠も亦アコヤと云ひし 
こと 明な 6。 又宇治拾遺物語 ^ 「珠の價無量なること 0 條下 ^ 、淀にて艄 ^ 乘る時 
珠を賣る男ゎぅ、其男跨のこしょ0\コヤの玉の大なる豆計あ6けるをとぅ出し 
てとらせ穴6ければ、遂に其の珠と古水干と交換した6と云ふ記載あ6、按する 1^ 、 
淀にてとぁれば恐くはこの眞珠 « 淡水眞珠なるべく、淀川或は伏見附近互池等ょ 
6 出て し 力 ラス ガヒ 眞珠な るべ しと 推せら る。 その ジン ジユガ ヒ眞珠 k 非 ^ る 
乙と明なるべし、しかもこれをアコヤのタマと云へるな^0。 

此 くの 如く アコ ヤと は眞珠と云ふに異なら次るなぅ、而してアコヤガヒと云 ^ 
は 今 シン ダユガヒと呼 > が如く、アコヤ即ち眞珠を出すが故にしか名けたるもの 
な 久猶 乙れ を 換言すれば、 アコ ヤタマ は 必 しも シンジ ユガ ヒ眞珠 比非す、烚も前に 


ァコ ャを尾 張の 所 名 とせば、 珠 の眞珠 d : 尾 張なる ベ § に、 今 伊勢に て此 貝を と 6 
て、 名は、 ァ 、 n ”と稱するものは、昔尾張 ^ 多き貝の今伊勢にのみぁるとは見へた 
6、しかのみならす、六帖鳆玉、西行歌の胎貝とともにァコャと$ひしは、むかしァ 
，n f ii の 貝ょ 6、多く 0 珠をと6し故に混ヒて總名をァコャとはいひ 
しなるべし 

即ち この 說 は、總て眞珠のことをァコャと唱ふる « ァコャと云ふ處に種々の介 
ぁぅて眞珠を產したるが故ならんと云ふな6。 今假 6 1 ^ ァコャなる場所 6 6 と 
する も、 出處ょ 6ァハビも出で、ィノカ匕も產し、シンダユガ匕もあぅしとは考へ難 
し。 何とな れば此 等の 貝類は 同處 1 C 捿息す る こと 能は 次る ものな ればな 6。 
奥州の如き北部位に « シンジユガヒを產する處なく、尾州知多郡に今ァコャとい 
ふ 地名な し。 衣女浦に沿へる處に阿久比1云ふ處ゎれど、此邊にては古は知らす、 
今 a シン ダ ユガヒ な どの 接 息す る處 tt あらす 

余忒寧ろ和訓萊の所說の如く、眞珠を寶として貴重し、愛寵の意味な6と云ふ我 
子ャの說取るべきなぅと思へぅ。 古歌 ^ も「白玉の見 ^ ほし御面」、或 :^: 「白玉の見ま 


以上列記せるが如く、平安朝以後にはアコヤダマ(或はアクヤタマと云ふコとク 
は 音便に ょれる 變 化な 6) と 記せる もの 多く、 然も アハビ タマと 云へ る ものな し。 

殊 は近世に至6ては萬葉集古義品物解に說けるが如く、眞珠はアコヤ'ガヒ(シンダ 
ユガ 匕) の タマを 云 ふとせ るな 6。 例へ ば 日本 山海 名 產圖會 に 日く 

眞珠 、是 は アコ ヤ 貝の 珠な 6、即ち伊勢にて取て伊勢眞珠と云ひて上品とし、云々 
本草 正 僞摘錄 1 C 日く 

眞珠 、用 藥須 知、 伊勢を 上と す、 蚌珠な 6と云ふ、今按するに志州鳥羽の海中 ^ 出づ 
ア n ヤ 貝の 珠な 久是 れ蚌な 6、 云々 

偖て、 この アコ ヤと云 ふ 意義に 就て、 日本 山海 名 產圖會 1 C 日く 

或 云、、 ア、 コ 、ヤと云るは所の名にして尾張の國知多郡に有、又奥州 1^ も同名ぁ6、云々 
又倭訓 菜 it 日く 

阿古耶は所の名、尾張知多郡にゎ6、又奥州にもぁ6といへどアコヤは吾子の義、 
愛寵 の辭ヤ は 呼びかけ 成るべし、 云々 
と ぁぅ、 前 出 西 行 法師の、 アコ ヤと るの 歌に 就て 日本 山海 名 產圖會 U 日く 

日本の 眞珠 一一 五 


宇治 拾遺 物語 卷 十四 「珠 の價 無量なる 事」 の條 tc 日く 

跨の こしょ 6 あ こ やの 玉の 大なる 豆 許 あ. 〇 ける をと 6 出して、 とらせた， 〇 けれ 
文 云々。 

百 練抄卷 1 C 日く 

白 河 天皇 承 保 三年 六月 二日、 諸 卿 於 殿上、 完申 大宗 國 返信 物事、 可， 遺 和 琴、 或 云 可， 遺 
金銀 類、 或 云 可， 遺 細 布、 阿久 也 玉。 

西行山家集に 

あ乙 やとる い 力 a のからを 積み おきて 
寶の 跡を みするな 6 け 
又 前に 記した るが 如く、 古今 和歌 六帖 k は 
ぃせの海の海士のしわ ^ のあ乙やたま 

と 6て後もか戀のしげけん。 

新猿樂記 ^ 日く 

本朝 物、 一 K 々阿久 夜 玉 云 々等 也。 


湖よ 6 眞珠を 護た るを 知るべし。 現今 も 琵琶湖よ 6は僅少な6と難も年々淡水 
眞 珠を產 出しつ、 あ 6。 

奈良朝 以後の 記載に も 亦 眞珠に 關する もの 決して 勘から す、 先づ延 喜 式を 見る 
に內藏寮式、諸國年料俱進の條に 
白玉 一千 九、 志 摩國 所， 進、 臨時 增滅。 

民 部 式 下、 交易 雜 物の 條 tt 日く 
志 摩國 、白玉 千顆。 

雜式 It 

王臣、家使不，得，到„對島島；私買„眞珠，擾 |1 百鮏； 

玆 R 云 ふ 白玉とは シン ダ ユガヒ 眞珠な る こと 其の 産地の 志 摩なる よ 6 推知せ 
らる 、且つ これを 以て 平安朝 以前 旣 It 志 摩 及び 對 馬よ 6 眞 珠を產 出し 且つ 眞珠賣 
買の 行 a れ しを 知るべし。 

皇大神宮儀式帳を見るに、出座御床裝束物七十ニ種の內に 
白玉 囊ニ ロ、 鈉 .白玉 一雨 三分； 
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マにして重量一厘乃至三厘の眞珠の銀線匕て數珠繋にせるものを以て縱橫に飾 
られた 6、 其 數 幾何なる を 知らす 內 には銀線の切斷して脫落せるものも勘からす、 
而 して こ の眞珠 は 確に シンジ ユガヒ 眞珠な る 乙 とを 知る。 乙の 觀 音像の 眞珠は 
余が實見したる最古代の眞珠にして、又本邦に於て現存せる古代眞珠の一なるべ 
し、 これと殆ど時代を同くしては、奈良正倉院の御物中に眞珠を飾られ犮るものぁ 
6 と 承れ ど、 之れ を拜 する の 機會な く玆に 報道す るの 不能なる を悲ひ 。實 1 C 奈良 
朝時代の我エ業發達の度は或點に於て今^に比して敢て遜色なしと聞く、特に介 
殼應 用の 裝飾に 至 6て《夜光介殼、ァハビ介殼の螺鈿の精功を極むるものぁぅ。 
斯くの如く介殼の裝飾 ^ 供せられたるを以て視れば、眞珠の貴量視せられたるこ 
と 些の疑 もなかるべし。 當時 最も 尊重せられ たる 不空 絹索觀 音の 白毫 に 寶 冠に 
之れ を 用 a られた る 乙とは確 ^ をの好例證犮るを失はす。 かく 奈良朝 時代に ァ 
ハビ 眞珠 並に シンジ ユガヒ 眞珠の 存在せ しこと 確實な るが、 こ の 外尙力 ラス ガ 匕 
科の 眞珠即 ち、 湖水 珠の 當時旣 に 用ら れ たぅし 證左 6 6。 萬葉集卷十一の歌に齡 
海 海 沈 白玉と 云へ 6、こ 0 淡海の海とは近江の琵琶湖を謂ふものなれば、當時琵琶 


ft^ tc して ァハビ の產 地な 3 ればこの鳆珠は明にァハビ眞珠を指すならん。 
延喜式神名帳を見る 1^ 伊豆國田方郡ニ十四座の內に、鮑玉白珠比咩命神社と申す 
が あ 6 て、 大 日本史神祇志 ^ ょれ.ば今は君澤郡赤崎にあ6て赤崎明神と云ふとあ 
久 伊豆 國はシ ンダ ユ ガヒ を產 する 處 ^ 非す、これ又明じァハビ眞珠のことなるべ 

し。 

此の如く、天平年間に於てァハビ並にシンジユガヒの眞珠あ6て典 ^ 裝飾 ^ 用 
られし 乙と « 明じ推知ずるを得べきが、更に其の實例を示す可きものあ6。 余は 
新納忠之助氏の好意 ^ 依ぅてビれを奈良三月堂に安置せられたる不空羅索觀音 
の 像に 就て 觀る ことを 得た 6、この觀音像は天平年間の製作 1^ して實に太平洋中 
0 光明とも稱せらる、ものな6と云ふ、今これを拜する ^ 白毫並に寶冠の裝飾に 
眞珠を 用ら れたる を視 る、 白毫の ものは 直 徑 二分 五 厘 計、 重量 一分 計の 偏平 圓 形の ァ 
ハ： b 眞珠な 6、 而 して 寶冠 中央 U 1 對 の眞珠 か、 れ 6、 其內 一個は 紛夫せ る も 他の 
殘れる ものを 視る じ歪形茄子形にして長 3 四分計重量ニ分計、その1端に孔を穿 
ちて 銀 線を 貫かれ 穴 6、 乙れ 亦ァ ハピ 眞珠な 久 その他 寶冠 1 C は 歪 形の 所謂 ミ、 ダ 


眞珠 ニ 〇 
でァハビダマなる語は單に眞珠と云ふ意味に用ふるに至6しならんか。 今 萬 葉 
集中のァハビダマを詠せる歌に就て其產地を見るに # 勢、木の國即ち紀伊な6と 
云ふ、此等の地方はァハビを產せざる 1^ 非次れども亦眞珠の有名なる產地な6、卷 
十八に載する所の爲，蹭，京家ー願，眞珠ー歌中に珠溯の海士のかつく7ハビダマとあぅ、 
偖て 此の 珠洲 とは 今の 能 登を 云 ふな 6、莴葉集中には他にも珠洲の浦など云へぅ、 
珠洲とは珠を生する場所の意にして眞珠を出すが故代しか名け左るものならん、 
そは能登七尾灣は有名なるシンジユガ匕の產地なればな久日本地理志料には珠 
洲 は須須即ち錫なぅなどぁれど余は此の說は當を得たるものに非ずと思ふな久 
次ぎに此の歌を見るに、長歌には安波妣多麻とあ6て、後の短歌には白玉又は思良 
多麻とぁ6、即ち安波妣多麻と《必卞，しも特にァハビ眞珠を指し犮るに非次るが 
如し。 

3れば萬葉集中の安波妣珠は今の所謂ァハビ眞珠を意味する 1^ 非す、又廉持大 
人の 所說の 如く總 て シンジ ユ、 ガヒ 眞珠を 指す にも 非ず、 單に眞 珠と云 ふに 他なら 
中と 解すべき ものな らん。 卷六に 野 島の ァマ ノ鳆珠 と 云 ふ、 野 島は 蓋し 淡路 の！ 5 


眞珠を指すものならん*古代にはァハビもシンジユガヒも區別せすして、シンジユ 
ガヒ眞 珠を 安波批 珠と唱 へし ものな らんと 云 ふな 6。 

3て旣に前に述べたるが如く、シラタマなる語は確はシンダユガヒ眞珠の存在 
を 證明 すと 雖も、 萬 葉 集中 it 詠せ る 安波 妣珠な る 語、 總てァ ハ ビ眞珠 を 指せる もの 
な 6 や、 或は 廉持 大人の 唱ふ るが 如く、 シンジ ユガ匕 眞 珠をァ ハピ タマと 云 ひし も 
のなる や。 

元來ァハビ並 1^ シンダユガヒ《典 ^ 太古ょぅ食料として採集せられ、從て雨種 
の輿珠は共に知られたるに相違なからんも、シンジユガヒの分布は澳灣の局處に 
限られ犮る ^ 反し、ァハビは沿岸岩磲到る處に多し、故に假令ァハビはシンプユガ 
匕 k 比して 眞珠を 生す る こと 勘し と雖、 比較的 廣く 存在し、 廣く 用られ たる tt ァハ 
ビ眞珠 なぅ しなる ベ •し、 且又 大形の 眞珠 « _シ ンジ ユガ ヒ眞珠 U 非して ァハビ 眞珠 
にぁ久 § れば今日 ^ ぁ6て « 、ァハビ眞珠の聲價は遙かに木ロ ^ 及すと雖、古代に 
6 ， ON て ァハビ 眞珠 は 最も 貴重せられ たる もの ^ らん 前記武 ^ 太子の御歌 ^ 影 
姐を以てァ >\ ビダマ ^ 例へ 7^ る ^ ても推知する乙とを得んか。 斯くの如く ^ し 
日本0眞琛 一九 


とぁ6、即ち倭訓菜、並に日本山海名產圖會に記せるが如く、萬葉集の鳆珠を六帖 
It ては アコ ャダマ と點せ 6、 而 して シン ダ ユガ 匕は 一名 アコ ャガヒ と 謂 ふ、 即ち ア 
n ャダマ は シンジ ユガ匕 の 眞珠を 謂 ふな 6、 かくの 如くア ハビ眞 珠とシ ンダユ ガ 
匕 眞珠と 混同せ るな 6、而して萬葉集の鳆珠に關して、廉持雅澄《其の著萬葉集古 
義品物解に辯ヒて日く 

按 R 、 今 眞珠と 云 ふは 蛛蚌ょ 6 出る 珠な 6、この，貝をやがて土佐じては蛛貝と呼 
べ6、石決明ょ6出るには非らす、これにょ6て思ふ ^ 、安波妣珠と « いへ一ども實 
R a 蛛鮮 の珠 tt ど ぁ 6好む、しかるを上つ代 1^ 、 « 石決明をも蛛鮮をも一つ物と 
して 安波 妣珠と 呼 6しにも ?> ら /1 歟、云々今は眞珠 « 石決明ょ6產するに非ず 
と 云 ふ說を 正と して、 興 定 に本草家にては決め言ふとなれど品類をきばやかに 
辨ふる C とを むねと する、 後世の 心 になすらへて古をはかるべき ^ 非ればな久 
3て今の世にア >> ビ珠ふ云ふものをば眞珠とはいはす貝の珠と呼て、云々眞珠 
に似て 眞珠 ょぅは 微し靑 みぁぅて 硬し とど 猶 ょく 考ふべ し.。 

即ち 廉持 大人の 說 ■に據れば、萬葉集中のアハビタマは實は今のシンジユガヒの 





語は シン 宁ユガ 匕 眞珠那 ち、 本 ロょ 6 起ぅ しな 6。 前 ^ 述べ为るが如くァハビの 
眞珠 は ァハビ 介殼の 色の 如く 紫綠 色を 帶べ 6、 此れを シラ タマ (白い タマの 義の X 
は 云 ひ 難し、 之に 反して シンジ ユガ 匕眞珠 は 銀色の ものを 普逋 とす、 故 R こ れらを 
シラタマと唱へしなるべし、即ち元來シラタマと « シンダユガヒ眞珠ょ.033てし 
言葉な れど 、遂 に何の種類を問はす總て珠のことをシラタマと唱ふるじ至ぅしな 
ぅ、 5 ればァハピの眞珠を武烈太子の御歌 1^ 阿波寐之躍佗魔と云へぅ、而て又シ|フ 
タマなる 語の 行は れしこ .とは 當時旣 に シンジ ュガヒ 眞珠を 貴重した るを 證 明す 
る ^ 足る。 

萬葉集中にはァハビダマを詠せるもの多し、卷六、卷七、卷十三、卷十八に於けるが 


如し、又允恭紀の記事に據ぅて和漢三才圖會 ^ 日 


ア n ヤザヒ 7 サ 3 

按、 眞珠以 II 珠 I 爲 》最上；然得，之者鮮、故今用 & 蠛淺蜊ニ種1而已、云々 


然る ^ 玆は考ふべきは前記萬葉集卷七中のー首を古今和歌六帖 ^ は 


伊勢の 海の 海士 のし わさの あこ やだま 


とうて 後 も か戀 のしげ、 ん 
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白玉 之、 緖絕者 信、 雖然、 其 緖又 貫、 人 持 去 家 有 
卷 十八 it 

タメ オクラ ムミヤ コノ ィへ一 一 ホ 3 スル シラ 5 S マチ 立 j 

?: %1 ぎ 把^ 賢 4 阶タ和 r ギ 16 把， 斯を阶 r 史 t 渺 4 % ii 如 

毛# 母、 波 之吉餘 之、 都 麻 乃 美 許 登 能、 許 呂毛浞 乃、 和 可 i 之 等 吉欲云 " 

反歌 

白玉 乎、 都" 美 氏 夜 良 波、 安 夜 母 具 佐、 波奈多 知 波 奈爾、 安倍 母 奴我禰 
於 伎 都 支 麻、 併 由 伎 和 多 圯 豆、 可 豆 具 知 布、 & 於 妣多麻 母 我、 都々 美 豆 夜 良 牟 
和 伎 母 故 我、 許 a ' 呂奈具 佐爾、 夜 良 無 多 米、 於 伎 都 之麻奈 流、 之 良 多 麻 母 我 毛 
思 良 多 麻 能、 伊保 都、々 度 比 乎、 手爾牟 須妣 、於 許世牟 安麻 &、 牟寶 思久母 安 流 香 
卷十九.に 

白玉 之、 見 把 保之氧 乎、 や 見久爾 、夷爾 之 乎禮婆 、併 家流蟄 左奈之 
奈古乃 海 部 之、 潜 取 云、 眞珠 乃、 見 我 保 之 御 面、 云々 

如 斯眞珠 a : シラ タマ 又 a ： マ タマと 云へ 6、 偖て 此の シラ タマ 即 白色の タマなる 


ジタ ツミノ デ 一一 マキ モテル タ， Jj ユエ 11 イソ ノウ ラ ワ 一一 ガツキ スル * モ 
オチゴ チノ イソ ノナ ガナ 0 シラ タマ 7 ^ヒ トー 一 シラ^^ ミソ ヨシモ ガモ 
ァ デ-ムラノ ト 24ウパ、コフネウケテシラ5トラソ？ニシ 於 チ 
ジタ ノ ソコ シ •ツクシ ラタ マ 1 ゼフキ テ 、や ミ ハ アル U モト 一 p ズ ハ‘ ヤマ沙 
yn n シ •ツクシ ラタ レユ h ニ n ツクシ テロが 4 W ハチ ク n 

卷十ーに 

ア フミノ ミ 、シ •ツグ シラ タマ^ \ラズぜ テコ ヒツル ヨ”ハ イマ ゾマ サレ ル 
シラ タマ チマ キテダ 0 テルイ マ ヨリ ハア力 タマ u セ k ジレ ル 卜キダ 一一 

卷十ニに 

マ々^^ ^ ォチ n ナカ ネテオ モ丨 ヘレ パ ヒ卜へ コ ^モチヒトリキテネヌ 

卷 十三に 

木國 之、 潰 因 云、 縫 珠、 队私ト 跡 治 テ 而云々 
卷 十六に 

眞珠 者、 緒絕爲 ^ 伎 登、 聞 之 ： k 爾、 其緖復 貫、 吾 玉 爾將爲 

緖論 一 五 


ゴ卜が ミ 一一 キ ヒル* ゲヒ メタ マチ ラバ アがホ ; v タヤ ノア ハ ビシラタャ 

擧騰我瀰倆、枳謂厪筒膛比謎，艳摩儺羅麽、舸我裒厪艳摩能、阿波寐之羅佗魔 


ビシ 


ハ ビァを 割て 眞珠を 得た るは 之れ 即ち ァハビ 眞珠な 6、 又 阿波 寐之羅 佗 魔と 云 
ふ も 亦 明、 に ァハビ 眞珠な 久 乙の御歌 (^ ょ6て視るも、當時旣 ^ ァハビ眞珠あぅて 
興の免何 ^ 貴かぅしものなるかを推する乙とを得ん。 

天平 十九 年 二月 十一 日 調、 大安 寺 資財 帳に 日く 
白玉 壹佰參 拾 伍 九、 一如 椹實 
萬葉集中には眞珠を詠みたる和歌勘から变例へば 
卷五山上憶良天平五年の詠に 

和 我 中 能、 產禮恥 ぞ白 玉" 之、 吾 ^ 纪”ギ 呢 5 ^ ^ 娜が ^ ク 
卷六 1 C 

M _ fh が、 颭蠢！ ：沪 ^ I ： il% M if 々 

卷七 tc 

£ S 客 水" 郞 s Is 一靜 _ 霞 

ジタ ツ Is ノ 、モテル シラ タマミ マ クホリ チタ ヒゾノ リシ ガグギ スルア マ 



き珠の意なぅ、此の日本書紀の記載と同ヒ事の土佐風土記に載せられたるぁ6。 
皇后 ア島、 休 =息磯際：得ニ白石函如 1| 卵；皇后安，干御掌1光明四出、皇后大喜詔日、是海 
神 所， 賜 白眞珠 也、 故爲 >1 島 名， 云々。 

本 居 翁の 說 に 據れ. ば、 『一つ事なる を 國の 異なる a 傳の異 るなる べし』 1 云 ふ。 
日本書紀 允恭 天皇の 日く 

十四年秋九月癸 3: 朔甲子、天皇襃干淡路島；時糜鹿猿猪、莫：々紛紛、盈¥山谷：綠起蠅 
散然 、終日 以不 ，獲 J 獸； 於， 是獏 止以 更卜矣 、島 神崇 ，之 日， 不 # , 獸者是 我心 也' 赤 石 海底 
^ 眞珠：其珠 ^ 於我：則悉當 ^ 歡爱运 ^ 處+之白水郞-以 ^ 採 ^ 石海底渓チ能呈底、 
唯有ニ海人； 0 ,男狹磯；是阿波國長邑之海人也、勝„於諸海人；是腰_繩入，海底；差頃之 
出日、於，，海底，有，大蝮；其處光也、諸人皆日、島神所 |» 之珠、殆有，，是蝮腹1乎、亦入探 ^ 、愛男 
狹磯抱 ，，大蝮；丽泛出，之乃息絕、以死__浪上(既而下 |1 測 ^ 底1六十尋、則割蘊實眞珠有腹 
中、其大如，，桃子；乃祠，鳥神；而_之多獲獸也、唯非タ男狹磯入海死；之則作，墓厚葬、其墓猶 
今存％ 

同書 武烈 紀 太子の 御 歌 U 

緖 論 一三 


シホヒ ルタ マシ ホ ミッタ マ アハセ テフ タッ子 サズ 夕 マッリ テ 

こは一の比喩的記載なるべければ、兹に云ふ鹽盈珠、乾鹽珠と《如何なるものを 
指す にや 明言し 難しと 雖も、 海ょ 6 岀 てた る 貴き 珠と 6 れば、 眞珠 のこと を 指して 
云へるならんかと思はる。 

神代に於ける眞珠の記載は以上の如し、これを以て直に神代眞珠の存在を確證 

する汰足らすと雖も、其存在を推知するには難から次るぺし。 

和 銅 年間に 奉られし 肥 前 風土記に 日く 

昔時麵向日代宫御宇、天皇誅，滅珠磨嚐淤；云々實有，，ニ色之玉；ー者日_,石之神木蓮子 
玉； 一 者 日，， 白 珠 f 天皇 勑日 • ]% 國可， P 其 足 玉國； 今 謂，， 彼杵 郡， 訛， 之 也。 

纒 向日 代 御宇 天皇は 景行 天皇な 6、彼杵郡とは現今本邦に於ける眞珠の著名なる 
產地 大衬灣 沿岸の 地方な れば この 條に云 へる 白珠は 正しく 眞珠 のこと なるべし。 
日本書紀、 仲哀 天皇の 卷に 日く 

秋七月辛亥朔こ卯、皇后消 & 浦津；是日皇后得，如意珠於 * 中； 

此の如意と « 佛敎字典にょれば如意即至寶な6即珠な6とぁ6て、如意珠とは貴 


由來 本邦は 九州、 四國 、本土に シンジ ユガ 匕の 產地 多く、 加 ふるに ァハビ の 分布は 
廣濶な 6。 且つ 此 等の 介は 獲る に 易く、 食料と して 最良 好なる 材料 ^ 6、 從つ てこ 
れょ 6生ずる眞珠は裝飾として有史以前頗る古昔ょ6貴重せられたること疑な 
しと 雖も、 今 明 it 之を 知る に 由な し、 只 眞珠 tt 關 する 舊 記 it て a ： 古事記 玉 依 比賣の 
御歌 11 

阿加 陀麻淤 、袁 佐閘 比迦 禮抒、 斯良多 麻 能、 岐美何 余 曾比斯 、多 布 珅 久阿 i 一 祁駆。 

玆に云 ふ 斯良多 麻とは 眞珠を 指す ものな 61 は 斷 匕難けれども、日本紀私記 1^ 
も 云へ る 如く 眞珠を シラ タマと 云 a しこと 明な れば 、此の 御 歌 も 眞珠を 指す もの 
と 推して 可なる べし。 

箋注 和名 類聚抄 に 日く 古所 JK 之 良 多 麻 蓋 皆 眞珠非 n 白玉： 也と。 

又 古事記に 海神が. 火 遠理命 U 遇 ふ條に 

ソノ ワタツ ミノ オ汰ミ 打 ミオ シへ テマ ツリ夕 ラク シホ ミツ タマ チイ ダ シデ オボ 一^^モシソノ岁レヒマウサパシホヒルタ^テイダンテイカシガクシテタシチメタマへ 
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-站 - f " •; 

• —— 


病的 產物な る膽 石、 牛の 膽石 或は 齒科醫 コ ーシユ (Dhbagh) の 人類の 齒髓 中に 見 
たる 小體を 云 ふな 6 。 北 セレべ ス U 於て 得た る 椰子 眞珠の 標本は 英國キ ri 丨 博 
物館 ^ 保存せられ'又之 ^ 類似のものは他の植物の花、果實にも見出3る、と66 
と云ふ。竹類 ^ 401\_11§:と稱する娃酸分泌物あ久乙れ亦植物眞珠のーな6と 
云ふ人あ6。余は曾て鯨獵家高橋新太郞君の齎せるマ、ッコゥクザラの齒の髓中 
k 半透明なる 眞珠的 結成 體を 見た る こと あ 6、これ驗眞珠(名11&?0§1)と稱すべ 
きものか。支那にても前 ^ 記せる如く寵珠、蛇珠、魚珠、邏珠、蛛珠など云へ6。印度 
It も 亦 rJ れ U 似た る 傳 說あ久 即ち 眞珠は 象、 魚、 蛇、 龍、 竹 等ょ ゥも 生す と 云 ふなぅ、 然 
れど も此 等軟體 動物 以外ょ 6 生す る ものは 眞珠 とは 稱し 難く、 單 1C 珠と云 ふべき 
なら /1 、 3 れば1^1.1なる語 « 時に珠と同意味 ^ 用ひらる、ものとなすべきか。 


Modiola modiolus ィガ 匕の 類 

Strombus gigas (west India conchshell) ソデ ガ b の 類 
Turbhidla scolymus (Gllauk shell). オー 一 コブシ の 類 
Turbo olearius ヤ n ゥ ガ b 
Turbo sarniaticus サ、>エの類 
Haliotis ァハビ 

Anodon f Uuio, Dipsas etc. ヵラス ガ b 科の 諸種 類 

かくの如く眞珠を生する貝の種類は多しと雖、裝飾用として普通市場に出づる 

もの « シンジユガ匕科(1よ 2 . £: §)、ヵラプ、ガヒ科 ^ 5. § & §)、ァハビ科(118,1 5* 1; & §)、及 
び ィガヒ 科 ( 8 ^. 1 0: 1 に屬するものな0。其他例へばシャコ眞珠の如き « 寧 ^ 
珍奇なる ものと して 玩賞 せらる、 ものな 

ハ 1レ！ 0 8每1ぎ1 ^ )或 « 111レンスハミルトン ?1 1論”|?11§ 6. 1 3- 11)は哺乳 
動物或は植物 ^ も亦眞珠を產すと唱ふ、例へば哺乳類の眞珠(客|1!&§ ^ 0良8)，人 
間の眞(珠 ^ 111|1^1.18)，柳子眞珠 0 0§§£1 .9 11.13)等稱するものな久即ち人類器宫の 
緖論 九— 


Trklacna gigas シヤコ 

Area noac ァカガ 匕の 類 

Trigo s. a Tweetinata サン カク ガ匕の 類 

Venus 方 一一 7 サリ 

Maui シユ モク ガヒ 

Anomia cepa ナミ マガ シハの 類 

Placuna placenta マ ドガ 匕 

Ost 3 a eclulis カキ 

Ostrea mppopu GQ 力 キ 

Fimia smuam 〇 f-:a タィラ ギ 

Pinna nobilis タィラ ギ 

Spondylus goedero で 118 メンガ匕の ® 

Mytilus edulis ィガ b 

Modiola vulgaris ィガ b の 類 


(Tapes)、 パ マ グリ (cytherca)、 ゥパガ 匕 (Trigoneua)、 パ 力ガ匕 (Mactl.a)、 ツバ メガ キ或 は 
ナガ 一 アフ (Melina) 、シャクシ ガヒ (？墓§)、又腹足類 ^ はァヵ11シ(！^11さ§)、ャコゥ 
ガヒ (Turbo)、 ト コブ シ (Haliotis) 等 ぁぅ。 第五 回 內國勸 業 博覽會 に 於て 水 產館內 
鹿 兒島縣 ょ 6の出品中 1^ 稀有の眞珠ぁ6しが、比較的透明にして桃色の班紋ゎ穴 
桃色大理石の球の如し、裝飾としては用に適せすと雖も珍らしきものなぅ、これは 
マン ネンガ ヒ (clis rufa) の 眞珠な cn , と 云へ 6。 

今日 知られ 左る 種類 a ： 以上 列記した るが 如しと 雖 、若し 特に 力めて 之を 探索す 
れば 、此 等の 外尙 諸種の 貝ょ ぅして 眞珠 を發 見す るなる べし。 

眞珠はこれを生する介の種類 1^ ょ6てその名を附す、例へばァクビょ6生ヒた 
る 眞珠 は ァクビ 眞珠と 云 ひ、 ホ タテ ガヒの ものは ホ タテ ガヒ眞 珠と云 ふ、 又 方 ラ ズ 
ガヒ科の種類ょ6生ヒたるものは之を淡水眞珠或《湖水珠と稱す、英語にても 
こ Frosh-watel* PearP ( 獨 1^ ては 81188\\ 〇 1 卺 1. ^ <31.10) と唱する ^ ~ 〇。 

以上は本邦 1^ 於ける眞珠を產する具の種類な6。今シンジユガヒ科以外の貝 
U て 眞珠を 生す と稱せ らる 、種類を 擧ぐれ ば 

緒論 七 


球眞珠と呼ばる、種々の色彩を有する眞珠 « これょ6生すと云ム0 

« 上 tt シンジ ユガ匕 科の 種類な. 〇 り この 他 ^ ィガ匕 (My s us crassitesta) よ- 〇 も 
亦眞珠を生す。其の色は乳白のものもあれど、黑色を普通とし、光澤佳なるを通例 
と t 。 又 ホタ 一アガ ヒ (Flu ^ 8_11 1* )ょ6眞珠を生す、乳白色にして裝飾用に適せ 
ず。腹足類にて « ァハビ (Haliotis gigantca) ょぅ 眞珠を 生ず、 其の 光澤 美な 6 と雖 
气色介穀の眞珠層に似て濃艷なるを以て、聲價本ロ 1^ 及ばす、時に銀色にして本ロ 
tt 匹 ^ する もの あ 0と云へども、こ « 頗る稀な-0とす。 

淡水 產の 貝類に て tt カラス ガヒ科 (uniolliclae or Naiades) 1^: 屬する諸重顏ょ6 
美麗なる 眞珠 を生卞 、其の 色彩 光澤 其に 本 ロと 區 別し 難き もの あ 久又時には蜀特 
の 珍奇 美麗 ^ る ものを 生ず。 こ の他シ 、>ミ( 0 01.1> 0* 11111)ょ^0も生する ^ とあ<^、 <1 
の眞珠 は藥用として最も効果多しと傳へらる。 

以上の 種類ょ 6生ずる眞珠は裝飾用或は藥用として市場に見るものなれど、 1^ 
他に自ら實檢し、或は當業者の眞珠を生すと確言せる介の種類には、諸種のタィラ 
キ (pii) マ 一ア (SOIen)、 ハィ ガヒ (Area) 、シヤコ (Tridacuay カキ (osti 



眞珠を生ずる介の種類は勘からす、辨鰓類にも、腹足類にも、海產の介にも、淡水產 
の種類にもこれを生するな6、總ての介、 « 眞珠を產するもの 1^ 非すやとも思はる 
るな ぅ。 然れど も 介の 種類 じよ 6 てこれ よ 6 生す る 眞珠の 性質を 異にし、 裝飾 tc 
堪ゆる ものと 然ら次 る ものと わ 6 て、 美麗なる 眞珠は 勉めて これを 探索 すれ ども、 
然ら次るものは捨て、顧る者なし。本邦にては裝飾に堪え次る眞珠も藥用とし 
て 貴重す るが 故に、 種々 の 介よ •り 眞珠 は 採取せ らる 、な 6。 

現今本邦に產する裝飾用として最も普通のものはシンジユガヒ或はァコャガ 
ヒ (Mal.garitifera martensi) よ 生す る 眞珠な 6 。 この眞珠は市場に於て本ロ，こ唱へ 
られ最も光澤 ^ 1?田める上乘の眞珠な6。 この 他 シンジ ユガヒ 科 (pteridae) u M す 
るもの ^ て « クロ 1 アフガ匕 ( 3 £. ぬ 2. ?-: ^ 3 日 £ ^ § &: $ ^ 及びマべ 9 18 ^ 0 日ロ 3 >.)の爾種 
あ $、 マ V は 本邦 k 於け る シンジ ユガヒ科中最大の種類 1^ して、殼の高 5 尺餘 ^ 及 
ぶ もの 勘から す。 從つ て夺の 眞珠は 稀 に非常なる大形のものあク。 ク u テフ ガ 
ヒの眞珠は其色彩苏允澤共に本ロに優るものを生す。此等の他に尙琉球にて普 
通に シンジ！ 1 ガヒ と稱 せらる、 Margaritifera 1>目_030なる小形の種類あ〇、世 ^ 琉 



に1^§なる語を用ゆ、蓋し漿果の意味なるべし、又詩的に球形の眞珠を-11 5. 0と稱 
す£れ單ー 0 意味 1^ して プリ 一一 ゥ ス (2 5- £* 8)の唱へし眞珠の價値は光澤、形狀、重 
量、 大 5 等によ6て定爻るものにして、然も幾多の眞珠を集むるとも決して相等し 
き 眞珠ニ 個を 得る こ と能はす、各個各自に獨特無双單ーのものなぅとの說に出で 
たる % 久誠 It 趣味 ぁる 語と 謂 ふべ し。 希臘 語に眞 珠を Na 3 そ— c と 云 ふ、 こは 梵 
語にて淸淨無垢と云ふ意味なる ^ §『§〖 1?> よ6出でた6との說ぁ6。之よ6又英 
語 ^ て客ロ 03 §ぎとも唱ふるな^〇、且つ1\1為2 ^ 目1なる語は羅馬の末期 ^ 於て11 5. 0 
に 對 して 歪 形 眞珠を 呼ぶ に 用 ひられた 6。 梵語に ては 眞珠を Mukta と云ふ ，放逸 
或は脫出の意な6。蓋し眞珠 « 介よぅ脫出する淚の凝固し穴るものな6との考 
よぅ 出で たるな 5。 支那 にては眞珠或は珍珠と云 ^ 又鮮珠或は罐珠、蚌胎、玫瑰な 
ぞ唱ふ。本邦にてはシラタマ又はマタマ1唱へしな6。 日本 紀 私記に a ： 眞珠を 
之 良 太 麻と 云 ふとせ 6。萬葉集にも思良多麻或は之良多麻と記 § れた6。 マ タ 
マとは 眞珠 よぅ 出し ^ らん、 シンジ ユ なる 言葉 a ： 支那 語の 眞珠よ 6 起 6 しものに 
して、 もとよ 6遠き古に忒唱へ §' 0しな6。 



珠玉 謂、 自生 爲， 珠 、作者 玉 也 

と あ 6、 按す るに 山よ 6出づる寶石にあ6ては、多少人エを加へざるべからす、故に 
作爲 玉と 云 ひ、 山よ 6 出づ るを 玉と すと 云へ るなる べし。 然 れど珠 は 海よ 6 出づ 
るも 0 と隈るは誤ならん。本草綱目に日く 

陸佃日寵珠在 |1 、蛇珠在，ロ、魚珠在，眼、絞珠在，皮、籠珠在，足、蛛珠在，腹、皆不，及 ^ 珠，也。 
康熙字典に日く 
江珠 琥珀 別名 也。 

又 日 ふ 

或 出， 於 „寵 魚 異物 腹中 # ，， 獨出於 I 蚌 也。 

即ち兎 1^ 角 ^ 珠と « 營に貝類よ6產するもの ^ 限らず實 ^ 令 « 解 1^ 說ける如 
く 自生 爲珠 ならん。 

眞珠とは眞の珠の謂な久即ち軟體動物の諸種類よぅ生する龙彩ある結成物に 
して、 主として 炭酸 石灰よ 6 成ぅ 有機物を 交 ふる 層 置 的 物體な 英語に これを 
Fearl と 云 ひ、 佛語 u Ferle と 云 ふ、 拉丁語の Perla よぅ 出で たるな 羅馬 詩人は 眞珠 


必すや彼等の眼を射て、彼等を誘ふこと恰も巴里偸敦の寶石店頭に羅列せる金銀 
珠玉が 貴紳の 眼を 惹く 1 C 劣らざる 可ければ な 6。 實に 眞珠は 世界の 歷史に 於て、 
常に 最 貴重なる ものと せられ' 又文學 1^ 詩歌 ^ 、或は豪奢を語らんが爲めに、或は美 
妙を 說か ん が 爲 {C 屢用 ひられし ものな 6。 近年 装飾 用と しての 眞珠の 流行 益 盛 
にして、ー般人士の眞珠に對する嗜好は著るしく增進し來れるが爲 ^ 、眞珠とは如 
何なるものか如何にして產出せらる、ものなるかを知らんと欲するもの漸く多 
きを 加 ふる ^ 6。 

S て珠 とは 如何なる ものを 謂 ふか、 珠玉と 對 にして唱へ、又珠と玉とは混用せら 
る、 も、 ニ 者 意味を 異 R せる ものな^^ 

康熙 字典には 

石 之 美 者 玉 
とぁ久倭訓栗には 

た爻、珠玉をょめ6海に出づるを珠とし、山に出づるを玉とす云々。 

又 令義 解に 日く 


理學士 西 川藤吉 遺稿 

緒 論 

何れの 時 何れの® を 問は す、 人は 興 身邊を 飾らん が爲め に、 美 衣を 被ぅ、 金銀 珠玉 
を 佩ぶ る もの： 6。就中寶玉の類は人民の文化程度如何に拘らす、均しく愛用せ 
らる、ものにして、各時代を通ヒて常に貴重せらる、ものなるが、多くの寶玉はを 
を 吾人が 天然ょ 6 得た る 儘に て 用 53得可きものにぁらすして、多少の人エを施さ 
ざる可から次るに、獨6眞珠 ^ 在6ては然らす、天然の儘にて完全なる美、充分苁る 
價値を 發揮 せる ものな れ. ば、 古代 未開の 人民 名、 孤島 絕域 にわ る 野蠻 種族 も、 現 時の 
文明人と毫も異なることなく、皆眞珠を用ふることを知れぅ。河川湖海 1^ 臨める 
部落の住民が.肉を食はんとして貝殼を開く時、中は潜める眞珠の燦然たる光輝は、 
緒論 】 




亞米利加人は古昔ょぅ眞珠を使用し为ること — 眞珠は 露に ょ 6 て 生す るとの 說 
—— in n ンプス の 失望 .1 不相應 の 交換 物 —— 墨西哥 の眞珠 —— 米 國のシ ンダユ 
ガヒ —— 米國の 淡水 眞珠 —— 近世に 於け る 眞珠漁 熱の 勃興 —— 僥倖の 話 —— 土人 
の 淡水 眞珠を 使用した る こと —— 驚くべき 眞珠裝 飾 —— 歷史以 前 塚 作ぅ 人種の 眞 
珠 —— 塚中に多數の眞珠の發見せられたること —— 南米 土人の 介殼を 裝飾に 用 ゆ 
る こと I 野蠻 未開の 人種 も亦裝 飾 ^ 介殼を 使用す る 乙と。 


眞珠の 成因 七 六 

古代に 於け る 奇怪なる 流說 —— 眞珠 は 卵ょ •0 成す るとの 說 —— 病的 現象の 結果な 
6 との 說 —— 介殼の 破損を 修繕す る ことょ 4 生す るとの 說 一 の 秘法 —— 
砂粒 核說 —— 寄生 蟲說。 

一個の 貝より 生ずる 眞 珠の數 八 四 


貝の 種類と 眞 珠の數 —— マッキントッシュの 統計 —— 日本 產シン ダ ュガ b tt 於け 

る I 例 筋肉 眞珠と 袋眞珠 —— 同種の 貝に て も 棲息せ る 場所に ょ 6 て 異なる 乙 

と —— 眞珠の 人工 形成と 寄生 蟲說 —— 双子 眞珠 —— 介 殼眞珠 と 眞珠の 人工 形成— 

丨 石灰 凝塊。 

目 次 三 



歐羅 巴の 眞珠 



ポロの 記載 — 

珠 母。 

印度 希 伯來埃 及の 眞珠 

印度の 眞珠 —— 暗黒時代 1 C 於け る傳說 

I 印度 モン ゴ列 帝の 王冠の 眞珠 — n ポ n の 印度 眞珠の 記載 I 希伯來 人の 
眞珠を 尊重した る 乙と —— 聖書 中の 眞珠の 記載 —— 希伯來 人の 眞珠を 貴びた ると 

を 示す 逸話 埃 及の 眞珠 クレオ パ 

波斯 の眞珠 —— 亞剌 比亞の 眞珠。 


丨羅 馬の 眞珠 シ丨 f 丨 帝が 眞珠を 好みし 乙と 


希臘 の眞珠 

I 耳の 飾 —— コン スタン チノ ープル 府 の眞珠 —— 眞珠 流行の 北漸 ！ 寺院の 眞珠 
—— 眞珠の 別 用途 —— 眞珠 流行の 急 潮 —— 眞珠 佩用を 禁止 制壓 する 法律 —— 歐洲 
諸 帝室の 眞珠 —— ベ 一一 ス府 の眞珠 —— 王冠と 眞珠 —— 歷山 二世 帝の 虛飾- 
價 額の 騰貴 —— 地中海の シン ダ ユユガ ヒ —— 歐洲の 淡水 眞珠。 

亞米利 加の 眞珠 




M 論 一 

自然の 寶玉 —— 珠と玉 —— 眞珠の 外國名 I 眞珠は 單一 無雙な る 乙と —— 眞珠 tt 
涙の 凝固した る ものな 6 との 說 —— 本邦に ては シラ タマと 唱 へし 乙と —— 眞珠は 

種々 の 貝ょ^ CS 生す る ^ と 眞珠の 名 シン ダ ユガ 匕科以外にて眞珠を生ずる 

と 記載せられ たる 種類 —— 裝飾用として市場に出づる眞珠の種類 —— 哺乳動物の 
眞珠と 植物の 眞珠。 

日本の 眞珠 ニ 

神代は於ける眞珠の記載 I 肥 前 風土記 I 日本書紀 I 萬 葉 集 I ァハビ タマ 
—— 三月 堂 本尊 寶 冠の 眞珠 —— 奈良 朝の 淡水 眞珠 —— 延喜式 —— 平安朝 以後の 記 
0 —— ァコ ャ I ィ、 ガ 匕眞珠 I が 勢眞珠 I 尾 張眞珠 I 石 井 氏の 談 Id 
の 日本 眞珠 記載 I 眞 珠の產 地と して 本邦の 著名なる 乙と。 

支那の 眞珠 三五 

支那に て 眞珠を 一名 鮮 珠と唱 ふる 乙と 鮮と は方ラスガ匕科の介なる乙と 

蚌珠 即ち 淡水 眞珠 《支那にて最普通な6しこと —— 蚌珠 k 關 する 記載 ^ imr 
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未だ その 曙光を だに 認め 得 次る 人工 形成 法の 光輝 ある 發明が 、君に ょ 4 て 爲 s 
れたることは、我日本國民の忘る可から次る己と ^ して、之にょれる眞珠養殖を 
邦家生產のー * る可く發展せしむるは、實に我官民の義務なぅと信ず。 

斯くて 遺稿の 編纂 a 早く 成ぅ しも 二は 予 の疎懶 なると、 一は 或る 事情の 爲に遷 
延今日に至<>し « ^ く君の靈と君の知己と ^ 謝する所な6。 

本書の 出版に 就きて 君の ニ 兄 一 弟が なせる 多大の 盡カ tt 勿論に して、 君の 親友 
H 學士武 田 五一 氏 a 、 表紙 及び 扉の 圖 案を 描き、 且 本書の 體裁に 就きて 指示す る 
所 ぁ 6 $、又印刷に關しては石井淸氏のカに待つ所多か6き。而して遺稿の整 
頓と編纂とは全く川材理學士の勞に屬せぅ。 

大正 三年 六月 荻 野 仲三郞 



眞珠 ニ 

◊得た る昝識 とに 基き、 若干の 章句を 添加して、 玆に單 行 本の 體裁を 調へ、 明治 四 
十三 年の 秋予 R 送致せられ たる もの 即ち 此稿な ぅ。 

一本 稿には 君が 苦心 考究せ し 人工 媒助 眞珠 形成の 方法に 關 しては、 單に古 來の傳 
說を 擧げ 、泰西 諸家の 所說を 紹介せ しのみ にて、 該 方面に 於け る 該博なる 造詣は 
ーも之を洩ら 2 ず、これ本書を繙讀せらる、諸氏の均しく遺慽とせらる、所な 
るべし、本書中「眞珠の原因..及び「眞珠の人エ形成.なるニ章は、其の骨子を君が明治 
四十年ー月に物せるー個の貝ょぅ生ずる眞珠の數と題する篇中に取ぅ为るも 
の なれば、 當時旣 に その 人工 形成 方法の 發 明の 大半を 成就し 居た 4 し 事 勿論な 
るに、 然かも 一言 自家の 硏究に 論及せ ざ 6 し a 、 當時 我が 學界 並に 眞珠 養殖 業の 
狀浞が之を徂みたるに因るのみ、此事情《爾來今日に至る迄依然として持續せ 
るを 以て、 君の 發明に 關し て a 、 其の 智識を 繼承 せる もの、 現存せ る あるに 拘らず 、 
未だ 同 方法の 內容を 公表せ しむる こと 能は ず、 從て 一般 世間は 勿論 知友 諸氏に 
對して も、 之を 具體 的に 紹介し 得る 時期に 達せざる は、 最 不本意と する 所な 6。 
然れ ども 玆に該 方法の 眞價 如何を 立證す 可き 一大事 實 あぅ、 をは 君の 沒後箧 に 


ー此稿は故西川藤吉君が、明治泔七年ニ月よ6四月に至る、動物學雜誌に揭載せる 
「眞 珠」 と 題す る 一 編と、 明治 四十 年 ニ 月、 同誌に 載せた る 「一個の 貝よぅ 生ずる 眞珠 
の數 .と 題す る 一 編と を 合せた る ものにして、 前者に 關して は 特に 該篇の 胃 頭に 
客年 十月 某日 學友文 學士荻 野 伸 三郞 君を訪 s 偶 机上の 萬 葉 集 古義を 繙き眞 
珠に關 する 古歌を 讀むこ れよ 6 同 君の 懇篤なる 助力に よ 6 諸 書を 涉獵 して 
漸くこのー篇を得穴ぅ其梵語に關しては博士南條師を煩し支那地理に關し 
ては學友理學士平林武君を介して某々淸國留學生に質せぅ又罌書の記載に 
就ては同僚松蛟正廣君の取調ぶる處に依る玆にこれを草するに當ぅ謹で諸 
君に 感謝の 意を 表す 

との 附言 あ $、 而して 君は； g 稿を 單 行書と して 公刊す るの 意志を 有せ ざ ^ しが、 
君の 學友理 學士川 村 多實ニ 氏が 世人の 眞珠に 關 する 智識を 欲する ことの 甚切 
なるを想3、他日適當なる機會に乙れを出版せんとて該ニ篇を併せて按配區分 
し、 更に 氏が 君の 存生 中の 談話と、 其 後 公表せられ 穴る 歐米論 著の 二三 所說 によ 




寘珠 四 
九、 濠取に於ける兎の話(邦文"動物學雜誌第十五卷明治册六年) 

再び 赤潮に 就て (同 右) 

眞珠(邦文、動物學雜誌第十六卷明治卅七年) 

浮 鯛 (同 右) 

日本產セラナヶム屬目錄(理學博士岡衬金太郞氏と其著、英文ゴ本動物學彙報 
第五 卷明 治卅七 年) 

十四、 ィハシの發生(邦文、水產調査報告第十ニ卷第ニ册明治坩七年) 

十五、 珍ら しき 烏賊 (邦文、 動物 學雜誌 第 十八 卷明洽 卅九 年) 

十 K 、 浮遊 性 烏賊 卵の 一例 (同 右) 

十七、 一個の 貝ょぅ 生ずる 眞 珠の數 (邦文、 動物 學雜誌 第 十九 卷 明治 四十 年) 


同 四十 年 四月 廿 四日 休職 滿期、 

同 四十 一年 八月 十三 n 東京 帝國大 學附屬 臨海 實驗所 養殖 取調を 囑铊 せらる、 
同 四十 ニ 年 一月 十六 H ニ 女 文 枝 生る、 

同 六月 廿ニ d 東京 市 本鄕區 駒 込 西片町 十 # 地に 易簧、 

西 川 藤吉君 著述 中の 主要 題目 

一、 ヒ ラメの 眼の 移行 法に 就て (英文、 本 動物 學觉報 第一 卷 明治 二十 九 年) 

ニ、 ラブ 力の 胚 { C 就て (英文、 日本 動物 學愛報 第二 卷 明治 卅一 年) 

三、 ャリ ィカの 發生 (邦文、 動物 學雜誌 第十卷 明治 卅 一年) 

四、 赤潮に 就て (邦文、 動物 學雜誌 第 十二 卷明 治卅 三年) 

五、 英虞灣 の 赤潮に 就て (英文、 日本 動物 學愛報 第四卷 明治 卅四 年) 

六、 ヒシ コ 調査報告 (邦文、 水産 調査 報 吿 第十卷 第一 冊 明治 卅四 年) 

七、 赤潮 調査報告 (同 右) 

八、 三つ 眼の 動物 (邦文、 動物 學雜誌 第 十四 卷 明治 冊 五 年) 

西 川 藤吉君 著述 中の 主要 題目 三 


邢ニ年 五月廿 七 H 

同 六月 二十日 
卅 三年 十月 一日 
同 十二月 廿五 R 
卅四年 
卅六年 

同 十一月 四日 
同 十二月 十七 日 
卅七年 三月 三十日 
八月 七日 
卅八年 四月 廿 五日 

卅九年 八月 一日 


農 商務 技師に 住 ぜられ 、高等官 七 等に 叙せられ 、水 產局 
勤務を 命 せらる、 

從七 位に 叙 せらる、 

高等官六等に陞叙せらる、 

正 七 位に 叙 せらる、 

秋ょう 翌年 春 迄 濠 溯に 岀 張す、 

第五 回 內國勸 業 博覽會 附屬堺 水族館を 經營 す、 

锏 木本峯 子を 娶 る、 

高等官 五 等に 陞叙 甘ら る、 

從六 位に 叙 せらる、 

長女 滿枝 生る、 

文官 分限 令 第 十 一條 第一 項に 依う 休職を 命ぜら る、 爾 
來 理科 大學 動物 學敎室 に 入う 眞珠硏 究に從 事す、 

長男 眞吉 生る、 


西 川 藤吉君 年譜 


治 七 年 三月 十七 R 
十三 年 四月 一日 
十八 年 七月 一日 
同 九月 一日 
廿 一年 九月 十日 
廿五年 七月 十日 
同 九月 十 B 
廿七年 七月 十 m 
同 九月 十日 
卄九年 七月 十日 
三十 年 七月 十 n 
同 七月 十七 日 
卅 一年 十月 三十 一 n 

西 川 藤吉君 年譜 


大阪市 南 區桃谷 町 十一 番地に 生る、 

私立淼 學校 入學、 

同校 卒業、 

私立 豫備學 校 入學、 

第三 高等 中學校 補充 科 入學、 

第三 高等 中學 校豫科 卒業、 

同校 本科 第二 部に 編入、 

第三 高等 中學校 卒業、 

東京 帝 國大學 理科 大學 入學、 
本學年中特待生じ撰定せらる、 

東京 帝 國大學 理科 大學 動物 學科 卒業、 
水產調査所技手に任せらる、 

農商務技手 1^ 任ぜられ、水產局勸務を命せらる、 





大正 三年 六月 


西川藤吉君小溥 


借らず、 其間惡 戰苦鬪 具に 辛苦を 重ねた 6。 而 して 志 業 漸く 成 6 功果 將に收 むる 
に 近から ん として、 一朝 忽焉 として 歿す。 眞にこ れ 人生 痛恨の 事に 屬 す。 

君の 生涯 や 短し と雖 も、 玲瓏 透徹 珠玉の 如き 性行を 以て' 其 志す 所を 果し 、生前 自ら 
名譽の月桂冠を戴くこと能《ずして、學術界の戰場に殪れ、發明の凱歌其死と共に 
低界に響かんとして、君自ら之を聞く能はずして逝きぬるも、名聞利養の念に淡き 
君は、必ずしも生前にこれを聞か /1 ことを期せざ6しな$。 君 病 漸く 重く ^ た 起 
つ 能は 次る を 知る や、 熱烈なる 求 信と な久近 角 常 觀師 1 C 依ぅて、 遂に 絕對他 力の 信 
仰に安住し、怡然として安養の淨土に赴きぬ。君逝きて月餘ならざるに 
明治天皇親しく東京帝國大學卒業式に臨御 6 らせられ、標品幷に實驗を天覽6ら 
せらる、 1 C 際し、 特に 君の 發明 化なれる眞珠形成法は、恩師飯島博士の說明に依6 
\し、畏くも天聽に達することを得左るのー事は、君が生前の努カに報ひられ、死して 
餘榮ぁ ぅと $ ふべ し。 

君 逝きて 歲月玆 に 六 周年、 遺稿の 印刷 漸く 成 3 て、 知己の 間に 頒た れんと す。 眞に こ 
れー蠻の味 ^ 過ぎずと雖も、亦以て其全鼎を知るべく好箇の記念物穴らずんばぁ 


その 胃癌 * る ことを 診 斷す るに 至れう。 然れ ども 君 尙病軀 を 以て 硏究と 經營と 
に盡碎 し、 屢藥 籠を 提て 或は 實驗 室に 出入し、 或は 養. 殖 場に 往來せ しが、 四十 ニ 年 四 
五月の 交ょう 病勢 益 進みて 又 起つ 能は ず。 遂に 六月 二十 二日 午前 九 時 七 分溘焉 
として 東京 本鄕 西片町 の 僑 居に 長逝す、 享年 三十 有 六。 法諡 して 珠光院 釋唯信 居 
土と s ふ 駒 込 眞淨 寺に 葬儀を 行 a 、 茶 毘して 遺骨を 大阪な る 先考の 塾に 葬る ◦配 
御木本 氏. 一 男 ニ 女を 擧ぐ皆 幼稚な う。 君ニ兄一弟ぁ久長兄はエ學博士西川虎吉 
£ にして 今 福 岡 帝 國大學 工科 大 學敎授 たう、 次兄 麻 生 ニ郞氏 は 日本銀行 支店長と 
して 現に 大阪 ^ 6 ,9、 共 ^ 令名 ぁう。 令弟 新 十郎说 は 君の 遺志を 繼ぎて 養殖 it 從 
事せ り。 君 資性 眞摯剛 直 it して ー點 浮薄の 氣を許 3 ず、所信を確守して容易に人 
に. 卜らず、 直情 逕行眞 に 當世稀 汰 見る 所の 眞 面目の 人な うき。 其人に對するや頗 
る親切を極め、事に當6他の爲に身を挺して盡すを常とせ6故にー日ー ^ を君に得 
し漭は、始終君の誠實と温情とに感動せざる者なかうネ 君の 學 に 忠なる 眞 R 一 
身をこれに捧げ、その明岈なる頭腦と、緻密なる實驗とを以て、遂に空前の大發明を 
なし、而して養殖場を各地比.創設するや、施設經營獨カ之に當4て、敢て他人のカを 
西 川藤吉 君小傳 H 


心 慘儋 到底 尋常 人の 忍ぶ ベから 次る もの' あう き。 君が 努力の 結果 遂に 空しから 
ず、 眞珠 に關 する 先人 未 發の學 理を發 明す るに 至れう。 友人即ち君に勸むるに論 
文を 提出して 學位を 得ん こ とを 以てし、 偶 來朝 せし 眞珠專 門の 某 外人 a 君に 會し 
て 切に 其の 發明 を寶ら ん ことを 以てせ 6。 君 ニながら 乙れ を 却け て聽か ず。 當 
時君窃 に予に語6て日く、予は徒ら 1£ .學理を學理としてのみ硏究する學究たるを 
欲せず、 學理を 以て 更に 利用 厚世の 途に 資せん ことを 希 ふ、 予 は 敢て 名の 爲め にせ 
ず、又利の爲めにせず、ーに國家の殖產興業に資せん乙1を欲するが故に、予の發明 
は 力めて これを 秘密に する の 要 あう、 國家 若し 眞珠 養殖を 官業と して 經營 する あ 
らば、予は喜んで予の眞珠形成法を提偎せんと。 予 乃ち 君の 心事の 高潔なる に 感 
じぬ。 君の 恩師 飯 島 博士は 君の 希望と 心事を 以て 時の 大學 總長濱 尾 男爵に 建言 
する所あう濱尾總長これを諒とし、即ち相州三崎の理科大學臨海實驗場に、君の指. 
導に 係る 眞珠 養殖の 試驗を 開始 せらる。 君 ま ^ 淡 路の福 良灣に 自家の 試 驗 場を 
設け、 尙 肥前大 村 灣及び 志 摩の 御木本 眞珠 養殖場に これが 養殖を 試み、 漸く 成功の 
宇 途に至 i しが、 四十 一年 春以來 胃を 病みて 荏苒 癒へ ず、 八月に 至 6 て醫師 《終に 


西 川藤吉 君小傳 
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君 tt 明治 七 年 三月 十七 日 大阪桃 谷に 生る、 西 川 新 助 氏の 三男な う。 明治 二十 一年 
第三 高等 中學校 補充 科に 入學 し、 同 二十 七 年 同校 第二 部の 學 科を 卒業し、 進みて 帝 
國大學 理科 大學に 入久動 物學を 専攻す。 在學中 選ばれて 特待生と なう、 同 三十 年 
興の 業を 卒 へ * 久 同年 水 產調查 所 技手に 任せられ、 同 三十 ニ 年 農 商務 技師と な 
6水產局 1^ 勸務す。 同三十四年官命を以て南洋に航し、遍く水產の調査をなす。 

同 三十 六 年 大阪に 內國勸 業 博 覽會の 開かる る や ^ 摁 水族館の 經營に 參し て大に 
盡カ する 所 あう き。 君の 職を 奉ずる や、 恪勤に して 忠實 •上司 同僚の 等しく 推 重す 
る 所た 6。 君 夙に 眞珠の 需要 多く、 殖產上 頗る 荀利 にして、 然か も眞珠 形成の 原理 
未だ 世界 學 者の 發見 する 所と ならず、 從て 半圓 眞珠の 養殖の み 僅かに 行は れて、 球 
圓天然眞珠の養殖を見る能はざるを慨し、ー身を眞珠形成 ]?; 理の硏究と球圆眞珠 
の 養殖に 委ねん と 欲し、 三十 八 年斷然 官を辭 して、 苒び理 科大學 動物 學實驗 室に 籠 
居し、 學理と 實驗の 雨 方面ょう 之れ が硏鑽 に 耽 久ー意 專心又 他事を 顧みず、 興 間 苦 
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四十 年の 頃、 故 ® 川 君は 旣に 業に、 右の ァ 氏と 同一の 材料 即ち 蚌 
貝を 用 >6 て、 同一の 方法を 施し 而して 同一の 結果を 得られた る 
ことで ある。 ァ 氏は 鮮見に 眞珠を 形成せ しむる ことは 出来る 
も、 生ずる 所の 眞珠は 不規則 形に して 價値 なきが 故、 氏の 發 見に 
係る 方法は 殖產 上に 利用す るの 望みな しと 云 ふて 居る が、 此點 
に 於ても 亦 故 西 川 君は 全然 同一の 意見な りし こと、 予の糙 に 記 
憶す る處で ある。 遮莫ァ 氏は 蚌 貝に 眞珠を 形成せ しむる 一種 
の方法を案出し、其有効なることを !| 步し而して$れナ、」誰ょり 
も 先に 世に 公に したる なれば、 一般の 慣例 上、 該 方法の 發 見者と 
仰がる、 ことで あらぅ が、 慣例は 慣例で 宜し" 予が信 ザる 眞事實 
はまた別なるを妨げず、要するにァ氏の試驗は故西川君が五六 
年 も 以前に 施行して 同 結果を 得た ものであると 云 ふことは、 予 
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れを應 用して、 人爲媒 助に 依りて、 珠母貝 をして 球圓の 天然 眞珠 
を 生産せ しむる に 在つ たので、 君は 此 問題に 對 して、 合理的 且つ 
根本的なる 解決の 道を 啓かれた るは、 予の 夙に 熟知す る 所に し 
て、 其殖產 上の 効果は 兎も角、 學術 上ょり 觀て 一大 成功 念り と 云 
ふを 憚ら ^ い。 但し 故 西 川 君の 右の 光輝 ある、 成績は 故 ありて 
未だ 世間には 發 表して ない が、 何づれ 近き 將來に 於て 公表す る 
の 機 會が來 るので あらぅ と樂 しみに して 居る 次第で ある。 

今一つ 辯 じて 置きたい 事が ある。 开は 何かと 云 ふに、 昨 大正 
ニ年の秋、獨こ國にて發刊する動物學上のー雜誌に。 ァルフ H 
ル デスと 云 ふ 人が、 淡水 産の 蚌貝 に、 人爲媒 助を 以て 眞珠を 形成 
せし むる 試驗 のこと を 報告して、 其 道の 人の 注意を 惹きた る樣 
子で ある。 予は該 報吿を ー讀 して 忽ち 想び 起した る 事は、 明治 


眞珠は 見る につけ、 聽くに つけ、 故理 學士西 川藤吉 君を 想 ひ 起 
さしむ る 品で ある。 況して 今や 君の 遺稿 眞珠の 上梓せられ て、 
舊 友に 頒た れんと する に 際して は、 一層 追想の 念 深き を覺ゅ る 
次第で ある。 乃で 予は 君が 熱心なる 眞 珠に對 する 研究の 經過 
を克く知るもの、一人として、此處にー言述べて置くも無用で 
は あるまい かと 思 ふことは 此眞珠 なる 遺稿は、 好個の 記念物に 
は 相違な きも 決して 君が 研鑽の 結果な ど、 云 ふべき 程の もの 
では 無い ので、 言は Y 折に 觸れて 物せられ たる 小 副産物に 過ぎ 
ない ので ある。 然らば 主産物は 什麽で あつたかと 云 ふに、 それ 
は 別に 立派な 大なる 物が ある。 抑 も 君が 心血を 濺ぎて 盡瘁し 
たる 研究 事業は、 自然に 在て 眞珠の 形成す る 原理を 闡 明して、 之 
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